
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








序章　ようこそ　the_DIE_After_Tomorrow.

第一章　当たり前の反対側　Hell,Hades,and_Gehenna.

第二章　旅路　What's_That_Adventurer's_Party?

第三章　たった一つの噓・解答編　Seat_the_Only_One.

第四章　お前とこうしてみたかった　Duel_and_Struggle,XXX.Revenge.

終章　儀式の結末　Flat_Line...
















序　章　ようこそ　the_DIE_After_Tomorrow.









『死にますけど』

『それでもだ』







　それは、最初の最初から決まっていた一つの結末。

　上かみ条じよう当とう麻まが安易に自分で選んでしまった選択肢の、果ての果て。







『どんな形であれ俺はインデックス助けてアリスが笑って終わるやり方にするぞ』

『なら好きか嫌いかで決めちまえよ』




『少女は』

『せんせいと、仲直りするんですし』




『俺は……』

『おれはなあっ』

『自分より不幸な人間なんか一人も見たくはねえんだよ!!　文句があるのか!!!???』







『……一月六日、午後一一時五八分』

『搬送された患者の死亡を確認。すでに死んでしまった人間だけは、どうにもならない』







『何だここ』




『まさか死後の

『あらあら』




『あなたハまだ、此方こちらヘ来るには早すぎるノでは？』

『もう一人の、何だっけ。キングス……そうだ、アンナ＝キングスフォード……？』

『◎はい』




『あるいハ単純ニ「前提」を知らなかったノかな』

『何ニせよ、×しんでいる方ガ正しい身ノ上です☆』




『◎よくやり〼ましたね、上かみ条じよう当とう麻ま』

『……そして己ハ、頑張った人ガ報われ×ずニ只ただ沈んでいくのを黙っていられるほど心ガ強く×ない』




『おいアンタ、こんな行き止まりから一体何を始めようっていうんだ！』

『周囲ヘ奉仕ヲするためニ』

『達人なりノ奥おう義ぎ、具体的ニ言えば△ちよつと地獄巡りをと思い〼まして』

『……、』

『あらあら。地獄巡りではピンとこ×ないノでしたら、「脱獄」とでも言い換え〼ましょうか？』




『さあ』

『くそったれノ確定末路ヲ蹴飛ばして、己ト一緒ニ「敗者復活」し〼×ませんか？』

























　……じゃあ噓うそはどこだ？

　流石さすがにこれが全部本当の事だなんて都合の良すぎる話、不幸な少年は絶対に信じない。
















　何もない純白の空間。上かみ条じよう当とう麻まの目の前には、一人の女性がいる。

　アンナ＝キングスフォード。

　お上品に、にこやかな笑みを浮かべて。

　右手をそっと差し出して。

　呆あつ気けに取とられながらも、上かみ条じようはひとまずその手を取っていた。

　ひとまず？

　いいや全ては上かみ条じよう自じ身しんが行った『選択』だ。

　一瞬だった。







　ヴン!!!!!!　と。







　白が一変した。

　一面は黒々とした岩と湿った樹木で覆い尽くされた、とにかく鬱うつ蒼そうとした森だった。いいや正確な色彩は知らない。そもそも分厚い闇に覆われ、黒に支配されている。月明かりはなく、遠くの方にぼんやりとオレンジ色の光が見えるだけ。だけど、上かみ条じようは闇の中で光を見ても心が落ち着かない。あれは溶岩や山火事のような、人を傷つける光だ。直感で理解する。

　体が重い。

　しょっちゅう死亡事故が発生している狭いトンネルの中に取り残されたような気分。見ているだけで何かがのしかかってくる。そんな闇だ。

「ここは……」

「地獄ノ入口、といったところでしょうか」

　地獄。

　やっぱり下からのスタートか。

　こっちは勝手気ままに死んだ身だ、天国に行けるなんて思ってはいない。

　それは良いいけど、『脱獄』って何だ？

　上かみ条じようは覚悟して死を選んだ。まさかここからの『続き』が許されているのか？　この世界は。

　それともなんか試されているのだろうか？

　もう一人のアンナは驚いた素振りすらない。

　これもまた、予定調和の範囲内か。

「複数ノイメージガ混ざり合って構築されているだけではござい〼ますけれど。前後左右ト上下ガ○あった方ガ歩きやすいでしょう？」

　説明されても分からん。

　ぐっと手を引かれて上かみ条じようは腰を浮かせる。完全に立ち上がった。

　そういえばぬくもりを感じる。女性の掌てのひららしい柔らかさや肌のきめ細やかさも。

　吐息に汗。

　心臓の鼓動。

　さっきまで感じられなかった己の全てまで一気に蘇よみがえってくる。

　ここが現実、か。

　上かみ条じよう当とう麻まの中でそう定義づけられた。らしい。

　ただ、すでに死んでいる……はずの上かみ条じよう当とう麻まとしては、ここから何をしたら良いいのかとっかかりすらない。地獄巡り、脱獄。生き返るってマジかよ？　イメージも湧かない。そうなると、にこにこしているキングスフォードの後をついていく他なかった。彼女は地獄の案内人なので、とにかく機嫌を損ねてこんな暗闇で見捨てられたら終わりだ。

　道もないような暗い森を二人で歩く。

　後ろは振り返れない。闇のあちこちで何かしらの気配はある。ぎゃあぎゃあ鳴いているのは一体何だと気になって仕方がないが、一回でもよそに首を振ったら一メートル先にいるはずのキングスフォードの背中を即座に見失い、東西南北を見失ってぐるぐる迷子になりそうだ。

「ど、どこから始めるんだよ？」

「一つ一つ順番ニ。是これガ魔術ノ基本にして奥おう義ぎですわ、急ぐ気持ちハ分かり〼ます×が二段飛ばし等など考えてハいけ〼×ません」

　達人が言うと冗談なのか本気なのか分かりにくい。

　実際、彼女は人間でありながらこの世とあの世を行ったり来たりと往復しているのだ。ちょっとお盆に帰ってくるくらいの感覚で。

　ほんの些さ細さいな一言にも重大な意味があるのではと上かみ条じようは身構えてしまう。

「具体的には、まず門もんヲ潜くぐるところ～から始め〼ましょう。地獄ノ門です☆」

「じご……」

　歩くだけでも一歩一歩足が重たくなる湿った森をしばらく進む。簡単そうに見えるだろうが、キングスフォードの先導がなければ上かみ条じようなんか魂まで腐って人の顔っぽい染しみとか樹木の一本とかにでも変じていたかもしれない。

　何か見えてきた。

　石造りだけど、建物ではない。

　地獄という言葉の響きとは似合わない荘そう厳ごんな門だった。

　石でできた半円状のアーチ構造と木造の両開きの扉だけがそこにあった。左右に石壁すらない。それでも一種の『区切り』としては成立していた。感覚的には神社の鳥居が近いのかもしれないが、そうたとえるにしてはあまりに禍まが々まがしい。

　地獄。

　怪物の口、なのかもしれない。

　アーチ状の門の上には金属のプレートがあったが、なんて書いてあるか上かみ条じようには読めない。アルファベットっぽいけど、少なくとも英語ではなかった。そういえばと改めて自分の衣服を探ってみるが、翻訳アプリの入ったスマホは見つからない。

　いや。

　こんなプレートよりも……。

「我ヲ通り抜ける者は一切ノ希望ヲ捨てろ、ですか」

　アンナ＝キングスフォードが金属板を見て呟つぶやくように言ったが、上かみ条じようとしてはそれどころではなかった。

　半開きの門の正面に誰かいた。

　門番ではない。もっと気軽な感じで地べたの段差に腰を下ろし、くつろいでいる。感じとしては道端や公園にある石の階段をベンチ代わりにしている不良とかが近い。

　そう、赤き衣を纏まとう銀髪の男には地獄を楽しむほどの余裕が見て取れた。

　達人。

　間違いなく。

　そして全く知らない訳でもなかった。

　ここは地獄だ。

　死者の中でも特に罪深き者が問答無用で叩たたき落おとされる場所。

　世界。

　階層。

　位相。

　そして、この場が底の底たる魂こん魄ぱくの最終廃棄施設であるならば、




「何じゃ何じゃ」




　つまり。

　つまり、こういう展開も普通にありえる訳か……ッ!?




「この老骨、あまりに退屈過ぎて先に進むのを思わず躊躇ためらってしまうところであったが。なるほど少しは見直したぞ世界、よもやこういう余興を準備しておったとはなあ？」




　ＣＲＣ。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツ。

　死と破壊をばら撒まく最大の達人、先に死亡したはずの咎人がニタニタと笑っていた。
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第一章　当たり前の反対側　Hell,Hades,and_Gehenna.










１






「……、」

「……。」

　無言であった。

　いや相手は『あの』ローゼンクロイツだぞ？　たった一人で学がく園えん都と市しをめっちゃくちゃにしやがったこんな怪物とどう会話を膨らませれば良いのだ！　なにこのあからさまなリーゼント男と深夜の狭いエレベーターで二人ぼっち感？　緊張のみなぎり方が半はん端ぱじゃなかった。科学も魔術も奇人変人は比較的ウェルカムなフレンドリー上かみ条じようであっても限界というものはある。これが隣を歩いているだけですでに非常事態過ぎるんですがッ!?

「ふんふーん♪　あー、×しぬ前ニ日本ノかつ丼とやらヲ食べておくべきだったかもしれ〼×ませんねえ」

　吞のん気きな声があった。

　一歩先を行くアンナ＝キングスフォードだけが笑顔だった。

　暴風の吹きすさぶ荒地であったが、片手で帽子を押さえる彼女はどこ吹く風だ。

　気軽に鼻歌まで歌っている。

　できれば上かみ条じようだってこんなデンジャラス男よりどこを撫なでても揉もんでもつついても柔らかそうな安全おっとりお姉さんに全力でくっつきたい構えなのだが、でも、そうなるとＣＲＣに背中を見せる羽目になる。何だそれは？　殺人犯がうろつく館の中で集団行動を嫌って一人自室に閉じこもるよりも自殺行為ではないか。正直そんなの怖すぎる!!!!!!

「そう気負うでないわ、若造」

　くつくつと笑って、己のひげを撫なでながら赤衣の青年が囁ささやいた。

「地獄を旅する必要があるのはこの老骨も同じ故、少なくとも自分から引ひっ搔かき回まわす事はせんよ。旅は道連れ世は情けと言うじゃろう？　この老骨は、死んでやり直すと言うておるのじゃ。さあさあ夢のオールスター最強パーティにて楽しいピクニックと洒落しやれ込こもうではないか!!」

「……、」

　ブルーであった。

　裏がありそうっていうか、どうとでも取れそうっていうか、とにかく言葉の一つ一つが意味深でおっかないんだよ!!　ニタニタの超ブラック笑顔で道連れとか言うなし言葉の響きがとにかく超怖いし!!!!!!

「十じゆう字じ教きようノ地獄ハ巨大ナすり鉢状ニなっており〼ます」

　キングスフォードは振り返らずに言った。

　気にしている感じがしない。

　彼女は怖くないのか？　一度はローゼンクロイツの手で殺されているはずだが。

　それとも生と死を超越した達人なら、たかが一回殺されるくらい大した事でもないのか？

　規格外の魔術師といっても、アレイスター＝クロウリーともアンナ＝シュプレンゲルとも違った。連中はまだ自分の命にこだわり、生きる事に執着しながら計画や作戦を組んでいたはずだ。だから実力的には超越していても上かみ条じよう達たちの方からも少しは先を読む事ができた。

　道を極めるために自分の命すら犠牲に捧ささげたオティヌスや僧そう正じようといった『魔神』達だって、たった一つの命の価値を重く理解しているからこそ、自分の本能を自分の理性で使い切る事に大きな価値を見み出いだしていたはずだ。

　なのに彼女にはそれがなく、だからこそ生と死の境すら気軽に越える。

　行って帰って往復までする。

　アンナ＝キングスフォード。

　この状況でも普通で当たり前なのが、逆に異質過ぎる……。

「地獄ノ構造ニついてハお月様ノクレーターというよりハ、鉱山ノ露天掘りデ画像検索するトイメージノ助けニなるかもしれ〼×ませんね。各階層ハ段々ニなっており、また徐じよ々じよニ狭まっていく。底ノ底ハ一つノ点トなっており〼ますわ」

　ガチャガキガキカチカチカチ！　という硬い物がぶつかり合う音がした。プラスチックよりも甲高くて危険な、ガラスや水晶っぽい音。

　透明。

　ローゼンクロイツの手の中にジグソーパズルみたいなものがあった。

「……元々は一枚のカードだったんじゃがな」

　ぐちゃぐちゃのそれは、どうやっても嚙かみ合あわないピースの凹凸と凹凸をいつまでもぶつけ合っている。

　全体としての形は……Ｖ字？

　いいや、すり鉢。

　横から見た断面図だとしたら、深い谷でも描いているつもりなのかもしれない。

　どうもバグって失敗しているっぽいが。

「世界の縮小模型はその内部であらゆる現象を再現し、この世界の過去現在未来に関する全ての事象を手元にまとめる。しかし流石さすがにそれも、世界の外側にある地獄の領域までは対応しきれんかったらしい」

　とにかく上かみ条じよう達たちが今いるのは、すり鉢の一番上。最も広い縁の部分か。

　地獄は広い。

『脱獄』と言ってもどこへ行って何から始めるんだろう？

「さっきモ言った通り、地獄ノ構造ハ巨大ナすり鉢とか、逆ピラミッドとかガ近いです～からね」

　キングスフォードも笑顔で壊れた模型をつついていた。

　あっちも達人こっちも達人。

　場所は地獄だし。

　冷静に考えたらすごい井戸端会議だなこれ。

「一つ一つノ層ハ、一周ぐるりト踏破すれば次ノ層ヘ降りるためノ階段なりスロープなりガ見つかる筈はずですよ」

「ふん。『それだけ』とも思えんがの」

　ＣＲＣは退屈そうな顔で宙に浮かぶＶ字の縮小模型？　を指先でつついて迷子のピースを塊全体のある方へ誘導しながら、

「この地獄はいくつかのイメージの混ぜ合わせじゃ。正確なモデルなんかないし、正しい道順も存在せん。いきなり仏教の八大地獄や神しん道とうの黄泉よもつ平ひら坂さかが顔を出してくるかもしれんのじゃぞ？　むしろ答えを知ったつもりになってずんずん進んでも普通に行き止まりにぶつかる可能性もありえる」

「分かってい〼ますよ」

　キングスフォードとローゼンクロイツが同時にこっちを見た。

　上かみ条じようには意味が分からない。

　部外者気分で、達人達の結論が出るまで聞き流すつもりだった馬鹿が急に慌てた。

「なっなに？　俺？」

「この場合、やっぱり彼ガキーですわよねえ……。何だかんだデ『西洋ノ地獄』デ固まっている己達とは×ちがって、日本人ノ彼ノ連想ハどうやってもキホン閻えん魔ま様さまヤ鬼ガ支配する『東洋ノ地獄』でしょうし」

「それくらいなら可か愛わいいもんじゃ。だってトレカの魔界設定はこうだった、とか言われたら流石さすがに全部は予測しきれんぞ。この老骨が組んだ世界の縮小模型は現世にある過去現在未来を再現する代物じゃ。完全に架空の物語の掌握までは想定しておらん」

　嬉うれしくなかった。

　上かみ条じよう当とう麻ま、どうも単なるお荷物野郎から邪魔な爆弾野郎にレベルアップしたっぽい。

「其それ～から、常ニ違和感ヲ忘れ×ないようニしてください」

「？」

「地獄ヲ旅する分には構い〼×ません×が、余あまり染まる×なという事です。此こ処こハあくまデ仮ノ場所。あなた自身ガ深く根ヲ下ろしてしまえば帰れなくなり〼ますよ。まあ、『脱獄』ヲ成功ニ導くためノおまじないノようなものだと考えていただければ」

　なるほど。

　地獄に慣れる、という言葉には猛烈な違和感があるけど、これもいつまで保もつか。朱に交われば赤くなるとか、住めば都とか。この国にそういう言葉が今日までたくさん残っているって事は、みんな心当たりがあるって意味でもある。やっぱり日本人って流されやすい心の持ち主なんじゃないかとも思う。温暖化だってみんな文句を言いながらもだんだん慣れてきてますよね？

　しかしだ。

「理屈はまあ分かったけど、結局、じゃあ具体的に何をやったらアウトなんだ？　何が『地雷』なのか教えてくれないと回避のしようってもんがないぞ」

「正確ニいくつ○あるかハ分かり〼×ません」

　おい。

「分かりやすいところじゃと、地獄の食べ物や飲み物を口にしてはならない、といったところかの？」

「後ろヲ振り返る、ハどうですか？」

「オルフェウスの妻を奪った話では、まず前提として『地獄を出るまで決して振り返るな』というハデスからの約束が必要になるじゃろ。むしろ『何であれ約束を破ったら即アウト』ではないのを祈るしかあるまい」

「あの」

　ちょっと待ってほしい。

　道端のお地蔵様を蹴ってはいけないとか、お墓のお供え物は手に取って食べちゃダメとか、もっと分かりやすくバチが当たりそうな『地雷』じゃないのか？　そんなのだと知らずに踏む率が跳ね上がりますけど!?

　掌てのひらをおっとり頰に当て、キングスフォードがこっちを見る。

「言う迄までモあり〼×ません×が、地獄ハ意地悪です」

「う」

「×しかし一方デ、地獄ノ本質ハ罪人ヲ苦しめる場です～から、×ふ要ようナ暴力ヲ与える場でもあり〼×ません」

　……そういう意味では、夜の学校でうっかりお化けを見たら一晩中追い回されるとか、学校の通学路で変な女が待ち構えているとか、そういう生気ないくせに人をぶっ殺す事にかけては大変熱心な無差別系と比べれば地獄はまだマシ、なのか？

　定規で測ったように正確に死んだ罪人だけを選んで叩たたいてくる、という考え方は、ひたすら苦しくて誰彼構わず道連れにしようと摑つかみかかってくる夏の怪談特集二時間番組とは大分イメージが違う。日本のホラーだとむしろまだ生きているフレッシュな魂の方にわらわら群がってきそうなものだけど。

　が、

「この老骨らは正しく死んで地獄に落とされた身。裏技使ってやってきたそこの嬢ちゃんはともかくとして、そういう謎の豪華特典が老骨や若造に適用されるとは思えんがの」

「ううっ!!」

　そういえば定規で測って正確に叩たたかれる側であった。

　まあ全部が全部満たされた天国から逃げ出すよりは重くて苦しい地獄から脱走するって考えた方が、色々と迷いは少なそうではあるけど。

　地獄に縛られる。

　風景全体の中にタブー行動が隠れている。

　正確な条件が不明な以上、いつどこで『地雷』を踏んづけるかは予測がつかない。もちろん一発アウトもありえるが、基本的には『地獄に長居するほど危険度は跳ね上がっていく』と仮定しておくべきか。ようは、ロシアンルーレットを一回やるか連続でやるかの違いだ。

「地獄では×しんでも×ころされても構い〼×ません×が、注意しなければ地獄ニ縛りつけられる事モ○ある。是これだけ覚えておいていただければ」

「くれぐれも地獄にはこびりつくなよ、若造？」

　地獄は通常運転で牙きばを剝むいてくる。

　暴力も騙だまし討うちもやりたい放題のフルスペックで。

　そう考えた方が良さそうだ。

　がさりと物音がした。

　上かみ条じようがそっち見ると何かいた。

　馬鹿デカい斧おのを持った、牛頭のムキムキマッチョだった。

　なんかエンカウントした!?　結局やったらアウトな『地雷』ってナニとナニ？　地獄のルールも分からんまま事態が進行していますけど!!

「ちょおっ、待、なっ、何でいきなり!?」

「ねー？　十じゆう字じ教きようベースノ地獄なのにギリシャ神話ノハーピーとかミノタウロスとかガ番人やってるなんておかしいですわよねー？」

「そこじゃねえよッにこやかに笑ってんじゃねええええええええ!!!!!!」

　絶叫しながら上かみ条じようは右手を固く握る。

　何とかなる、のか？

　死人の右手に幻想殺しイマジンブレイカーがまだ残っているのか、あったとしてあんなムキムキの筋肉の塊に通じるのかもサッパリだというのに!!

　ミノタウロス。とにかく三メートルくらいありそうな二足歩行の筋肉モンスターがその巨体に匹敵する超重量の斧おのを片手で振り上げる。空気が圧縮されて風かぜが唸うなった。あの斧おの、どう考えても鋼鉄の重さと輝きがあった。なんていうか少なくとも武器の部分は幻想っぽくない。

　あ、ダメかも。

　ツンツン頭が思った直後、アンナ＝キングスフォードとクリスチャン＝ローゼンクロイツが一歩前に出た。二つの達人が同時に右手の人差し指を振る。

　気軽に。




　ザンっ!!!!!!　と。

　巨大な筋肉の塊が、左右の肩から斜めに裂かれてＸ字に切断された。




　質量を感じさせなかった。ミノタウロスだった肉塊は地面にボトボト落ちる事なく、薄っぺらな黒い影となって虚こ空くうへ消える。

　二人とも特に気負った感じでもなく、

「ま、こんなもんかの？　……天から地には当てはまらぬ地から獄の領域ゆえ、『生命の樹セフイロト』の配置フオーマツトをいったん『邪悪の樹クリフオト』に置き換える必要はあるものの、なるほど結構。地獄であっても存外そのまま振るえるではないか。魔術」

「はあ、こういう浅い層ニミノタウロスガうろついている筈はずハ×ないんですけどねえ。やっぱりイメージノ世界ハ歪ゆがみやすいノかしら」

　言葉もなかった。

　善の達人と、その対極。

　やはりこいつら、上かみ条じよう当とう麻まの理解なんてはるかに超えてやがる。
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　薄暗い地獄を進む。

　地獄全体の構造はすり鉢状になっている、という話だったが、ひとまず下っていく方向らしい。右も左も分からない上かみ条じようはとにかくキングスフォードの後をついていくしかない。迷子になって『あの』ローゼンクロイツと二人ぼっちにされる展開は絶対にヤだし。

（それに……）

　この右手。

　まだあの力は残っているんだろうか？

　試しにその辺の黒い岩を掌てのひらでぺたぺた触る。

　良く分からん。

　岩は岩だが、特に消える様子もない。これでは正解なのか不正解なのかもはっきりしない。もしかして、だけど。なんかものすごく馬鹿な事をやっていないか自分？

　上かみ条じようは近くにいたローゼンクロイツにも触ってみた。

「おっおふ？」

　特に変化がない。

　何だどうした消えないぞこいつ。

　まあキングスフォードとは握手をしても大丈夫だったっぽいけど。

　それにしたって何かが不自然に壊れてくれないと右手にまだ幻想殺しイマジンブレイカーがあるかどうかはっきりしないじゃないか。このやたらと長いヒゲとか。

「ナニ、何で急にこの老骨にイチャイチャしてくるの？　やっやだ……どなたか、この人チカンです……っ」

　結局右手についてははっきりしない。

　それに、他にも疑問があった。

「地獄が歪ゆがむ、ってのは？」

「じ、地獄に決まった形はないのじゃ」

　上かみ条じようはキングスフォードに尋ねたつもりだったが、隣を歩くローゼンクロイツが（何な故ぜか小刻みに震えながら）答えた。

「結局、神が住み正しい人が向かう天国と比べて間違った罪人が落ちるだけの地獄はさほど重要視されておらんのかもしれんな。一応は黙もく示し録ろく絡がらみで描写があるものの、現代人は聖書の記述や学術書だけでなく神曲や失楽園といったフィクションのイメージにまで大きく引きずられとる訳じゃし」

「そんな曖昧なもんなのかよ……。天国とか地獄とかって神話全体で言ったらコアっていうか根っこの部分じゃないのか？」

「タルタロスもニブルヘイムも八大地獄も黄よ泉みの国くにも、彼岸やあの世なんてものは物理世界の上に重なる『位相』に過ぎんよ。ただし踏み入れてしまえば基準の物理世界には永えい劫ごうに戻れぬというだけで」

　その言い草だと、いつもの道路や公園だって薄い膜を一枚めくれば『これ』が広がっている事になる、のか？　地獄側から景色を眺めたところで、とてもイメージはできないけど。

「それに地獄の想像図なんて様々じゃ。一六世紀オランダ式だと地獄に巣食う悪魔達には野党や大主計、言ってしまえば悪魔の国の帳簿を作る金庫番までいるからのう」

「詰つまりこの方式だと奔放デ悪辣ナ筈はずノ悪魔デ○あってもお金すら自由ニ使え×ない訳ですね」

「でもって、地獄の構造についてはどれだけ次々と考案されても一つには正されなかった。こんな聖書に記述のない情報を勝手に流る布ふするなーとは特に怒られなかった訳じゃな」

　やりたい放題である。

　……それなら玉座のサイズと比べてやたらと小ちっちゃい銀髪ツノ付きゴスロリ魔王や罰ゲームみたいにえっちな下着のサキュバスお姉さん達がわんさかいる地獄があっても良いのでは？　ほら現世には神や悪魔を着こなす『超ちよう絶ぜつ者しや』ボロニイサキュバスがいるんだしほらほらあいつの想像の素ソースっていうか神話の世界のオリジナルせくすぃーお姉さん方が『種族』としてどっさり存在したってだ！　ようし整合性はいただきました!!　みなぎってきたぞこれでようやっとこんな規格外丸出しの地獄のピクニックに楽しい目的が一個できたぞう!!!!!!

「若造。西洋の地獄には悪魔がわんさかいる、と思っておるじゃろう？　厳密な意味での地獄を管理しておるのは『神の火ウリエル』、『神クのシ厳エ格ル』、『神アナのフイ枝エル』、『敵マス意テマ』などなど地獄担当の天使達じゃよ。地獄とは無法地帯の悪魔の根城などではなく、天から獄まで世界の全領域に至るまで全知全能たる神の計画通りという訳じゃな。悪魔と契約した人間が魂抜かれてロンダリングされる場所？　そんなもんは俗説やフィクションから定着した勝手なイメージに過ぎぬ」

「……、」

　すでにそこからド派手に歪ゆがんでいるのか。

　だとしたら半分以上はゲーム知識な上かみ条じようではお手上げだ。

　ひとまず地獄とは、玉座のサイズと比べてやたらと小ちっちゃい銀髪ツノ付きゴスロリ魔王や罰ゲームみたいにえっちな下着のサキュバスお姉さん達がわんさかいるものではないらしい。もっと真面目でルールに縛られた場所なのだとか。絶望して良いですか？　こんな地獄でまた楽しみが減ったよ！　全部神様の計画で完璧に創ったんならさっきの牛さんミノタウロスだって何で牛柄ビキニのロ○巨乳（でも力持ち）じゃねえんだよ神いいいいいいい!!!???

　地獄に楽しみを求めるのがそもそもの間違いなのかもしれない。

　善玉が地獄を管理している、というのはどこか閻えん魔ま様さまのイメージを彷ほう彿ふつとさせるけど。

　くすくすとキングスフォードは笑って、

「×でもだからこそ、こちらとしてはその曖昧さヲ逆ニ利用○できる。この地獄ハイメージデ操作○できるノです」

　地獄の操作。

　当然ながら簡単な話ではないだろう。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツにアンナ＝キングスフォード。こういう怪物どもがいるからこそ初めて手が届く奇跡なのだ。普通の人間なら不定形の地獄に迷い込んだら最さい期ご、東西南北も分からず延々と悪夢のような世界をさまよい歩き、すり減って魂ごと消滅していくはず。

（とにかく注意だ。この先、何が出てくるかは予想もつかないけど……）

　ミノタウロスとかいうのはさっき見た。

　この場に達人が二人もいるから分かりにくいだけだ。

　あれだって上かみ条じよう一人だったら何もできずに嬲なぶり殺ごろしコースまっしぐらだったはず。

　びゅうびゅうと突風が吹き荒れる薄闇の中を三人でさらにしばらく歩くと、黒の向こう、遠くの方にこんもりとした塊が二つ見えてきた。

（……山、か？）

　上かみ条じようは口に出したつもりだったが、乾いた喉が張りついて何も出てこなかった。

　良いい予感がしない。

　しかし、今度は一体何だろう。剣山の地獄か、炎や氷の地獄か。何にせよ地獄と呼ぶからには楽しいビジュアルではないはずだ。正直、上かみ条じよう的てきにはちょっと立ち止まっていったん確認したかったのだが、ローゼンクロイツとキングスフォードはずんずん先に進んでしまう。

「あっ、ちょ……」

「立ち止まっても◎いい事ハあり〼×ませんよ」

「何しろ地獄だからの」

　ツンツン頭も同じペースでついていかざるを得なかった。心の準備は一ミリもできていないが、でもこんな闇の中に置いていかれるのも嫌だ。

　上かみ条じよう当とう麻まが謎の山二つへ恐る恐る近づいていくと、次第にその輪郭がはっきりしてきた。

　絶句した。




　二つの塊。

　巨大なおっぱいであった。




「う……ッ!!」

　ツンツン頭はその場で崩れ落ちた。

　地獄は歪ゆがむと言っていたが、誰のどんな考えが映し出されたのかは明白である。だってあとの二人はどっちも達人級のシリアス魔術師だもの！　あと認めたくないけどあの巨大なおっぱいはどっかで見た水着に包まれているし!!

　そして上かみ条じよう当とう麻まが一体何を見てそんな事を考えてしまったのかもまた分かりやすすぎた。

　どっかで見た水着。

　だって女性って一人しかいないじゃん？

　競泳水着みたいなの着たメガネのお姉さんがその辺歩いている訳じゃん!?　こう、ロサンゼルス辺りのビーチよりも気軽な感じで！　あの形とか張りとか水着からの盛り上がり方とか全部そのまんまそこのおっとりお姉さんだよ!!

（地獄）

　今すぐ恥で死にたい思春期だったが、それすら叶かなわない。

　上かみ条じよう当とう麻まはすでに死んでいるのだ。

　背骨がねじれて全身かゆくなるほどの事態に陥っても血の涙を流して歯を食いしばるしかない。

　意図した地獄の操作は超高度な魔術らしいけど、どうも制御不能で勝手に暴走する事はままあるらしい。

（これが本物の地獄……ッ!!　ただ立っているだけで悪鬼のようなダメージ!!!!!!）

　あらあらまあまあ、とアンナ＝キングスフォードは頰に片手を当てて大変お上品に笑っていた。苦笑いであった。そんな挙措でもゆさっと揺れる余裕のお姉さんである。いっそ叫んでビリビリでも放ってくれれば良いものを、思春期の性欲を年上の余裕で受け流されてしまうと逆にきつい。ここは𠮟ってくれよう。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツが遠い目をして言った。

　彼には理解があるようだった。

「この老骨、あんな格好であちこち揺らしてうろついておる天然無防備お姉さんの方が悪いと思うの」

「……ふ、不幸だ。こんな奇人変人から同情される日がやってくるだなんて……」

　俯うつむく上かみ条じようは恥で小刻みに震えていた。

　自分の罪の象徴みたいになっている巨大なおっぱいをまともに見ていられない。一刻も早くここを離れたかった。それだけが原動力になって、何とかして上かみ条じよう当とう麻まは足を動かす。謎のおっぱい山ではどんな強敵やトラップが待っているか分からないので大きく迂う回かいする事にはなったが。

　ようやく過去の過あやまちを振り切った時、また前方に何か見えてきた。

　二つの山だった。




　揺れる果実。

　巨大なお尻であった。




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………誰ノ、何ガ巨大だと？」

　立ち止まっていた。

　にこにこ笑顔のままであった。分厚い。メガネのお姉さんからの圧がすごかった。上かみ条じよう当とう麻まは俯うつむいたまま目を合わせられない。アンナ＝キングスフォード、一度目のミスは許すが二度目のテンドンは見逃してくれない派らしい。あと乳の時とはなんか温度感が違う。

　でも同じだもん。

　形も張りも水着の食い込みも。

　パレオは巻いているけど分かるよ！　時々はためいたりめくれ上がったりしてるから!!

　今こそＣＲＣが思春期のために立ち上がった。

　曇りなき瞳で吼ほえる。

「人を𠮟る前にまともな格好しろよ!!　この老骨は若造側につくもんね、ふふはははは巨乳巨尻の嬢ちゃん真夏の海でもないのにそんな薄着でうろうろするだなんてぐえっへっへー実は欲求不満でオトコを誘うておるのじゃろうーッッッ!!!!!!」

「おめーも火に油を注いで楽しんでんじゃねえよ全部被弾するのはこっちなんだよっ!!」

　上かみ条じようは総毛立って叫ぶ。

　前言撤回。ローゼンクロイツは自分自身が怪物だからお気楽なのかもしれないが、相手は達人キングスフォードだぞ。本気で怒ったらこのむちむちお姉さんはどうなるの？　きゃーえっちーでビンタの一発でももらったら上かみ条じようなんかそのまま首が千切れて飛んでいくのではないか。すでに死んでいる地獄でうっかり首が取れたらその後どうなるんだッ!?

「若造。貴様が安全で平穏無事なお色気のみに振り回されておれば、おっかない脅威が顔を出す枠を潰せるかもしれんがの」

「逃げ道作んなよＣＲＣ俺の心が流されちゃうでしょ」

　改めて、だ。少年は呟つぶやく。

　巨大な水着尻を見上げながら、

「……しかしこれ、この先どうすんだ……？」

　まさかと思うが、お腹なかがすいたり足が疲れて休みたくなったらその都度地形が変わって最凶ダンジョン化したりするんだろうか。上かみ条じようは不安になった。薄ぼんやりとだけど、ゲームのボスキャラとかでお馴な染じみの七つの大罪って確か食欲だか暴食だかがなかったっけ？
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　地獄はどこまでも続いている。

　淡々と歩く。

　すり鉢状になっているという話だったが、一体全部で何階層あるんだろう。透明なジグソーパズルのピースとピースがガッチャンガッチャンぶつかり合っていてきちんとハマらないＣＲＣの縮小模型だと全体の構造はともかく細かい位置情報とかははっきりしない。

「ふう」

　実際にしばらく歩いてみて、上かみ条じようには不思議に思う事があった。

　地獄は薄暗く、不快で、確かにバケモノがうろつくおっかない所ではある。しかし一方で、ただ立っているだけで激しい痛みや苦しみに襲われる火の中や水の中というほどの強い拒絶感はないのだ。

　虚無的というか、味気ないというか。

『剝むき出だし』のままいつまでもこんな場所にいてはいけないとは漠然と分かる反面、ふとこんな風に思ってしまう瞬間もある。

　立ち止まってはいけないのだろうか？

　ひとまず危険がないのなら、焦あせって先に進む必要もないのでは？

「現世で生きておる人間が死にたくないと願う事は、ごくごく当たり前の話じゃ」

　ローゼンクロイツが言った。

　隣をひょいひょい歩きながら、

「何しろ生きておる限りは本能に縛られておるからの。溺れる者が藁わらをも摑つかむように、基本的に本能は理性を圧倒する。将来なりたい夢や叶かなえたい未来がなくとも、死ぬのは痛くて怖くて苦しいと誰でも知っておる。じゃから、理由がなくとも死にたくない。生きておる人間はそんな状態で固定されておる訳じゃな」

「固定？」

「左さ様よう。そして死んでおる人間はその限りではない」

　闇の奥。

　こちらには気づかずふらふらと横切るいくつかの黒い影を見据えて、ＣＲＣは続けた。

「何しろ命を失った瞬間に生の本しが能らみから解放されておるからの。若造には、将来なりたい夢はあるかえ？　どうしても叶かなえたい未来は？　死んだ以上はもはや若造は生物として当たり前の本能にはすがれぬのじゃぞ。つまり生きるなら理性で答えを出すしかない」

「それは……」

「死にたくないから死なないというこれまでの怠惰で先延ばしな考え方では通らぬよ。生きておった頃とは価値や定義を入れ替えるのじゃ。死んでおる人間にとっては死んでおる状態が当たり前なのじゃから、無理をしてでも生き返りたいと強く願うには相当苦しい想おもいをしなければならぬ。それこそ、生きておる人間が目的のために死を受け入れるのと同じくらい強い何かがなければ、のう」

　死にたくないから死なない。

　これを覆くつがえすには水の底に腰を下ろし、死ぬまで我慢を続けて、実際に息を引き取るほどの強い覚悟がいる。

　生きたくないから生きない。

　これを覆くつがえすには、では、一体どれほどの覚悟がいる？

　つまりその『自分が今いる状態に反する』痛みや苦しみこそが、この地獄からの『脱獄』なのか？

「……、」

　上かみ条じようは息を止める。

　違和感がない。

　苦しい。息を止めれば苦しいんだけど、そこから何も広がらない。怖くない。自分でやめようと決めない限りいつまでも永遠にこうしていられそうだ。

　自分にはそこまでの強い目的意識があるのだろうか。

　将来なりたい夢はあるか。どうしても叶かなえたい未来は。もちろんそんなもの、どこをひっくり返したって見つかるはずもない。まだ高校一年生だった上かみ条じようは、直近、進学するのか就職するのかすらもきちんと見据えていた訳ではないのだから。

　死にたくない、とずっと思ってきた。

　でも彼はアリス＝アナザーバイブルを助けるために死を受け入れた。

　死力を尽くした。

　そして実際に死亡した。

　……極めて順当だ。そこに何か不満があるのか？　確かに、だ。普通に考えれば死んでしまうのは辛つらい事かもしれないけど、上かみ条じようはすべき事を果たして旅立ったはずだ。きちんと終わらせた。なのにここから無理して、引ひっ搔かき回まわして、浮遊霊だの地縛霊だのになってでも質量を持つ現世にしがみつきたいと思えるほどの何か。




　執着。

　　　未練。

　　　　　あるいは怨念でも良いい。




　そんな、そこまでのものなんて本当にあるのか……？

　この胸に。

「やれやれ。無味乾燥ナ地獄ニ思ったよりモ早くあてられているようですわね」

「あてられる？」

「◎はい」

　眉をひそめる上かみ条じように、こちらへ振り返ったキングスフォードは頷うなずいた。

　気軽に。

「……抑そも々そも地獄とはそういう場所です。現世ノ未練ヲ削そいで執着ヲ×なくし、人ハ刑ト罰ノ世界ヲ永えい劫ごうニ只たださまよう。そうさせる。故ニ、其それハあなたノ胸ノ内～から生じた心ノ動き等などではあり〼×ません。偽りノ達観ニ振り回されてハなり〼×ませんよ。そんなものハ地獄という巨大ナ装置ガ、外～からそうさせているだけですわ。効率的かつ機能的ニね」

「でも……」

　上かみ条じようは言いい淀よどんだ。

　中身のない自分を恥じ入るように。

「ローゼンクロイツの言っている通りなんだ。溺れている時は藁わらでも摑つかみたいって思う、だって普通に息が苦しいんだから。でも、息をしなくなったら？　藁わらを摑つかむ必要なんかあるのか。水の底にいても何も困らなくなったのなら、わざわざ遠い遠い水面に上がる必要なんかあるのか？　死んでいるのは事実だろ。俺にはなりたい将来の夢がない。そうまでして生き返りたい理由なんか思いつかないよ……」

「×いいえ」

　上かみ条じよう本ほん人にんでも分からないというのに、キングスフォードは即答だった。

　達人は絶対に間違えない。

「○あるでしょう、上かみ条じよう当とう麻ま。歯ヲ食いしばって泥どろヲ這はって、其そ処こ迄までしても、あなたには何としてもこの地獄ヲ脱して現世デ生き返らなくてハなら×ない。余あまりにも明確過ぎる理由ガ」

「？」

　言われても、上かみ条じようには理解できなかった。

　アンナ＝キングスフォードは人差し指で適当に横合いを指し示し、くるりと回した。

　それは一体どんな裏技だったのか。

　スポットライトの下で一人の少女がぺたんと座り込んでいた。真っ白な布地に金きん刺し繡しゆうの、高級なティーカップみたいな修道服を着た銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。

　この達人。

　しれっと何やった今!?

「なんっ？　これは……インデックス……？」

　目を白黒させる上かみ条じようと違い、クリスチャン＝ローゼンクロイツはつまらなそうだった。やはり同格以上の達人にとっては驚くに値しないのか。

「ふん、繫いだか。しかし所詮ただのピンホールじゃ」

「ええまあ。『邪悪ノ樹クリフオト』ハ幽鬼ヤ呪いノ領域全体ヲ示す地図ではあり〼ます×が、同時ニ地獄～から現世迄までノアクセス経路でもあり〼ます～からね」

　説明になっていない。

　しかし上かみ条じようの見えない水面下では、何かしらの理屈や法則性があって筋を通しているらしい。違反として地獄側から明確にカウントされていないだけで、裏技や抜け道っぽい香りも猛烈に漂ってはいるが。

　今はそれよりインデックスだ。

　死んでしまった上かみ条じようやローゼンクロイツはともかくとして、彼女がこんな所にいて良いのか？　キングスフォードの話によれば死んだ人間が落とされる地獄とやらに!?

「インデックス!!」

「聞こえ〼×ませんよ。玄関ノ小さな魚眼レンズ～から外ヲ覗のぞいているようなものです～からね」

「ついでに言えば彼女がここにいる訳ではない。これはあくまでも、遠く離れた別の領域を覗のぞき見みしておるだけじゃ。世界には無数に『位相』が重なってはおるが、一枚一枚の距離はあまりにも遠い」

「此こ処こハ×ことなる場所。扉ヲ開けて応対したければ、この地獄ヲ抜けるしか×ないノです」

「……、」

　地獄にはいない。

　そこはひとまず安心か。

　恐る恐るその細い肩に触れようとして、しかし、上かみ条じようの右手が途中で止まった。幻想殺しイマジンブレイカー。まだ残っているかどうかは分からないけど、でもこんな所で消え去ったら哀かなし過すぎる。

　どんな形でも、久しぶりに見たインデックスだった。

　別れの挨拶もろくにできなかったけど。

『とうま……』

　懐なつかしい声があった。

　上かみ条じようはちょっとだけ嚙かみ締しめた。もう二度と聞く事はないと思っていたから。

　でも、




『何で死んじゃったの？』




　凍る。

　インデックスはぺたりと座り込んだまま、顔も上げない。

　幸せそうには見えなかった。

　ちょっと待った。

　上かみ条じようが死ぬのは良いいとして、そうなるとインデックスはどうなるんだろう？　あの子は上かみ条じようの学生寮に居い候そうろうしていたはずだけど。オティヌスだってそうだ。アンナ＝シュプレンゲルなんか病院で見たのが最後で、どこを仮の住居にするのかさえ決まっていなかった。

　いいや、魔術サイドの話だけではない。

　科学サイド。学がく園えん都と市しにだって知り合いはいたはずだ。




『みすみす死なせるだなんて。何が学がく園えん都と市し第三位よ……。私はまだあの馬鹿に謝ってない。大勢の妹を助けてくれてありがとうって、それさえも!!』




　御み坂さか美み琴ことだった。

　彼女は俯うつむいたまま、力なく呟つぶやいていた。

　何も特別な超レ能ベ力ル者５だけではない。冬休み最後の日が終われば普通に三学期が始まるはずだった。だけど学校の連中とはもう会えない。

　新統括理事長の一方通行アクセラレータだって、上かみ条じようなら勝てると賭けたから学がく園えん都と市しの全戦力をＣＲＣに差し向けたはずだ。その後に現れたアリスの猛威ではトリスメギストスにやられて行動不能に陥ったようだけど、やっぱりあいつはこの街に賭けたはずだ。自分がいなくても解決はできると。

　結局どういう扱いになるんだ、これ？




『そりゃあ学校の友達なんてもん、いつかは会えなくなるんやろうけど。もう会えへんってありかよ、カミやん……』

『みんな、当日ひとまず体育館に集まってくださいなのです。うう。そのまま告別式まで出かけますから、始業式は潰して半日全部使うのですよー』




　教室は寒々しかった。

　机がぽつんと一つだけ置いてあって、そこには誰も座っていなかった。

　冬休みが終わって久しぶりに会ったクラスメイト達。話したい事なんていくらでもあるだろうに、笑顔なんか一個もない。ただただ遠巻きに、感情のない瞳が誰もいない席を眺めている。

「……、」

　何か、違う。

　猛烈に嫌な予感がする。ボタンの掛け違いにやっと気がついたというか。自信満々だったテストを提出した後になってから、自分の名前をきちんと書いたか思い出せなくなってきた感じというか。

　死んで満足。

　して良いのか、本当に？

　そして。

　そして。

　そして、だ。

　最後にスポットライトの下に出てきたのは、アリス＝アナザーバイブル。自分を材料にして自分を新しく作り替えた、あの少女だった。上かみ条じようがたった一つの命を賭として助け出した女の子。

　だけど、何かおかしい。

　彼女は俯うつむいていた。肩を落としていた。前を見ていなかった。無味乾燥な世界にぽつんと残されて、どこにも歩けなくなっていた。

　一体何が？

「アリ、

　しかし上かみ条じよう当とう麻まは声をかけられなかった。

　その一瞬前に、アリスがぽつりと呟つぶやいたからだ。




『せんせいが、死んだ』




　びくりと上かみ条じようの肩が震えた。

　動きが止まった。

　喜怒哀楽の全てが消えた声だった。すり減っていた。命とか魂とか、そういう目には見えない何かが致命的に摩耗していた。あるいは地獄に落ちてもがいている上かみ条じようなんかよりもずっとずっと、深刻なレベルで。

　何か。

　ざらりとした強烈な違和感を胸の中心で感じる。

　自分の選択は正しかった、はずだ。

　アリスを助ける。

　あれは、そのために自分の命を使い尽くすしかない場面だった。

　きちんと成し遂げたはずだろう？

　なのに拭えない。

　正しいはずの前提を何度確認しようが、不安が消えない。

　例えばバンジージャンプで係員の指示に従っていたはずなのに、ジャンプの寸前になって明らかに命綱の太い金具がどこにも連結されずにだらりと下がっているのを見てしまったような、そんな致命的な何か。




『少女が殺した。助けなんか、期待しなければ良かった。仲直りなんか、考えなければ。この世界に少女がいなければこんな事にはならなかったのに』




　怨えん嗟さ。

　しかしそれは、あっさりくたばって気楽に退場した上かみ条じよう当とう麻まに向けて、ではなかった。

　純粋で、無邪気で、素直で、それしかない少女だった。

　だから。

　全て、アリス＝アナザーバイブルに向いていた。

　彼女はもはや自分を許せなくなっていた。




『ぜんぶ、少女ヒトゴロシのせいですし。……こんなになるなら、生まれてこなければ良かった』




　ノイズすらなかった。

　ただ無だけが延々と続いた。

「違う……」

　震えていた。

　上かみ条じよう当とう麻まは、目にした全てが信じられなかった。

「違うッ!!　ふざけんなよ、何でこれ!?　こんなっ、こんなものが見たくて命を投げ出した訳じゃない！　無駄に終わったっていうのか……。あれだけ命を尽くして、それでも!!　そもそもアリスは何も悪くない。俺は自分の命と人生を自分の選択で使い切っただけだ。満足してる。なのに何でアリスが責められなくちゃならない!?」

「です×が、その声ハ届き〼×ません」

　一言だった。

　キングスフォードは首を横に振って、

「客観的かつ機械的ニ事実だけヲ並べれば、アリス＝アナザーバイブルガ上かみ条じよう当とう麻まニ致命傷ヲ与えた……是これだけです。彼女ガ×ころした。◎ただしさなんてものハ、いとも容易たやすく要約されてしまうノですよ。実際ニ自らノ強き意志で命ヲ燃やし尽くしたあなたノ言葉ガ×なければ、其そ処こニ○あった想おもいガ外へと伝わる事ハ×ないノです。見当違いニ炎上する大きな世界にも、あなたガ助けようとした小さなアリスにも」

「そんな……」

「このままでは、アリス＝アナザーバイブルガ上かみ条じよう当とう麻まヲ×ころした、という機械的ナ事実しか残り〼×ません。時間ガ×ないノですよ。そして只ただ無味乾燥ニ要約されただけノ答えヲ受け入れてしまえば、アリス自身ガその重さニ潰されてしまい〼ます。自分ハ只ただノ殺人者だと、幸せニなってハいけ×ない存在だと。そんな間違った定義デ自分ヲくくって己ノ価値ヲ削そいでしまう」

「……、」

「あの子ガ上条殺しヲ背負って自ら望んで堕ちてくるところヲ見たいノですか？　何ノ意味モ×只いたずらに、こんな暗い底ニ迄」

　そんな馬鹿な。

　死んだ人間は幸せだ。

　勝手に満足して死んでしまえばそこでおしまいなのだから。

　でも、殺してしまった者は？

　被害者と加害者では、一体どちらが気楽だろう。上かみ条じようには判断ができなかった。でも少なくとも上かみ条じよう当とう麻まは満足して被害者となり、アリスは何一つ承諾しないまま加害者にされた。キングスフォードの言葉を待つまでもない。何を一人で救った気分に浸っていたのだ？　こんなのは絶対におかしい!!

　彼がやったのは、何だった？

　助けを求める事もできずにさまよっていた、一人の女の子がいた。上かみ条じようはアリスを助けるどころか、あんな子の両手を血で汚させ、人殺しの罪を確定させた。

　これは彼女の罪ではない。

　これは上かみ条じようの計画だったはずだ。

　彼が勝手に一人で決めた事であって、アリスは一回だって頷うなずいていない。

　なのに。

　なのにどうして、こんな上かみ条じよう当とう麻まのわがままでアリス＝アナザーバイブルが押し潰されなくてはならないッ!?

　アンナ＝キングスフォードはいつでも正しい。

　だからこそ、達人からは一言だけだった。

「どうし〼ますか？」

「……、」




　ゴンッッッ!!!!!!　と。

　鈍い音があった。

　上かみ条じよう当とう麻まが、その右拳で自分の頰を殴った音だった。




　一人の少年は、血の味がする唇を手の甲で拭う。

　生きている人間にとっては生きている状態が普通であり、死んでいる人間にとっては死んでいる状態が普通。死んでいる人間が無理にでも生き返ろうとするのは、生きている人間が生きたまま水底に死ぬまで留とどまり続つづけるのと同じくらい、強い強い意志が必要になる。

　多分その通りなんだろう。

　自分には将来なりたい職業も、どうしても実現したい未来もない。そもそも直近、就職するのか進学するのかさえビジョンが定さだかではないくらいだ。

　でも、違う。

　これは違う。

「ふざけんなよ……」

　アリス＝アナザーバイブル。一人ぼっちで広い世界をさまよって全てを破壊しようとしていたあの子を助けるために、上かみ条じようは死力を尽くした。その結果としてたった一つしかない命を落としてしまうならそれも仕方がないかもしれない、と納得した。

　だけど、自分が死んだくらいじゃ終わらないとしたら。

　実際には誰も助けていないとしたら。

　むしろ、この死は無駄に終わった。邪魔をした。もし上かみ条じよう当とう麻まの最さい期ごの選択をきっかけにアリスがさらに地獄の底へと引きずり下ろされていくというのであれば。




　まずは、その幻想をぶち殺す。




　上かみ条じよう当とう麻まは右の拳を強く強く握り締める。

　俯うつむいていた顔を上げ、正面を見据える。地獄の出口を正確に捉えるために。

　彼は、再びの力を得る。





４






　妥協はナシだ。

　現実に挑み、現実を越え、現実へ還かえれ。
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　土砂降りの雨だった。

　上かみ条じようが今いる高台の一段下は土とか泥とか結構ぐちゃぐちゃになっている。四角く切り抜かれた、水のない巨大なプールみたいな場所だった。そんな中をいくつもの人影が蠢うごめいていた。何かから逃げているようだが、詳しく見てみようとしたらキングスフォードの掌てのひらに塞がれる。

「ケルベロスですね。あれハ良く×ない」

「ける？」

　何だっけ。

　ＲＰＧとかでそんなのが出てきた気もするが。

　こう、黒いわんこっぽくて、火属性の、いやあれはヘルハウンドだったか？

　ヘルハウンドって何よ？

　脱線している。

「見たら×しぬ程ほどノ怪物ではあり〼×ません×が、魂ガくすむ要因トなるのは確かでしょう」

　キングスフォード先生がシリアスめに言っているから従った方が良さそうだ。

　魂って輝きなくしたらどうなんの？

　ともあれ、あんなケダモノがうろうろしている場所には下りたくない。底は泥沼っぽいし、いざ追われたら人の足で逃げ切るのはまず無理だろう。がぶっと脇腹辺りから持っていかれたらその後どうなるのかは想像したくない。

　地獄ってコンプラとか飼い主さんのマナーとか一切なさそうだし。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツはくつくつと意地悪く笑いながら、

「三つ首の魔犬じゃぞ、土くれでも食わせて手て懐なずけるのではないのかえ？」

「元～からあれだけ泥まみれなら大した意味ハ×ないでしょう。既すでニ自分デたらふく食べているようですし」

「？」

　上かみ条じようには理解不能だった。

　何かしら神話的な元ネタでもあるやり取りだったんだろうか？　今の。

　しかしどうしよう？

　ちょっとした軽自動車くらいあるデカい犬とか超怖いし。

　アンナ＝キングスフォードは近くにある石の柱？　を指差した。

　腰くらいの高さに小さな穴が空いている。

「跳ね橋ヲ動かすには鍵ガ必要みたいですね」

「うわっ!?」

　デカすぎて気づかなかった。

　電波塔みたいに巨大な構造物の正体は、鎖を使って九〇度ぱたりと倒れる石橋らしい。

　こっちの小さな柱に何か挿し込んで操作するのか。

「でもカギって？」

「ハーピーガ持っていってしまったようですね。鳥ノ巣ニキラキラしたものが」

　あのぎゃあぎゃあ鳴いているアレか。若干女の子っぽいけど。

　確かに。

　でも木の上だ。何となく幹の部分がリアルな人間っぽい形をしていて不気味でもある。近所の公園でガキども（と青あお髪がみピアス）をきゃっきゃ笑わせているエロいお股の木とはちょっと意味合いが違うし。

　手を伸ばしても届きそうにない。

　キングスフォードやローゼンクロイツならちょちょいと大空でも飛んで拾ってしまうのだろうか。

「肩車デ取り〼ましょう」

「地に足が着いていた」

「無理ニ裏技チャレンジする意味モあり〼×ません～から。ハイ其それでは△ちよつと屈かがんでくださいね」

　何となく従ってしまうツンツン頭。

　もっと深く考えるべきだった。

「よいしょ」

　後ろからきた。

　のしっと柔らかい重みが上かみ条じようの首の後ろから左右の頰にかけて加わってくる。

　顔を挟んでいるのはフトモモか？

　肩に乗っているのはまだフトモモ？　もはやお尻の一部？

　それでは首の後ろに当たっているこの柔らかいのはカラダの一体どこですか!?　先生!!

「是これデ◎よし、ト。持ち上げてもらって構い〼×ませんよ。どうされ〼ました？」

「……この場合パレオは逆効果なのではあるまいか」

「？」

　本来パレオは体を隠すための安全装置的な意味合いの装備だと思うのだが、こいつのせいでゆるふわお姉さんのスカートの中に頭突っ込んでいるような錯覚がする。錯覚ですよ？

　両膝に力を込めて、ゆっくりと立ち上がる。

　きゅっと左右の圧が強くなった。

「っとっと、あはは、やっぱり慣れ×ないト△ちよつと×ふ安あんニなり〼ますね。是これデ大丈夫かな、ト」

「ぶぼもごおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「っ？　何で爆発しそうな声ヲ？」

[image: ]

　やっぱりやるもんじゃない。水着のおっとりお姉さんと肩車なんてすべきではない!!

　とにかくさっさと目的を済ませるしかない。

　みぎみぎ、もうちょっとひだり、そこみぎ、というキングスフォードのリクエストに応じてふらふら場所を変えていく上かみ条じよう。

　ハーピーの巣を見上げようとするとスカートみたいなパレオが顔一面にかかって集中力が乱れる。甘ったるいお姉さんの匂いがすごい。

　キングスフォードに任せた方が良さそうだ。

「取れ〼ましたよー。是これデ鍵ハ手ニ入ったので先ニ進め〼ますね」

「そ、そうですか……」

　ついに上かみ条じようにまで敬語が伝染し始めた。

　脳がおかしくなってる。

　コーヒーそのものよりも生クリームだらけのドーナツやパンケーキで勝負しているチェーンの喫茶店でお見舞いされた、激甘どろどろコーヒーを知らずに飲んだ時のあの衝撃に近い。

　それでもだ。

　頭蓋骨開けて袋から直接砂糖をぶち込むような肩車タイムはようやく終わ

「あ、そのまま」

「何で!?」

「ハーピーニ気づかれたようです。迎撃し〼ますので今ノ状態ヲキープ」

「いったん降りてからでも良くないですかやわらか先生!?」

　ぎゅっと強めに顔を挟まれた。

　濁音である。

　メガネ姉ねえの戦闘モードなんだろうけどサービス感の一歩向こうまで突き抜けてしまう。

　ヤバい、頭が。

　ぱんぱんに膨らむ感じだけど、息が詰まる、とはちょっと違う。

　もしや気道じゃなくて頸けい動どう脈みやくの方を絞めてはおりませんか？　これ。

「逆しまノ樹きニ変換し〼ます、『ゲブラー』ニ対応するハ『アクゼリュス』。公正ノ逆位置ハ残酷、属性ハ火、球体５ｉヲ統治する×あしき名ハ燃やす者達ゴロハブ。名ト数ニ縛られし者よ我が右ノ中指ニ従いその効力ヲ表しなさい!!」

　ズンッ!!　という震動が場を揺るがした。

　まるで大砲。一体何やったのか、ド派手な閃せん光こうと同時にキングスフォードの上半身が何かしらの反動で後ろにノックバックする。

　上かみ条じようの首を両足のフトモモで強めに絞めたまま、結構大きな動きで。

　ドアの蝶ちよう番つがいを使って硬いくるみを割る生活の裏技をツンツン頭は思い出した。

　ちょっと待て支点が首っていうかこれじゃ頸けいどうみゃｋ

「あれえっ、──────？？？」

　あっけなくだった。

　柔道のナントカ絞めみたいな感じでツンツン頭の意識がぶっ飛んだ。





２






　何やっていたんだっけ？

　ぐわんと揺れる頭はしばらくそんな事すら思い出せなかった。

　とにかく上かみ条じよう当とう麻まは目を開ける。

　視界が変だった。寝かされているのか。頭の後ろが柔らかい。誰かがこっちを覗のぞき込こんでいるのだが、でっかいおっぱいのせいで口元辺りが隠れていてはっきりしない。

　メガネで思い出した。

　あの人だ。

「うわっ!?」

　キングスフォード先生のひざ枕だった。

　水着だから実質的にナマである。

「あら。もう△ちよつと休んでも良かったんですよ？」

　正座のままメガネのお姉さんは口元に手を当ててお上品に笑っていた。とはいえこれ以上は心拍数に問題がありそうなので遠慮しておいた方が良いい。死んでいるのに寿命が縮むってどういう事なの？

　ローゼンクロイツは呆あきれている……様子はなかった。

　なんか片手で自分の顎ひげをいじくりながら、

「ふむ。地獄で眠っても永えい劫ごうに縛りつけられる心配はいらない、と」

「ジジイ真面目な顔で観察するのやめていただけます？」

「ふむふむ夢の中で眠ったら今何層目の夢か分かんなくなっちゃって永遠に起きられなくなる的なルールはなくて大変結構」

「待って怖いよ？　お姉さんのフトモモにまでトラップの可能性あんのか地獄って!?」

　間にちょっとちょっとの休憩を挟みつつも、上かみ条じよう達たちはしばらく地獄を歩いた。

　色んな地獄があったけど、何となく炎ゾーンが多かった気がする。

　キングスフォードの先導で、いくつかの階層は降りたはずだ。

「うわあー……」

　ここが地獄の何階層かは正直数えていないが、今いる場所は頭上から大量の火の粉が吹雪みたいに降り注いでくる地獄だった。闇の中ではとにかく火の粉は自己主張が強く、砂の上に落ちても一向に消える様子もなく燃え続けている。あれ絶対肌に浴びてもイイ事にはならない。ここから始まる突然の恋とかは期待できそうになかった。雰囲気的には白はく燐りんとかナパームとかそっち系。

　風向きが変わって炎の雪がぶわっとこっちに向いた。

　上かみ条じようは立ち尽くしていた。

　いやどうすんのこれ？

　隙間がないっていうか、リアル弾幕系シューティングゲームじゃんこんなのもう!!




「バババっ!!　あばあばば燃える燃え焼けばばばぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ焦げぎゃあ老骨のひげえ燃えるうひっひひいババババババばば!!!???」




　こういう大雑把な面制圧攻撃なら実は意外なトコに抜け穴的な安全地帯が用意されているんじゃないかなー的な希望は、普通にその辺転げ回ってもずっと燃え続けている人が見事に打ち砕いてくれた。ダメだ分布は均等だ、ＳＴＧと違ってどこにも隙間なんかありゃしねえ。そしてどうもこの火の粉、一粒でも肌の上に落ちたらそこでおしまいとかじゃなくてぶすぶすと延々燃え続けるっぽい。水が効かない炎って事はつまり人の体の六〇％だか七〇％だかは水分理論も全く通じないって訳だ。人間って生きたまま燃やされるとほんとに踊りまくるんだー……。上かみ条じよう当とう麻まは嫌すぎる答えを知ってしまった。

　あー。

　そうだよ忘れてた。

　上かみ条じようの目尻に涙が浮かんだ。死人は地獄に落ちてから思いっきり罰を受ける訳だし、元から死んでる人は地獄で燃えても刺されても死ねないじゃん！　たとえ総ダメージが致命傷の向こう側までぶっ飛んでも、すっかりオーバーキル状態に陥っても、死んだその瞬間に人生シャットダウンさせてくれない分だけある意味において現世よりもずっとヤバいじゃんヨオ!?

「ふうっ」

　しっとり甘い吐息があった。

　メガネ女教師っぽい人だった。

　アンナ＝キングスフォードは腰回りを覆っていたパレオ部分の結び目をあっさり解くと、それを頭上で大きくばさりと広げた。自分自身ではなく、隣を歩いていた上かみ条じようを傘に入れてくれる。不意打ちのにわか雨からツンツン頭だけでも守ろうとするように。

　キングスフォード的には、魔女っぽい大きな帽子があれば問題ないスタンスらしい。

「是これデもう大丈夫です。この達人ガ保証し〼ますよ。あなたヲ無事ニ現世ヘ戻す迄までハ、絶対ニその魂ヲ失わせたりハし〼×ません～からね」

　ふわりと甘い香りがした。

　ひょっとしたら、おっとりお姉さんの汗の匂いなのかもしれない。

　距離が近く、意識したくないのにオトナの女性のぬくもりが触れ合う肩から伝わってくる。今まで覆い隠していた太ふと股ももの白さも強烈過ぎて、そっち見ないようにするだけで首が痛くなってきた。

「？」

　気づいていない人は首くびを傾かしげている。

　超至近で。

　……ちょっと待ってよ。上かみ条じようは焦あせりつつあった。まさかと思うが、このせくすぃーお姉さん。割と地獄を旅する上で最大の障壁となりつつあるのでは？　下着でその辺うろつくボロニイサキュバスや星形変則ビキニで以下略なアラディアとはまた違った思春期の揺さぶり方をしてくる。アンナ＝キングスフォード、格好は近未来の競泳水着みたいなデザインなんだから、普通に立っているだけなら肌面積はそこまで極端ではない。

　が。

　何かしら、この天然無防備感？　こう、炎の雪をやり過ごして先に進むためには必要な事なんでしょうが水着の腰まわりパレオ傘とか普段大人しいメガネお姉さんのロングスカートの中にちょいと頭からお邪魔させていただいているような錯覚しますけど今メーター上がりつつあるこの煩ぼん悩のうに反応してイロイロ可視化すんなよ地獄ウッッッ!!!!!!




「あふっ、燃え、あふふっ。感覚なくなってこの老骨だんだんたのしくなってきたあー……」




　直径数センチくらいの焼け跡で全身の表面積の半分くらいをぼつぼつ黒く穴だらけにされたローゼンクロイツを見て、上かみ条じようはちょっとＳＡＮ値が回復した。スンと。

　今キングスフォードからきゃーえっちーで傘の外へ突き飛ばされたら、上かみ条じようもまた炎の雪を全身に浴びてああなる。痛覚の向こう側に旅立って地べたでびくんびくんしちゃう。

（そういえば）

　上かみ条じようは『傘の下』から火の粉に右手の指先を伸ばそうとして、

「っ」

　引っ込めた。

　いや大丈夫かこれ？

　幻想殺しイマジンブレイカーのあるなしを確かめるにしたって、もう少し穏便なのはないだろうか？

　しくじったら指の骨まで見えそうだけど。

　ていうかキングスフォード、同格以上の達人であるローゼンクロイツについては秒でその辺に放置しておくスタンスなのか。

　メガネお姉さんの優しさはアマチュア限定らしい。

　すっかり黒ずんだ第一線のプロに対しては全く気にしない派の人は言った。

「はあ。此こ処こハ地獄ノ中では×まだ×まだ中辛ト辛口ノ間くらいノ圏谷エリアト言い〼ますか、ぶっちゃけウェストコット、メイザース等などノ弟子達ガしくじった時ハこんなレベルではあり〼×ませんでしたけれど」

「……、」

　一九世紀末の教育環境とは？

　考えても想像がつかなかった。バケツ持って廊下に立ってなさいすら絶滅した時代に生きる上かみ条じようにはあまりにも遠すぎるビジュアルだ。てかメイザースってロンドンで見た『あの』メイザースだろう。あんな究極天才肌、お師匠様からボッコボコにへこまされて泣く事なんかあるのか？　この地球上で一体ナニされたらそんな風になるのだ。

（足元で軽く焦げてる）ローゼンクロイツはゆった。

「はあ、ひい。ち、ちなみにもう少し後の二〇世紀初めになると、みんな注目クロウリーは弟子達にこう言っておったかの。『ミスをした？　カミソリで己の腕に決して消えぬ傷を一本走らせよ、その苦痛で自らの心は自らが操ると分かるだろう』と」

「あいつ何で学がく園えん都と市しのてっぺんで偉そうにしてたの？」

　そんなにスパルタンだったのかアレイスター。まあ、過去の話混ぜ返したら地面をのた打ち回って悶もん絶ぜつしそうな人ではあるけれど。

　でもそれよりさらに前の時代か。

　アンナ＝キングスフォード。見た目はにこにこしている優しいメガネのお姉さんだけど、でもなんか根っこのトコにはちょっと注意しておいた方が良いいのかも……？

　全身ぶすぶすいってるローゼンクロイツも、よろよろ起き上がった頃には火傷やけどの痕跡は全て消えていた。

　腐っても達人。

　何だかんだであれがギャグになっているのがすでに普通ではないのだ。

「しかしまあ、アレじゃの」

「あれ？」

「アレじゃ。アンナ＝キングスフォード。もうちょい優しくあれば、この老骨にとって理想のアレに見えてこん事もないのじゃがのう」

「……一応、俺には優しい人ではあると思うけど」

「ほほう。つまり若造の目には彼女が理想のアレそのものに映っておる訳かえ？　そいつは羨ましい限りだの」

　理想の、なん、ですって？

　そのもの。

　迷える人上かみ条じよう当とう麻まの背中に嫌な汗が伝う。

　まずい。

　自覚するべきではなかった。だが一度頭に浮かんでしまえば離れない。

　こいつは最悪のイメージだ。

　そう。

　アンナ＝キングスフォード。




　……なんていうか、理想の管理人のお姉さんっぽいのだ。




　ダメだと思っても自分で作ったイメージから脱出できない。

　理想。

　キホン天然おっとりだけどお洒落しやれはばっちりせくすぃー年上枠で仕事も家事もできちゃうこっちのやる事全肯定型の包容力たっぷりだけどでも甘えん坊なあらあらうふふ学生寮の管理人のお姉さんという、あまりにも強大な理想をどうしてもどうやっても振り払えない。負けるな、心頭さんを滅却するんだ自分っ。この地獄を這はい上あがって現世で待つアリス＝アナザーバイブルの涙を拭くんだろう。ええい上かみ条じよう当とう麻まが本気を出したらこんなものっ。ほら思い出して！　君を待つたくさんの泣き顔を。帰るんだ。普通の方法でできるかどうかなんて考えなくて良い。こっちには規格外の化け物が二人もいるんだから。キングスフォードの手を借りて、ローゼンクロイツの力すら利用して、絶対できない地獄からの『脱獄』を目指すって決めたじゃない！　管理人のお姉さんとかじゃないでしょ!!　……でも前はしっかり守るけど背中側は大きく開けた競泳水着って肌面積のギャップっていうか属性的にはなんか裸エプロンっぽくない？　いいやッ!!　水着のお姉さんに惑わされるな。頭を切り替えるんだ。だってここからだよ。何かあるって絶対このままじゃ終わらないよ。地獄って呼んでるくらいだもんどう考えたってヤバいトラブルが待ってんだろ。気を引き締めて！　閉じろ！　想像を断ち切れ!!　でもまあ管理人のお姉さんなら真夏のビーチじゃなくて市民プールだし、ド派手なビキニじゃなくて競泳水着だよな、うん。ッッッ!!　ていうか管理人のお姉さんならわざわざ地獄なんぞで追い求めなくて地球のどこかにはいるよ!!　んおううあうッッッ!!!!!!　おはようございます上かみ条じようさん、うふふほらほら寝癖がついているわよ。あらあらこんな時間まで寝ているだなんて、ダ・メ・な・オ・ト・コ・ノ・コ。ああ上かみ条じようさん、今ちょっとお暇ですか？　お姉さん、テレビとレコーダーの配線が難しくって。あ、これですか？　お裾分けです、お姉さん肉じゃがちょっと作り過ぎちゃいまして☆

　景色が揺らいだ。

　上かみ条じよう当とう麻まの顔が真っ青になった。少年は変化に気づいたのだ。

　あかん。

　いけない。

　こればっかりは本当の本当にいけない！　おっぱいとかお尻とかそういう表面的な話じゃあねえ。上かみ条じよう当とう麻まを形作る中心も中心、核たる部分のお話であった。認める。こんな人間の柔らかい所を年上お姉さんから冷たい目で否定されたら泣いちゃうに決まっていた。不寛容と無理解に対する恐怖が少年の魂へと襲いかかってくる。ダメだっ今は何言っても負ける気がする。こんなのバレたら内面のヘキをダイレクトに抉えぐられてしまうッッッ!!!!!!

「やっやめろ地獄!!　こんなタイミングでうにょうにょ反応するんじゃねえッ。あっああ、ダメだ。やっぱり地獄って慈悲とかねえのかっ。俺の管理人のお姉さんドリームがこんな形で噴出するだなんて、ちくしょうこの胸の中心から花開く、咲き誇ってしまっ、いやアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああンンン!!!???」

　ぱァああーっ、と白く輝く地獄。

　死んだ。

　上かみ条じようが右手でバタバタ空気を薙ないでもこの地獄は消えてくれない。どうやっても。見ていられずに両手で顔を覆う思春期。もういっそ誰か黙って拙者を介かい錯しやくしてくれまいか。一言も言うなし。

　しかし、いつまで経たってもキングスフォードやローゼンクロイツからコメントがやってこない。

　掌てのひらの暗闇の中で思う。

　……引いてんのか？

　……煩ぼん悩のう丸出し、あまりの事態に言葉もないのだろうか？

　しばしそう思っていた上かみ条じようだったが、どうも空気がおかしい。ピリついているというか、かなりシリアスだった。どうも己のヘキが糾弾される雰囲気ではないっぽい。ビクビクしながらも上かみ条じようが恐る恐る自分の顔を覆う両手を動かし、隙間から覗のぞき見みるようにして外の世界を再び眺めると、だ。




「何だ、これ？」




　全然違った。

　どこかの街があった。

　とはいってもコンクリートの高層ビルやアスファルトの道路が敷き詰められた、現代の街並みではない。古く、もっと古く、まるでＲＰＧの王様が住んでいそうな尖とがった屋根と石畳の道路でできた風景だった。

　ファンタジー。

　ではない。

「なるほど、出てきたのは彼ノ方でしたか……。地獄とは個々人ノ罪ヲ暴いて相応ふさわしい罰ヲもって責め立てる場所。いかニ達人トいえ×ど、×いえだからこそ、欲ト穢けがれニまみれた魂ハ強く浮き彫りニされる」

　アンナ＝キングスフォードがこちらに背中を向けたまま言った。目の前いっぱいに広がる景色から上かみ条じよう達たちを守るように。

　達。

　そう、今度は上かみ条じよう一人だけではない。彼女はもう一人も含めて庇かばおうとしている。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツ。

「……、」

　俯うつむいていた。

　目めを逸そらしていた。

　いつでも悪態と嘲弄を交えていたＣＲＣが何も言わない。

（脅おびえている、のか？　こんな怪物が……）

「一六〇二年、神しん聖せいローマ帝国、テュービンゲン大学。今ノドイツですね。あなたハ×まだ神学ヲ学び、×しかしその傍かたわらデ女王ノ魔術師ジヨン＝デイーノ著作ヲ読みふける一五歳ノ少年デしかあり〼×ませんでした」

　こんな怪物に一五歳の頃とかあったのか。

　学生じゃん。

　一五歳。てか同い年じゃないのか、それ？

　当たり前と言えば当たり前なのだが、そんな当たり前にさえ上かみ条じようは驚いてしまった。何となく、もう生まれた時から魔術を極めた達人で老骨老骨叫んで世界を気ままにぶっ壊しているビジョンしか想像できないからだ。

　でも違う。

「此こ処こガ始点です、ＣＲＣ。あなたノ罪ト、世界ノ歪ゆがみノ中心地。……アンナ＝シュプレンゲルガ魔術ノ道ヲ志したのも、のちニ巨大ナ魔ま術じゆつ結けつ社しや『黄金』ガ誕生したのも、ウェストコット、メイザースといった己ノ弟子達ガ欲ニ振り回されて道ヲ踏み外したのも、その世界最大結社ノ中デアレイスター＝クロウリーという魔王ガ覚め醒ざめて全てヲ破壊したのも、そんなクロウリーニ感化された名モ知れ×ぬ誰かガアリス＝アナザーバイブルヲ完成させる事ニなったのも」

　アレイスター。

　それにアリス。

　見知った顔と名前が出てきて、上かみ条じよう当とう麻まは前のめりになった。

　そう、ゲームライクでも異世界ファンタジーでもない。どれだけスケールが大きくても、荒唐無稽で現実感がなくたって、これはやっぱり現実と地続きの話なのだ。

　上かみ条じよう当とう麻まが絶対に知っておかなければならないストーリー。

「一六〇二年？　こいつが一五歳の時って、でも一体そこで何が……」

「始まりト言ってい〼ますよ」

　固い声だった。

　アンナ＝キングスフォードは振り返らずに背中で答えたのだ。




「全てノ始まり。『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』という世界デ最も謎めいた魔ま術じゆつ結けつ社しやガ誕生した、その瞬間です」
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　カラカラという軽い音が連続した。

　古い歯車がいくつも嚙かみ合あう音色。しかし精密時計ほどの正確さは求められていない。時に早く時に遅く。そういった手回しハンドルの些さ細さいな誤差が『味』として認められていた頃の、見る側の寛容に支えられた古き機械。

　映写機だった。

　四角く区切られた平べったい世界では、粗い白黒の何かが躍っていた。それは波のようにうねる熱砂の上を行く少年であり、欧州各地で弟子を集める青年であり、静かに机でものを書く禿とく頭とうに長いあごひげの老人だった。

「クリスチャン＝ローゼンクロイツ」

　眺めて、キングスフォードは小さく呟つぶやいた。

「何×ふ自由ノ×ない生活ヲ自ら捨てて東ヘ旅立ち、砂漠ノ奥ニ隠れ住む至高ノ博士達～から叡えい智ちヲ授かって、其それヲ何としても持ち帰る事デ自分ノ生まれた欧州ニ分け隔て×なく配ろうトした者。×しかし当時ノ愚かなるヨーロッパ知識層、詰つまりルネサンス前ノ暗黒時代ヲ支配した無知なる教会勢力～から拒絶され黙殺された結果、同じ志ヲ持つ数人ノ弟子ト共ニ学舎たる『聖霊ノ家』ヲ創設し、既得権益ト戦いながら小さな人間ノ病ト大きな世界ノ歪ゆがみヲ正して人類全体ヲより善い方向へと導こうトした、真ニ善なる達人」

「……、」

　それは絵本のように象徴的で、無駄がなく、しかし今上かみ条じようの隣に無言で佇たたずむ赤衣の青年とはあまりにも違う。

　上かみ条じようからすれば、白馬に乗った八頭身の王子様でも眺めているような気分だった。

　平たく言えば理想が過ぎて薄っぺらなのだ。

　生きている人間という感じがしない。

「×しかしこんなものハまやかしです」

　アンナ＝キングスフォードもまた断言した。

　途端に、映写機が映し出す薄っぺらなストーリーがガラスのように砕け散った。たったの一言で真っ白なスクリーン代わりの分厚い石壁は砕けて崩れ、その奥に一本の通路が口を開く。

　見据えて、達人が続ける。

「……『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』という謎多き結社ノ存在ガ初めて世ニ知れ渡るきっかけトなった小冊子ニ○あったのは、ＣＲＣという簡素にしてミステリアスナ表記のみ。クリスチャン＝ローゼンクロイツなるフルネームガ初めて登場したのは其それよりずっと後なのです。そのような分かりやすい個人ハ×まだ存在せ×ず、故ニ、『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』ヲ本当ノ意味デ創ったのはこの小冊子ヲ書いた人物だと言い換えた方ガ正確ですわ」

　上かみ条じよう当とう麻まはアリスがＣＲＣに報復した現場に直接いた訳ではないが、『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』という謎めいた魔ま術じゆつ結けつ社しやは実は存在しなかった、という話だけはふんわり聞いている。ていうか、気がつけばオティヌスとかアンナ＝シュプレンゲルとか頭の良さそうな連中がしれっとそういう前提で話を進めてしまうので、上かみ条じよう的てきには割とついていくのが大変だったのだが。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツという人物も捏ねつ造ぞうされたものだった、とも。

　そして上かみ条じようはそんな力を決して馬鹿にはしない。

　自分がこれと選んだ神や悪魔を着こなして十分な効果を発揮し、『救済対象』と定めた人々に手を差し伸べられるのであれば、己の魔法名を捨てても、自分自身は魔術を極めた『魔神』とはならなくても、一向に構わない。それがアラディアやボロニイサキュバスといった『超ちよう絶ぜつ者しや』の根幹だ。そして絶大な力を独占しながらも常にキングスフォードへの負い目を持ち続けたアンナ＝シュプレンゲルが、全てを振り切ってアリス＝アナザーバイブルの歪ゆがみに立ち向かって世界の破滅を防ぎ切った、その原動力にもなったのだから。

『……ヨハン……』

　通路の奥からそんな声があった。

　上かみ条じようと同年代の少年の声だった。多分日本語ではないだろうに、何な故ぜか英語もろくにできないツンツン頭の耳にもしっかりと意味が聞き取れた。

『ヨハン』

　それは名前だった。

　この男が。

　銀の髪に赤衣の青年は先ほどから何も言わない。先ほどまでの減らず口が、噓うそのように。まるで裁判所の被告人席のようだった。罪を糾弾される者は皆こうなるのだろうか。

　一歩。

　スクリーンの向こうにある通路へ足を踏み入れながら、キングスフォードは淡々と言った。

「ローゼンクロイツノ伝説ハ西暦一三七八年ニ始まった、トされてハおり〼ます×が、実際にはもっと遅い。本当ノ始まりハ一六〇二年。場所ハ今で言うドイツニ○ある、テュービンゲン大学。……ルネサンスによって解放された自然科学ヲ自由ニ学ぶ場デ○あり、同時ニ聖書ノ読み解きヲ詳細ニ学ぶ神学モ違和感×なく共存する巨大ナ学術機関ノ、その片隅、小さな一室。始まりハこの世界ニたった一滴ノ滴ヲ落とす、其それだけノ話だったノです」

　なので、本物か偽にせ物ものかなど今さら大した事実ではない。それよりもっと深く突っ込んで追うべき情報は他にある。

　捏ねつ造ぞう情じよう報ほうの計画的な配布。

　ＣＲＣ。クリスチャン＝ローゼンクロイツという架空の像をさも真実のように仕立て上げる事で一体何を得たかったのか。

　そこにはどんな意図と目的があったのだろう。

　その時、『彼』はまだ一五歳だったという話はフライング気味に耳にしている。一七世紀？　のドイツの教育環境とやらは上かみ条じようからすれば全くの未知だけど、しかし、誰でも簡単に在籍できるようなものでもなかったのは何となく予想できる。

　人の身でありながら神とは何かを詳細に学ぶ、テュービンゲン大学。

　その深しん奥おう。

　上かみ条じよう当とう麻まは何となく、一見平和な子供達の街でありながら水面下では巨大な歯車がいくつも嚙かみ合あっていた学がく園えん都と市しを思い浮かべる。でも、イメージはもっと露骨だ。何かを隠してこそこそ計画を実行に移していくのではなく、そうした偽装に労力を割かず、ただ大仰な目的のために持っている力の全てを注ぐ。そういう印象。

　これだけの騒ぎを起こした『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』だ。

　世界最大の魔ま術じゆつ結けつ社しや『黄金』の土台ともなった、全ての基礎理論を完成させたもの。

　何もないはずはない。

　絶対に何かはある。

　そう思って上かみ条じよう当とう麻まは身構えていた。すでに存在しているかも怪しい心臓を意識してしまうほどに。

　そして通路の奥に辿たどり着ついた。

　小さなドアがあった。

　石造りの壁に分厚い樫かしの扉ではあったが、大聖堂や魔王城の謁見の間みたいな荘そう厳ごんな雰囲気とはかなりかけ離れている。もっと小さく、地に足がついていて、高校生の上かみ条じようでも容易に連想できる何かだった。

　使っているパーツの一つ一つは違うものの、風景全体を見た上かみ条じようがとっさに考えた単語はこうだ。

（……、部室？）

　いやまさか。

　キングスフォードはノックもなく樫かしの扉を開け放った。

　ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエ。

　いよいよその実像が明かされる。

　小さな部屋から声が溢あふれた。




『ヨハーン、また悪いた戯ずらかよ？　ベーコンとシェイクスピアは同一人物だーなんて噓うその号外を勝手にばら撒まいて大学から大目玉喰くらったばかりだろ。……そんな冊子を書き殴って、今度は一体何を企たくらんでやがる』

『聞いておくれよクリストフ。こいつはすごいぞ！　この一冊が完成すれば教壇で踏ん反り返っている大学の先生方をまとめて一泡噴かせてやれる。名付けて「薔ロー薇ゼン十クロ字イツ」大作戦だッ!!』
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　悪いた戯ずら。

　大学の先生方を。

　大作戦。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ええーっと？」

　声を耳にしても、なお上かみ条じようには信じられなかった。

　何このノリ？

　小さな子供達がその辺の原っぱに落とし穴でも掘っているような、楽しげな声色は。

「ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエ」

　アンナ＝キングスフォードもまたため息をついていた。

　呆あきれたように。

「『彼』ガ、全てノ始まりですわ。そして必ずしも、世界ヲ変えるきっかけニ大仰ナ戦略ヤ計画ガ横たわっているとは限ら×ない」

　彼らは上かみ条じよう達たちが傍観している事には気づいていない。

　ていうか狭い部屋に押し込められた不満を述べている。







『大体、暗黒時代はとっくに終わったんだ。暗黒時代！　自分の頭で発明する努力を怠る連中が提唱する我らゲルマンを欧州全体の文化の敵とする考え方がやっと終わった。ルネサンスという言葉もすっかり馴な染じんだ新世紀だぞ！　今はもう奇跡の滴が一粒垂れるのを待つ事なく自分の手で薬を調合し、誰でも自由に活版で新聞を配れる時代なんだよ!?　絵画は遠近法で奥行きを持ちハダカの彫刻が立ち並ぶ！　人も街もルネサンスの恩恵をビシバシ受け取っているくせに神は一つで捉え方は絶対だなんて考えを押しつけるのが間違っているんだ』

『よはん』

『別に神は一つで良いいよ。巷ちまたで大人気なギリシャのゼウスやローマのヴィーナスの正体は何なんだーとか洗礼を受けずに死んでしまった偉大なるカエサルやアリストテレスの扱いは天国地獄どうすんだーとか、そういうややこしい話もまるで興味がない。そういう整理整頓はこの若輩の専門ではないからな。でも一つの神をどういう角度から眺めるかは神学者一人一人の頭できちんと考えて自分で立ち位置を決めるべきってコト。ここはテュービンゲン大学！　わざわざ高い学費を払って、そういうのを特に専門的に学ぶ場なのだから!!　それが何だ!?　先生方っていうのはどいつもこいつもこの若輩達より長生きしているからって偉そうに。あれは免罪符だの何だのを取っかかりにして昔ながらの教会を糾弾できた段階で世界の改革は全部終わったと考えている顔だな。ああいう学歴だけの馬鹿どもが暇を持て余している内に無実の魔女を糾弾する本とか書いて世間を引ひっ搔かき回まわすんだ、我が国最大の珍説奇書を上じよう梓しなさったハインリヒ＝クラマー殿のようにな！　問題なんてまだまだ山積みだろう。可能性っていうのは自由に議論して無限に広げて、その中からこれとこれの良いい所は拾って繫つないでより良いい理論を組み立てていくのが理想だろう？　せっかくの大学なんだからみんなでだ。なのに考えるだけで罪深いなんて頭ごなしに言われちゃあ議論のしようがないだろう！　それなら大学に通う必要なんかない、田舎の小さな教会でじいさんからありがたいお説教でも聞いてりゃ済む話だろうが!!』

『よはーん長々しいぜ。そしてそんなんだからお前はこう言われんだよ、危険人物。魔女として焼かれるぞ』

『でも真実だ。だからつつかれるとオトナ達はみんな嫌がって、このお利口さんな口を躍起になって塞ごうとする。だろう？』

『俺を染めにかかるな。ご自慢の祖父が泣いてるぞ』

『先生方みたいな事を言うのはやめておくれクリストフ。うちのじいさまは確かに神学の分野ではとびきりの有名人だが、皆その功績しか知らないんだ。言っておくけど実家じゃこの若輩なんかよりもよっぽど行動的で遊び心に溢あふれているぞあの人は。そもそも一八人も子供を作っておいて厳格で真面目な「だけ」なはずないだろ？』

『ノーコメントだ、まったく身内の口とは恐ろしい。それがローゼン何だっけ？　その薄っぺらな冊子とどう繫つながる。俺はいざ大学中で騒ぎが起きてから右往左往はしたくねえ、誰にも言わねえから先に悪いた戯ずらの仕掛けを教えてくれよ』

『良いいだろう!!』

　やたらと元気良くズババッと両手を振り回すヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエは演劇みたいな大声で言った。

[image: ]

『ろーぜんっ、くろいつ!!　薔ば薇らに十字架だ。ふふー、いかにも謎めいていてみんなの関心を引きそうな組み合わせだろう!?』

『……そうか？　何にせよ仕掛けがあんだろ。教えろよ』

『ふふん。博識にして窓まど際ぎわの赤貧たる我が盟友クリストフ＝ベゾルトよ。ところで君はこの若輩、アンドレーエ家の家紋をご存知かね？』

『危険人物め、そういう事かよ』

『そう、四つの赤い薔ば薇らと斜めにクロスする白い十字架だ。つまりみーんなこの若輩を拝むんだ！』

　上かみ条じようが今現在の視点で見ているから、だけではないようだ。

　テュービンゲン大学側にいる当時の友人もしっかり呆あきれている。

　遠い幻の中でヨハンは冊子の草案を指ゆびで摘つまんでひらひら振りながら、

『ローゼンクロイツ。こいつを伝説の魔ま術じゆつ結けつ社しやに仕立て上げよう、この若輩と君で。無駄に博識な君の頭も貸してほしい！　「化学の結婚」。やっぱり今の時代はこれだな、猫も杓しやく子しもとにかくフラスコだのビーカーだのと言っておけば大衆は興味を持つもんだ！　ちょいと昔にルネサンスは世界を一変させたからな!!』

『伝説っていうからには長い時間をかける必要があるぜ？』

『もちろん分かっているとも。今から二〇〇年くらい前にできた、くらいでどうだろう？　謎の組織が水面下からすっかり硬直した教会勢力の常識を打ち破ってナゾの暗黒時代とやらを終わらせ、ルネサンスの栄光を今の世に広めはしたが、それだけではまだまだ決して満足しない真の賢者達の集まり。世界を変える結社だ。噓うそとは完全にケッペキな神話ではなく、ちょっとした日々の変化に寄せて生活臭を添加しておくのがリアリティの基本だよ。ルネサンスにはもう飽きた。人々は次の変化を求めている!!　ほらほらいかにも大衆が勘違いしてくれそうな話ではないか！』

　ルネサンスに飽きた。

　日々の変化。

　定額制の高速インターネットが世界を席せつ巻けんした時、ネット通販やスマホが生活の仕組みを一変させた時。そんな、ワンアイデアあれば今なら何でも起こせるかもしれない、という空気をも利用したのか。

　不満のない時代は、だけど満足しているとは限らない。

　そんな人々の鬱屈さえも。

『この何でも食べる雑食魚を、世間という水面に投げ入れる』

　にたりと笑ってヨハンは言った。

　薄っぺらな冊子を手にして、

『期間は決めない。けど、まあ最長で二年くらいかなあ？　この一冊だけじゃ流石さすがに唐突だから、前フリとして二つか三つ断片的な資料の流出を装よそおって、足場を固めて……。もちろん途中でバレそうになったら、全てが瓦が解かいする前にすぐさま次のアクションへ移るけど』

『誰も頼んでねえのに自分で勝手に捏ねつ造ぞうした秘密を二年も守り続けるつもりかよ……。俺は今、暇人の恐るべき集中力を目撃した気がするぜ』

『思想はあっという間に広まるぞ。一定以上の知識層かつ話題を広めやすい業界だと、劇作家や作曲家辺りのサロンが攻めやすいかね？　ギリシャローマはもちろんとしてゲルマンのワルキューレやらエジプトのイシスにネフテュスやらまで、あの辺りの人間はいつでも神秘ネタを貪欲に求めているものなあ。世界にまたがる誰も知らない謎の結社なんて絶対飛びつく。とりあえず王とか王妃とか女王とか姫とか書いておけばサーモンやカタクチイワシみたいに釣れるだろう。入れ食いだ』

『すごいなヨハン、一体どれだけ多くの敵を作るつもりだよ。口は災いの元の記録にでも挑戦してんのか』

『人の都合で真実に蓋をするだなんて恐れ多い事はこの世の誰にもできないのだ。今はまだ手作り感溢あふれる薄っぺらな冊子だけど、大量にばら撒まいて多くの人が口々にその存在を囁ささやけば、どんなに荒唐無稽なストーリーでも次第にリアリティが分厚く補強されていく。この若輩達の手で複数のソースってヤツを丸ごと捏ねつ造ぞうしてやろう。そうすれば、いつかは大学の先生方だって無視できなくなるほど大きく膨らんでいく。今に、大真面目な顔した先生達も追い風に乗っかろうとするだろう』

『……まあ、老いた大人達ほどみんな、新しいルネサンスの波に乗り遅れた十じゆう字じ教きようの暗黒石頭達がどこまで転落していったかは歴史をようく学んでやがるだろうからなあ』

『こんなに大衆まで広まる前から私は詳しく知っていたとか、実は我わが輩はい秘密の会員の一人なのだとかゼッタイ言い出す。……くっくっ。何しろ薔ば薇らと十字架だ。あのプライド高いオトナ達が、「未熟者ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエの家紋を恭うやうやしく掲げるヒミツの組織」との関連を、揃そろいも揃そろって胸を張って告白してくれるんだぞ？　この若輩に忠義を誓った一員だと!!』

『ぶふっ!?　……い、いや失礼、俺はヨハンとは違って善良な常識人だからな？　近い未来に起きる困った騒動について非常に憂慮してるぜ、別に笑ってなんかねえ』

『無理するなよあっはっはっはっは!!　人間のくせして全知全能を気取るナルシスト先生方め、せいぜいビシッとした決め顔で大真面目に頭こうべを垂たれていただくとしよう！　この若輩に!!　さーてネタバレの時が今から楽しみだぞう盛り上がってきたぞう!!!!!!』







　ひどい話だった。

　上かみ条じよう当とう麻まの口の端が若干以上に引きつっていた。

　良いいのか、これ？

　良いいか悪いかで言ったらダメだろう。

　ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエ。ひょっとしたら謎に包まれたその本性は、アレイスター＝クロウリー以上かもしれない。

「おまえー……？」

　上かみ条じようが思わず呟つぶやいていたが、隣に立つローゼンクロイツ（？）は顔を背けていた。さっきからこっちと目を合わせてくれない。

　剝むき出だしの真実。

　傷ついているのかもしれない。

　上かみ条じよう当とう麻まは一度深呼吸してから、真面目な顔になった。




「バカじゃねえの誰も頼んでいないのに自分が主役のオリジナル神話勝手に作ってほくそ笑むとか思春期黒歴史ノートにもほどってもんがあるわお前何で自分が窓まど際ぎわに追いやられたのか客観的に眺める事もできねえのかよ？」

「塩!?　傷口にゴマ粒よりも大きなジャリジャリした海の粗塩じゃと!!!???」




　上かみ条じよう当とう麻まははっきり言った。

　ここぞとばかりであった。

　いやあやっぱり正直に生きてみるものだ。因果応報リベンジタイムが転がり込んできた。

「ふっふっふ心当たりがないなんて言わせないぞローゼンクロイツ。何しろこっちはキングスフォードの巨大なおっぱいやお尻が出てきた時にはお前から散々いじられまくったんだ。あの時はキングスフォードがデキるお姉さんだったから穏便に事なきを得たものの、一歩間違っていれば達人の達人腕力でぶっ飛ばされて上かみ条じよう当とう麻まの首なんかそのままぐるりと一周回っていたかもしれなかったんだぞ？　ふふはははおっぱいもお尻も巨大なキングスフォードの手でなあ!!」

「うるせえ黙れよ喰くらえ競泳水着お姉さんの腋わきの下したああああ!!!!!!」

　呪文であった。

　ＣＲＣの叫びに思春期が引っ張られる。

　地獄が反応した。

　大地を割ってなんか飛び出した。首も両腕も腰から下もない。必要な部品しかないとなんかシリコン製のいかがわしいお人形みたいにも見えてくるが、とにかくデカい。サイズで言ったらちょっとした高圧電線の鉄塔くらいある。しっかり競泳水着の部分まで地獄は読み込んでやがった。こだわりなの？

　そびえ立つ巨大な何かを見上げて上かみ条じよう当とう麻まがシリアスに叫ぶ。

「あああああ人を選ぶっ。おっぱいやお尻と違って、こいつを単純にせくすぃーと呼ぶかどうかは難しいところですよ。でも、まあ……年上のお姉さんなら、あるいは……？　吞のみ込こみました三六〇度どこから見ても完璧バリア姉さんのやっと見つけた小さな隙というか可か愛わいげという意味では美人のお姉さんのしっとり腋わきの下したもありっちゃありかあーっっっ!!!!!!」

「……、」

　ちょっと離れた場所では、何な故ぜかアンナ＝キングスフォードが一歩離れた場所でほっぺたに片手を当ててにこにこしたままカンペキ黙っていたが、今問題なのはそっちじゃない。

　作り物の冊子。

　ともあれ、これが最初の動機か。

　大々的に噓うその作り話をばら撒まいてから、ある程度の数の著名人が話に乗っかってきた後に、実はあれ全部ウソでしたーっ☆　と白状して下から思いっきりハシゴを外す。そして屋根に取り残された素晴らしい著名人の皆様を見て指差して爆笑する。

　それだけ。

　元から窓まど際ぎわの小さな部屋でくすぶっていたヨハン達には大したダメージではないが、雲の上にいるお偉い学者サマ達までそうとは限らない。

　そんな、悪いた戯ずら心ごころの極み。

　しかし。

「？」

　啞あ然ぜんとする上かみ条じようだったが、そこでふと気づいた。

　何かおかしい。

　それは現在の時系列にいて、あらかじめ全ての答えを知っている反則技ではあるのだが。

　上かみ条じよう当とう麻まは違和感をそのまま口に出した。

「でもちょっと待てよ……。『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』は全部噓うそで、仕掛け人のヨハンはどこかのタイミングでそいつを白状する事で大掛かりな悪いた戯ずらはきちんと閉じたんだろ？　ならどうして、のちの世まで『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』やローゼンクロイツの存在が信じられてきたんだ。『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』の重鎮を名乗っていたアンナ＝シュプレンゲルもそうだし、世界最大の魔ま術じゆつ結けつ社しや『黄金』だって基礎の土台の部分には『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』があるって話だったじゃないか」

「閉じてハい×ないノです」

　キングスフォードの答えは簡潔だった。

　達人は基本的に間違えない。

「ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエノ計画ハ閉じ×ずニ放置されたノですわ」

　確かに、それなら説明できる。

　ただしもっと前の段階の、大前提がおかしくなってくるが。

「ヨハンは最初から、全部噓うそだって知っていたんだろ？」

「◎はい」

「そしてこの悪いた戯ずらは、全部噓うそでしたって言わない事には意味が通じない」

「◎はい」

　……なら何で悪いた戯ずらが閉じずにいつまでも放置される？　下手したら何百年も。

　それこそ仕掛け人のヨハンにとっては、そんな半はん端ぱな状態で放り出したら何の意味もなくなってしまうはずだ。飽きてやめた？　それなりに自分の生活を我慢して、たっぷり二年間もチャージしておいて、結局トリガーも引かずに全部丸投げなんてありえるか？

　いや。

　まさか……？

「ヨハンニとってノ最大ノ誤算ハ、彼自身ガ非常ニ凝り性ナところニあり〼ました。彼ハ悪いた戯ずら好ずきノ一五歳ノ少年ではあり〼ました×が、同時ニ、テュービンゲン大学ニ在籍し、公式以外にも独学迄まで含めれば神学、錬金、占星等など多岐ニわたる知識ガ豊富ニ○あった。×いいえ。時ハ一六〇〇年代、一七世紀。既すでニ暗黒時代ハ終わり、巨大ナ制度ヘノ改革すら起こり、十じゆう字じ教きようのみならずラテン語さえ修得していれば誰でも自由ニギリシャ神話ヤエジプト神話といったありトあらゆるオカルトニ触れられる時代でもあり〼ました」

「……、」

「彼ハ自分ノ悪いた戯ずらガ事前ニ露見し×ないよう、細心ノ注意ヲ払って『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』という神話ヲゼロ～から組み立てているニ過ぎ×なかった。どれだけ精緻デ○あっても、『友愛団ハいま×せん』ト作者本人ガ言えば其それデがらがらト崩れていく作り話ニ過ぎ×なかった。……×ですがヨハンニとって最大ノ誤算ハ、博識ノ凝り性ガ余あまりにも細かく作り込んだせいデ、周囲ハそうとは思わ×なかったところニあり〼ます」

　誰も彼もが『ヨハンの家の家紋を掲げる友愛団』について大真面目に語り合い、大学のお偉い先生方が私は昔から知っているとか実は我わが輩はい秘密の会員の一人なのだとか自慢し合っている……全ての答えを知っている仕掛け人だけが分かるメチャクチャな状況。

　だけど、だ。

　ただの学生と権威ある学者達では発言権が違う。世間に溢あふれ返かえるほどに大流行してしまえば、たった一人の仕掛け人が何を言っても多数決の壁を越えられなくなる。

　真実がどうだろうが。

　つまり。

　起きた事実だけを述べればこうなる。




「ネタばらしをしても、誰も信じなかった、のか……？」
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　そしてアンナ＝キングスフォードは競泳水着（？）の豊かな胸元、その真ん中を指ゆびで摘つまんで引っ張っていた。

　谷間というかトンネル部分に空気が入り込む。

　甘い汗でしっとり湿ったお姉さんは空いた手の甲で額の汗を拭っていた。

「ふうー。其それにしても暑いですわね。汗デびしょびしょ、地獄ノ最下層ハ氷ノ牢ろう獄ごくという話ですのに……」

「今それいります？　ねえちょっと、今かなりシリアスめの真実が白日の下にさらされた感じじゃない!!　何で怒ど濤とうのお姉さんパワーで直前までの印象を全部塗り潰しにかかってんの!?」

「？」

　きょとんとしていた。

　グラビアさんはちょっとメガネが白く曇りつつあった。

　そして押し寄せる天然おっとり空気。

　……自覚すらない、とでも言うつもりか？　まさか。そんな馬鹿な！　そりゃまあ思春期の脳としましては、歴史的ジジイの遠い遠い過去話よりも今そこにいる年上巨乳お姉さんのほんのり紅潮した柔肌の方が己の記憶力を刺激はしますけどもだッ!!　でも今このタイミングでせくすぃーお姉さんにがっつくのはいくら何でもだろう。それじゃあお葬式の会場でお涙頂戴のセレモニーそっちのけでしっとり喪服妻をひたすらガン見レベルの超絶タブーではないか。何だこのメガネお姉さんったら髪や肌から甘い匂いがするし、状況を無視して繊細なお味を端から全部上塗りしていく最強マヨネーズ枠かよ!!!???

　銀髪に赤衣の青年は俯うつむいていた。

　表情は見えないが肩が小刻みに震えている。空気も湿っぽい。

　ダメだ。

　今、親切心を出したら逆に泣かせちゃうヤツだ、これ。

　どうも自じ儘ままで気き紛まぐれなＣＲＣはネガキャン用の演技であって魂の根っこにはマジメな一五歳の部分があるらしいし。

　ローゼンクロイツの魂やらプライドやらを守るためには、上かみ条じよう当とう麻まもまた心を鬼にせねばならぬ。




「あっはっはぶひゃひゃひーっひっひっひひひひ!!!!!!　……ま、まけてる……。ダメだ何度思い出してもやっぱり面白い。クリスチャン＝ローゼンクロイツ。これ以上は耐えられなっ、ぶひゃ！　ごめんなさいぼぶぶぷぷでも世界の秘密っていうかぶっぷぷ渾こん身しんの語りがくかかききいひひひひ水着のお姉さんにあっさり塗り潰されてるブぷ────────っっっ!!!!!!」

「……起動せよ地獄、降ってこいキングスフォードの巨大なメガネ。流星よそこの不遜なる若造を押し潰したまえ……」




　両手で拝んでの呪じゆ詛そがあった。

　しかし今回は地獄は反応しなかった。

　ファンブルである。流石さすがの上かみ条じようも、女体抜きでのメガネ単品で自制が利きかなくなるほど思春期を極めたつもりはない。

　ＣＲＣでも何でもできる訳でもないらしい。

　むしろ過去の中だと、できない事の方が多かったみたいだし。

　魔術師というのはできない者の足あ搔がきが結晶化したもの。だからこそ彼らは現実をねじ曲げようとする。超常を自在に振るうと言っても、生まれ持っての才能を尖とがらせていく超レ能ベ力ル者５とは種類が全く違う。であれば、達人となるまで上り詰めたローゼンクロイツにはそれだけの『理由』があった……という訳か。

　しかし、そうなると。

　視線に気づいたのか、もう一人の達人が小さく笑った。

「◎はい。己なんか挫折ト後悔ばかりですよ？」

　だから、極めた。

　弱くて諦めてばかりだった自分が許せなかったから、己を作り替えてでも世界を変えようとした。

　そうなんだろうけど。

　でもやっぱり、上かみ条じようから見ればキングスフォードは完璧なお姉さんだった。一回死んだくらいでは人々を助ける事を諦めず、しかし、せっかく生き返った命をあっさり放り捨てて今度は地獄にまで上かみ条じようを拾いにやってくる。これまで見てきたオティヌスともアレイスターとも違う。どうしても、キングスフォードからは隔絶した何かを感じる。

　とにかく反省しよう。

　反省。

「……でもやっぱりキングスフォードに塗り潰されてる。ぶぷっ、今さっきまでローゼンクロイツの話をしてたのに……」

「こんな若造は女性器の形をした巨大なモンスターに頭からもぐもぐされてしまえば良い。近くで見ると実は結構おっかない毛むくじゃらの女性器に!!　こう空飛ぶＵＦＯから光の帯が降り注ぐアブダクションっぽくじゃああああああ!!!!!!」

　いきなり爆発した。

　正体はグーだった。にこにこしているメガネのお姉さんがＣＲＣの顔のド真ん中に叩たたき込こんだらしかった。

　キングスフォードは死しを撒まく達人には割と容赦ない。

　今のに地獄が反応しないで良かった……。

「ＣＲＣノ始点とはいえ、所詮ハ既すでニ起きた事象ノ残響ニ過ぎ〼×ません。上かみ条じよう当とう麻ま、今ヲ生きてきたあなたニとってハ重要ナ情報かもしれ〼×ません×が、余あまりあてられすぎ×ないようニご注意ヲ」

「……、」

　でもだって、『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』だ。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツの真実、歩みそのものが見えてきたのだ。

　世界最大の魔ま術じゆつ結けつ社しや『黄金』やそこから生まれた突然変異のアレイスター、アンナ＝シュプレンゲル、そしてアリス＝アナザーバイブルや『超ちよう絶ぜつ者しや』達たち。その全てに大なり小なり関わっている基礎の基礎だ。

　上かみ条じよう当とう麻まがこの地獄を抜け出して生き返れるかどうかは、分からない。

　それでも今は学んでおいて絶対に損はｎ

「ところデ上かみ条じよう当とう麻ま。あちこち～から炎だの溶岩だの噴き出している割ニ地獄ノ水質ヲ考えるト余あまり温泉には期待○できそうニあり〼×ません×が、岩盤浴くらいなら可能という話ヲあなたハ信じ〼ますか？」

「今はローゼンクロイツのターンでしょ!?　落ち度が全くない完璧お姉さんには地獄なんて退屈かもしれんけど、無慈悲な練乳でどっぷどぷに埋め立ててんじゃねえよ全部甘ったるいキングスフォード味になっちゃうようッッッ!!!!!!」

　叫んだ途端、何かが淡く光った。

　一瞬、巨大なお姉さんの岩盤浴を目一杯お見舞いされるかと思った上かみ条じようだったが、やはり、方向性は違うようだ。

　流れや傾きを感じる。

　すでに見たものが再び景色から浮かび上がってきた。それは今ここには存在しないはずのテュービンゲン大学だ。

　地獄が起動する。
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　騒ぎが起きていた。

　どこで、なんて質問には意味がない。薔ば薇らと十字架の話について、聞かぬ時と場所などないくらいの大流行だった。

　全ては単なる作り話なのに。

　噓うそでしたと叫んでも誰も聞いてはくれなかった。

　すっかり『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』はヨハンの手からよそに離れていた。誰か別の人達の持ち物になっていた。

　別に、楽しみたいならそうすれば良い。

　個人が望んだものであるならば、目隠しをした人生だって幸せなのかもしれない。

　しかし。

　そんな次元に話は収まってくれなかった。




『あまり大きな声では言えぬが、我わが輩はいは「薔ロー薇ゼン十クロ字イツ」の正当なる会員よ。我わが輩はいを拝めば御身を蝕むしばむ重き病に効く薬も手に入るやもしれぬ』




　先生だった。

　大学で教きよう鞭べんを振るっているお偉い学者の先生だった。少年からすれば憎たらしいけど、でも新教プロテスタントを支持する事で修道院の腐敗や免罪符などの問題を糾弾し、古い世界の既得権益を潰しにかかったという意味では確かに尊敬できるはずの神学者。

　それは。

　ただ自分自身という個人が、現実を見る事もなく自分から目隠しをして生きていくのとは違う。まだ騙だまされていない人から毟むしり取とるような行為は、流石さすがに意味合いが変わってくる。

　少年は戦いを挑んだ。

　無謀だった。

　なお最悪なのは、先生は先生であるという事だった。

　つまり悪意をもって搾さく取しゆしようとしているのではない。この先生自体が『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』という伝説を心の底から信じ切っており、結社の一員たる自分を拝めば他人の病が治ると本気で思い込んでしまっている点だ。

　だから。

　正論が武器となる段階などとっくに越えていた。

　理屈で破れるのは学説までだ。

　信仰は無理だ。




『キサマが一人で創ったとな？　……馬鹿馬鹿しい。我わが輩はいとて道半ばだというに、キサマのような落第寸前の若造に、かように複雑を極めた理論と素晴らしく簡潔な解答が違和感なく融合する「薔ロー薇ゼン十クロ字イツ」の真髄など欠片かけらとて理解できるはずもないじゃろうが!!』




　深い意味なんかねえよジョークだようちの家紋だよ!!

　いくら叫んでも届かなかった。

　誰にも。

　こんなに馬鹿馬鹿しい事が大真面目に語られ、それを信じようとしない者は無知だ無学だと馬鹿にされて排斥される。

　まるで誰にも裁かれなかった裸の王様。

　その群れ。

　でも、まだだ。

　ヨハンは一人ではない。狭い部屋で同じ時を過ごした友人だけは、悪いた戯ずらの仕掛けを知っている。この何もかもがひっくり返った極彩色の世界で、彼だけはヨハンと同じ真実を理解しているのだ。あれだけの流行を共に作った仕掛け人だ。力を合わせれば、同じようにお祭り騒ぎに終しゆう焉えんをもたらす事だってできるはず。

　そのはずだった。




『俺達じゃねえよ……』




　信じられない言葉が待っていた。

　すでに友人の中では当たり前の前提が崩れていた。




『あれを創ったのは俺達なんかじゃねえ。お前は十じゆう字じ教きよう以外にも古い資料を色々引っ張り出してきて参考にしたみたいだけどな、もしかしたら、その中に本物の「薔ロー薇ゼン十クロ字イツ」の秘密文書が紛れていたんじゃねえの？　そうだぜ。俺達の力だけでこんなにあっさり世界を塗り替えられるなんて、そっちの方がどう考えても絶対におかしいだろ!!　なあ!?』




　瞳の奥の異様な光を、ヨハンは忘れない。

　絶対に忘れない。

　友人の奥には、完全に何かが宿っていた。

　ヨハン達が作ってしまった怪物は現実に存在し、今や人から人へと自由自在に渡り歩けるほどにまで育っていた。あるいは創った本人さえも吞のみ込こんで。

　世界を壊してしまった重圧に耐えられなかったのか。

　あるいは、友人もまた『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』という幻想を壊されたくない気分になったのか。己の記憶をねじ曲げてでも。

　自分と世界。

　どちらかが間違っているという状況で、個人の心が多数決に負けてしまえば人の記憶などあっさり修正されてしまう。自分に噓うそをつくだけで永遠の孤独から脱して大衆の輪に加われる、という『利益』さえ自覚してしまえば、記憶の捏ねつ造ぞうなんてあっという間だ。

　催眠術は、かかってみたいという欲求があってこその代物。

　別に誰も頼んでいない自己暗示なんてその典型だ。

　……友人の『その後』は知らない。同じ大学にはいたはずだが、まともに会話する事もなくなった。ありもしない薔ば薇らと十字の古文書でも探し歩いているのかもしれない。

　もう、味方はいなかった。

　孤独だった。

　猛烈な言葉の嵐の中で、ヨハンは一人ぼっちで文字の風雨にさらされる羽目になった。

　その内に、『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』を信じる著名人達はホコリを被かぶった様々な古文書を引っ張り出してきた。ギリシャ神話もエジプト神話も、あれもこれも、全ては『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』の神秘の断片を示しているのではないか。そんな風に語り合って、次々と継ぎ足しされていく。何の力もない作り話は次々と味を変えていき、継ぎ足しを繰り返していく中で徐々に原形をなくしていく。もはや誰も最初の味も分からなくなってきた頃、そうした中に本物の猛毒が一滴垂らされる事になる。

　すなわち東西の様々な魔術。

『彼ら』の勢力争いや隠かくれ蓑みのとしても有効だと判断されたのだろう。

　魔道書の『原オリ典ジン』、よりにもよってそんな所から引っ張り出してきた叡えい智ちの粒が垂らされてしまったのだ。

　一度坂道から転がり始めれば、誰にも止められなかった。

　ヨハンと同じだ。

　やった本人にすら制御はできなくなる。

　目に見える奇跡を自在に振るわれてしまっては、噓うそか本当かなど判定不能だ。

『あああ』




『我を拝め』

『たすけて』『いくらでも払います』『わたひにもちょうらい』

『いやだ』『いたい』『おかしいなあ？』『たす』『「薔ロー薇ゼン十クロ字イツ」の本じゃ治療できるって』

『ろろろローゼンクロイツ様ア!!』『ええいＣＲＣの居所を知るためだ、こんな財産捨ててやる！』『あれ大丈夫かなあ？』『ひっひ、薔ば薇らと十字の占いに興味はないかえ？』『うううええええええあ』『あなた行かないで』『秘密の教団に関わる重大な書物の続編だよ！　さあみんな買った買った!!』『アンタ、まさかＣＲＣを信じないの？』『領主が「薔ロー薇ゼン十クロ字イツ」を擁護するって』『ローゼンクロイツ様に仇あだなす人類の敵はここかあッ!!』『信じていれば良いんだからさ、変な波風立てんなよ』『完成したってよ』『……天罰じゃ。「薔ロー薇ゼン十クロ字イツ」に唾など吐くから病にかかったんじゃ』『私はローゼンクロイツの生まれ変わりなりッ！』『不死の霊薬だあ!!』『摘出してやる。ＣＲＣを信じないお前など世界の病びよう巣そうそのものだ!!』『ひっひ、ぼろ儲もうけじゃねえか』『知識人であれば、薔ば薇らと十字の読み解きなど基本ですよ？』『助けてえ!!』『だいじょうぶだもん、ローゼンクロイツのいうことをまもっていればみんなたすかるよ』




『あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!』

　ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエ。

　彼はクリスチャン＝ローゼンクロイツに敗北した。

　現実を盗まれた。

　作った本人こそが噓うそだとされた。

　今や秘ひ奥おうの真実へと化けたＣＲＣ。そして彼を頂点とする『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』の伝説は、それを捏ねつ造ぞうした一五歳の手すらすり抜けて自由に羽ばたいていく。スイッチを入れる事はできても、切る方法についてが甘かった。

　世界の変わる音がした。

　歪ゆがむ。

　曲がる。

　捩ねじれる。

　壊れていく。

　多くの人が、自分は幸せだと信じながら地獄に落ちていく機関部が仕上がった。
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「むぎゅ」

　効果音があった。

　キングスフォードお姉さんの唇からだった。

　そして上かみ条じよう当とう麻まの顔面が丸ごと競泳水着っぽいのの豊かな胸に埋まっていた。

　お姉さんの両腕でがっちりホールドされている。

（何な故ぜ!?）

「っっっ!!!???」

「お静かニ」

　アンナ＝キングスフォードは超冷静だった。

　達人でも暑さには勝てないのか、全身火ほ照てっているというか甘ったるい汗でいっぱい、しっとり感が半はん端ぱないんですけど!!

「……何かい〼ますね。×しかしマレブランケ程ほどノキャラクター化ハされてい×ない。そうなるト、もっと原初ノイメージ、例えばタルタロスノ外周ヲ囲むニュクス辺りノ顕現でしょうか？」

「（もががもがそれが一体このおっぱいと何の関係がもがが!?）」

「あのニュクス、地獄ヲさまよう魂ヲ個数単位デ計上してロックオンするようですので、魂ト魂ヲきつく密着させてしまえば一個二個ノ枠組みガ崩れて回避○できそうかなート」

　さも当然のように謎の理論が展開された。

　これはもちろん理解できない上かみ条じようの方が無知なんだろうけど。

　あとキングスフォード的には、やっぱり肉体ではなく魂的なもので人数を数えているっぽい。改めて不思議な気分にさせられる。こんなに体温高めで甘ったるくて大ボリュームのおっぱい柔らかいのに体がないだなんて!!

「ちなみニ、ボッチ状態ノＣＲＣハそのまま襲われるようです」

「っっっ!!　ジジイ黄たそ昏がれてないで逃げてーっ!!」

　すぐ隣だった。

　宙を舞う汗あせの珠たまが宝石の粒のように止まって見える、その刹那。

　伸ばした手の先、指と指がしかしギリギリで届かない。

　むぎゅっと引き寄せられた。

　強めに。

　アンナ＝キングスフォードのでっかいおっぱいに負けた。

「裏切りもｎ

　チッ!!　とすぐそこを何かが高速で擦過し、赤衣に銀髪の青年が何やら叫びながらかき消えた。指先のすぐ向こうにはもう何もない。消きえ失うせた。自じ儘ままで気き紛まぐれなようでも根っこは意外とマジメなジジイが。

　なんか赤みを帯びた白に振り回される漆黒のデロデロな高波みたいなのが覆おおい被かぶさってローゼンクロイツを丸ごと持っていったのだ。今ちょっと言葉が崩れているかもしれないけど実際そういう不可思議を目一杯広げられちゃったんだから仕方がない。人じん智ちを軽く超えてる地獄なんてそんなもんだ。

　一段下だった。

　転げ落ちている。

　ぞるぞるぞるー、というヘドロっぽい嫌な音だけがしばらく続く。

　トラウマ精神攻撃ですっかり棒立ちになったところをあんな規格外モンスターが間髪入れず物理で襲いかかるとかマジで一〇〇％容赦なしか地獄。

　メガネの優しいお姉さんのしっとりおっぱいに埋もれている場合ではなかった。

「うわああああッ!!　し、信じらんねえ、あのＣＲＣが一発で……？　これじゃほんとに難易度地獄じゃんよ!?」

「あのうー。地獄ニ地獄って言って一体何ニなるノかト」

　そうだった。

　ここは正真正銘の地獄なのだ。

「ちなみニ、ニュクスって性別的には女の子なので、ＣＲＣ、あれハあれデ夜ノ女神～から目一杯押し倒しているとも受け取れ〼ますよ。こう、大変情熱的ニ馬乗りっぽく」

「夜のッ女神サマだとうっ!?」

　何だその超けしからん響きは!!　真っ白な石像とかから予測するにギリシャ神話って上うわっ面つらの美的感覚だけなら当時の美男美女は現代人の目にも美男美女に見えるはずだし、そうなるとあれか、大変えっちでお美しい女神様をこの目で拝むためにもここはいったん保留で様子見が大正解か!?　……。だーいじょうぶだってＣＲＣは達人っていうくらいだから体なんか頑丈だろうしちょっとくらい助けるのが遅れたって心配ないよ（断言）!!!!!!

　メガネのお姉さんは小こ首くびを傾かしげていた。

「はあ。何で急激ニヘレニック方向ノ向学心ニ目覚めたのかハ謎です×が、目立った特徴ト言えば、あとハお兄ちゃん神ト結婚してい〼ますね」

「夜の女神にして妹にして幼な妻にして神の人妻!?　？？？　も、もはや。神とは人の想像力を超えたところに存在しているのか？　魔改造でもしてんのかよ女神サマ、あれこれ盛り盛りすぎて逆にビジュアルが全然見えてこない……ッッッ!!!!!!」

　アベックだらけの夜の公園に隠れ潜む人っぽい方向で一瞬思春期の魂がぐらつきそうになる上かみ条じようだったが、でも多分そういう事じゃない。

　ほら、ローゼンクロイツを持っていったの赤みを帯びた白とか漆黒とかの鉄砲水だし。

　少女部分はどこに？

「あのうキングスフォード先生」

「◎はい」

「……手足や背中は怪物感溢あふれるけど、顔と胴体は不思議なくらい柔肌女の子感をゼッタイ保持、と言いますか。どことなくニーソや長手袋っぽく処理をしてください、とか」

「？」

　善なる達人が不思議そうに首くびを傾かしげる場面など実は本当に激レアな事態だったのだが、上かみ条じようは気づいていない。

　聞け。

　ツンツン頭の少年は今、極めて重大な話をしている。

「とにかくですね。こちらといたしましてもそういう一連のお作法には則のつとっていただかないとニッチな萌もえを受け止めきれないと言いますか、ニュクスちゃん、あれじゃ末尾に『娘』がつかない方の割と正統派モンスターになっちゃうんじゃね？　あんなにデロデロ全開じゃあ向こう側が透けて見えちゃう半透明粘液女の子のプライム娘って雰囲気でもなさそうだし!!　これはどういう事なんですか説明してください先生!!　せんせえっ!!!!!!」

「まー女神とか言っちゃってい〼ます×がギリシャ神話ノニュクスハ『死者ノ川ノ代わりニ地獄全体ヲぐるりト取り囲む巨大デ×ふ定形ナ何か』です～からねえ」

「ばっ馬鹿野郎!!　昔の神話ったら何も分かっちゃいねえ、ふざけんなどこのどの辺が俺の夜の妹女神で幼い人妻だっ!!!???」

「？？？　俺ノ？」

「すけすけのネグリジェでもなければふりふりのエプロンでもない……。何だよ世界を丸ごとぐるりと取り囲む細くて長いモノって、多分オティヌス辺りに聞けばデカい蛇とか何とか似たようなの教えてくれるぞ。つまりガチの神話枠じゃねえかよう!!」

「です～からニュクスとはギリシャ神話ノ女神だとあれ程ほど説明しているのにこいつこの野郎」

「あんなの萌もえる余地もなくただただ思いっきりローゼンクロイツを殺しにかかるスプラッタ系のバケモノじゃんかよ！　詐欺だ詐欺、この世界にメスのティラノサウルスにだっこされて喜ぶ男子がいるとでも思ったかア!?」

「あっ……。ニュクス傷ついているようです、ＣＲＣ～から小刻みニ震えて離れていき〼ますよ」

「そんな馬鹿な。ついに女神様を泣かせたのか俺」

「本人的にはじゃれて甘えていたみたいですけどねー」

　多分じゃれても甘えても人間は死んじゃうと思うけど。ていうか高波みたいなあの黒いの、デロデロしたので汚れきった濡ぬれ髪がみの塊じゃねえか。

　そして上かみ条じよう当とう麻ま、うっかりローゼンクロイツを助けてしまった。

　何気に新記録達成である。

　女神ニュクスにはしたなく馬乗りされると一体ナニ属性のダメージをお見舞いされるのか、銀髪に赤衣の青年はぶっ倒れたまま動かない。ダメだ。笑うな。ぷすぷす煙とか出ているけど真面目なダメージだ、笑っちゃダメ！　根拠はないけど上かみ条じようごときが絶対に喰くらっちゃダメなヤツ。でもダメだぶくくっ不謹慎だと思えば思うほど何コレ超面白いこの人学がく園えん都と市しを気ままに闊かつ歩ぽして世界を破滅させる強敵じゃありませんでしたっけブハだって面白いもんうはは本当に本気で死んだセミみたいにひっくり返って大の字アタマのてっぺんからうっすら煙とか出ちゃってるんですけどひっひもうダメだぶわはははははははははは……ッッッ!!!!!!

　ここは地獄だ。

　上かみ条じよう当とう麻まは真面目にやろうと心に誓った。

　ビシッと。

「……ろ、ローゼンクロイツが無事でみんな何よりだと思っているよ……？」

「若造。貴様のぷるぷる爆発寸前のにやけ面づらはこの老骨一生忘れんからのう……」

　伝説の誰かさんから一生モノの約束を交わされてしまった。

　ここから始まるラブストーリーとかはなさそうだが。

　そして地獄が再び淡く光る。

　周期が短くなっている気がする。
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『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』という社会現象は一時の流行に終わらなかった。

　定着してしまった。

　知らない方が知識階級として遅れている、という共通認識が仕上がっていた。

　裏を返せば、語るだけで利益が発生する。

　そうなれば仕掛け人など必要なく、ウワサがウワサを呼んで勝手に広まるサイクルができてしまった。

　神しん聖せいローマ帝国、テュービンゲン大学。

　場所が古い教会の私欲や悪習を徹底的に糾弾するルター派、つまり新教プロテスタントの拠点であった事もイギリス清せい教きよう、ローマ正せい教きよう、ロシア成せい教きようなどの十じゆう字じ教きよう三大勢力の対応を後手に回される遠因となった。元栓の特定に出遅れ、もたもたしている間に薔ば薇らと十字の妄想は手に負えないほど大きな世界に広まってしまったのだ。

　一二世紀辺りからくすぶり始め、この頃一気に広まった魔女狩り騒動もまずかった。勝手に暴走する民衆の感情や手順化された私刑を抑え込むため、十じゆう字じ教きよう三大勢力は異端排斥についてはむしろブレーキをかけたがっていた時期だったのだ。公開処刑は上からの恐怖の象徴である一方で、死刑が失敗すれば怒れる民衆が殺到して処刑人を殺しかねなかった。

　一七世紀はルネサンスを経て民衆は真っ二つに分かれていて、冷静な人々の意識は変わっていたのだ。人々は古代ギリシャやローマの芸術を再び認め、エジプトのピラミッドに想おもいを馳はせて、それらを弾圧し守るべき民衆の殺さつ戮りくにまで手を染めた古い教会の立場は悪かった。始めてしまった大失態の責任の押し付け合いをしていた三大勢力は、同じ過あやまちを繰り返して塞がりかけた傷を再び広げる愚行に陥るかもしれないと萎縮した。

　それが結果としてクリスチャン＝ローゼンクロイツの伝説を致命的なほどに拡散させ、世界を際限なく歪ゆがめていく。

　本当に正しいのであれば、迷うべきではなかった。

　当然、時代を席せつ捲けんした『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』運動には弊害もあった。




　とある特殊な方法を使えば成功者になれる。

　とある特殊な方法以外に身を委ねてはならない。




　修行には危険が付きまとう。

　簡単にできたらみんながみんな達人になってしまうのだから、神話を作る側としてもある程度は達成困難に設定しておかないといけない。試す前からやめた方が良いいと分かるくらいには。

　それでもだ。

　目に見える儀式的なおまじない。クリスマスの前日に靴下を用意したり七夕で短たん冊ざくを書いたりくらいの気持ちであれば何も問題ないが、これがエスカレートして人の行動を厳密に縛り始めると危険な道へ繫つながりかねない。

　元を正せばまだ一五歳の少年が、自分でしでかした事だった。

　良く考えもせず。

　悪いた戯ずらを成功させるための、安易なリアリティの追求だけで。

　創った本人がきちんとピリオドを打てなかったばっかりに、噓うそから出た真まことが本物の被害者まで生み出した。何年足あ搔がいても状況を変えられない。むしろ、これがこの先もずっと続く事だけがもう分かってしまう。あるいは彼が死んだ後にまで。永遠に。

　だから、

『この若輩の責任だ……』

　かつて少年だった誰かの口からこぼれたのは、怨えん嗟さだった。

　正真正銘の。

　魔術師はその顔を上げて、遠とお吠ぼえのように世界へ宣言する。

『だから。だからだッ！　こんな偽りの「薔ロー薇ゼン十クロ字イツ」を名乗る連中も!!　いもしないクリスチャン＝ローゼンクロイツを無邪気に信じて自分から泥沼に沈んでいく大衆もッ!!　どんな手を使っても良い、何百年をかけてでも。必ず、必ずだ……。この若輩、こんなくだらん「伝説」は一つも欠片かけらも残さず叩たたき潰つぶしてやるからなアアアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!』
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　叫びを聞いた。

　嘆きを、慟どう哭こくを、咆ほう哮こうを、上かみ条じよう当とう麻まは余さず耳にした。

　かつて一五歳だった少年の叫びを。

　怪物の正体は意外と真面目な心の持ち主だった。自分の手で起こしたコトの責任を感じ、収拾のために人生の全てをなげうつほどには。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツ。

　いいやそういう衣ころもを纏まとった、ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエ。

　ヤツは確かに全ての元凶だった。

　でもそれは、死してなお責め苦を受け続けるほどに悪辣な代物だったのか？

「……故ニ、彼ハクリスチャン＝ローゼンクロイツトなった」

　キングスフォードは囁ささやいた。

　静かに。

　しかし確定的に。

「自らガ創作したキャラクターデ○あれば、何ど処こヲ突かれたら瓦が解かいするか弱点モ心得ている。自分自身ガ最も憎むキャラクターヲ着こなした上デ徹底して凶暴ニ振る舞い続ける事こそガ、踊らされる世界ト人々ガ最短デ『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』ニ幻滅し、救われるト計算した～から。ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエという人物ハ表向き神学者としてノ地位ヲ築きつつ、裏ではローゼンクロイツト名乗って自分ヲ信奉する者達ヲ次々ト破滅させていったノです」

　あたかも、賊のように。

　あたかも、怪盗のように。

　あたかも、詐欺師のように。

　正体不明にして神出鬼没。確かに同じ時代に存在しているはずなのに、世界に住む誰一人として触れ合う事のできない『奇跡の人』になってでも。

「……そういえば、地獄ノ中にもあり〼ましたね。虚偽ヤ捏ねつ造ぞうヲ専門的ニ裁く刑場ガ。地獄全体～からすれば下層ニ○あるものだと信じられてきたので、其それだけ罪深い行為トみなされていたノでしょう。地獄モまた神話ノ一部。もし彼ガもう少しだけ神学ヲ真面目ニ学んでいれば、あるいハこんな事ハ始まりすらし×なかったノかもしれ〼×ませんわ」

「……、」

「行き〼ましょう。此こ処こハ地獄ノ道半ば、×まだ×まだ果てハ遠いですわよ」

　気づけばテュービンゲン大学はどこにもなかった。

　ここは大学ではない。

　地獄だ。

　あまりの光景に圧倒され、自分がどこを歩いているかも見失いつつあった事に上かみ条じようは遅れて気づかされる。確かにこれは、善き達人という案内人がいなければ真まっ直すぐ歩く事すら叶かなわなかっただろう。火の地獄とか剣山の地獄とかではない。ただの道がすでに難所。キングスフォードに置いていかれないよう、上かみ条じようはその背中を慌てて追いかける。

　しかし、地獄。

　改めてその効力に上かみ条じようは息いきを吞のむ。自分みたいなごく普通のありふれた高校生くらいならともかく、クリスチャン＝ローゼンクロイツのような化け物相手であっても、容赦なく暴き立てるか。

　と、

「なるほど。善き達人か。しかしいつまでも隠し通せるとは思うでないぞ、少しずつだがこの老骨にも見えてきてはおるのだからなあ……？」

「？」

　自じ儘ままで気き紛まぐれな達人のたわ言か、とも思った。

　そもそもの始まりはどうであれ、今や自分を信じる者をくまなく破滅させる存在に化けている。ＣＲＣから放たれた言葉は迂う闊かつに耳を傾けるだけでも十分以上に危険だとは上かみ条じようも分かっている。

　ただ、

「……ふん。アンナ＝キングスフォードか、それにしても、自分の事は棚に上げて良く言いおるわい」

　その一言は、妙に引っかかった。

　善なる達人。

　完璧なアンナ＝キングスフォードに、まるで何か瑕か疵しでもありそうな声だったから。

　それはどうしてもイメージが結びつかない。

　根拠のない負け惜しみにしたってそれはないだろうと思ってしまう。

　強い齟そ齬ごを感じる。

　気になる。

「何だ、若造。まだ気づいておらんのかね？」

「何を？」

　ローゼンクロイツは結構本気で驚いている顔だった。

　こいつとは学がく園えん都と市しでも死闘を演じた仲だけど、こんな表情を見るのは稀まれだった。

「この世界に完全で完璧な人間などおらぬという事じゃよ。やれやれ、すっかり飼い慣らされおって。一度はこの老骨を倒した男も、今や親鳥の後ろをただついていくだけの雛ひな鳥どりの心境かね？」

「おい、俺だってちょっとは警戒心くらい持っｔ

「おっぱいか、お尻か。どっちに魂を奪われたかこの老骨に言うてみよ。あるいはもっと精神的な何かこれすなわちバブみ溢あふれる裸エプロン装備の管理人のお姉さんドリーｍ

「（やめてこの距離感だとキングスフォード先生に己のヘキを聞かれかねんっ!!）」

　？　と先を行くキングスフォードの魔女っぽい帽子の尖とがった先っぽがわずかに揺れた……気がする。

　怖い。

　思春期が慌てて青年ジジイの口を右手で塞ぎつつ。

　数歩先をキングスフォードおねーさんが歩く中、むさ苦しい野郎二人が超至近距離での話し合いを始めた。

「さてと」

　宙に何か浮かぶ。

　透明なジグソーパズル。この地獄ではバグって使い物にならない世界の縮小模型が、無理矢理にＶ字を形作ろうとする。

　すり鉢状の地獄の断面だったか。

　ローゼンクロイツは真ん中からちょっと下辺りで小刻みに揺れているピースを指先でつつきながら、

「西洋の地獄の構造は分からずとも、最初に門もんを潜くぐった事くらいは覚えているだろう」

　そういえば。

　まあ。

　その後の巨大なおっぱいだのお尻だのローゼンクロイツの秘密だのニュクスちゃんだの、とにかく諸もろ々もろのインパクトが強過ぎて、正直あの門がどうだとかもうきちんと覚えていないが。

「印象が薄いのは当然じゃ」

　心底、だった。

　呆あきれ返かえった顔でローゼンクロイツはこう言ったのだ。

「あっちが地獄の入口、つまりは難易度イージーで目立たない圏ステ谷ージだったからの」

　何だそれでか、とにかく暗い森とか岩とかのイメージしかなくていまいち地獄っぽくなかったし。やっぱり地獄って言ったらオレンジ色に輝くマグマみたいのが出てきてからが本番な感じするじゃん？

　……そう思いかけて、上かみ条じようは硬直した。

　あれ？

　でもちょっと待て。

「気づいたかえ？」

「あのう。俺達の目的は地獄から抜け出す『脱獄』だったはず、だよな？」

「気づいたようだの」

「……なら何で、俺達はみんな揃って入口の門を潜って地獄の底に向かって下りているんだ？」

　数歩先を進むアンナ＝キングスフォードの背中を、上かみ条じようは改めて眺める。

　印象が変わる。

　上かみ条じようはすでに門もんを潜くぐってしまった。最初に目が覚めたあそこはまだ死後の一歩手前だったかもしれないのに、彼は自分の意志で地獄のスタート地点をまたいでしまった。




『死にますけど』

『それでもだ』




　かつてあった、アリスとの会話を思い出す。

　まさか。

　これはまさか、あのうー。ひょっとして、だ。まだ何の説明もない最初の超序盤戦で、またもや致命的な選択をやらかしてはいないか、自分……？

「えーと……」

「どうし〼ました？」

　何気ない感じだった。振り返って話しかけてくるキングスフォードに、上かみ条じようは曖昧に笑って答えられない。

　何気ない？

　キングスフォードの真実なんて、もちろん分からない。体も心も、下手したら己の意志が一つあれば心臓の鼓動まで数値単位で精密に完全制御できる達人相手に、ポーカーフェイスの読み合いなんて絶対に無理だ。

　この地獄。

　そこで見聞きしてきた事。

　だって上かみ条じよう当とう麻まは何の努力もしていないのだ。善なる達人アンナ＝キングスフォードがこんな地獄まで勝手にやってきてくれる事自体、不幸がデフォルトの上かみ条じよう当とう麻まにしてはあまりにも幸運すぎる。

　むしろ学校行事の途中でバスガイドさんに存在を忘れられ、一人取り残されてバスが行っちゃう方が不幸な上かみ条じようにとっては『普通』なくらいだし。

　理屈で固めた根拠なんか何もないけど、でも本能が叫んでいる。こんなラッキー過ぎる展開の全部が全部を本当の事だなんて都合の良すぎる話を安易に信じるなと。

　だから、必ずどこかに噓うそはあると身構えていた。

　でも……。

（アンナ＝キングスフォードの目的が何なのかは、そういえばずっと説明できないままだ。これ、優しいお姉さんの母性溢あふれるボランティア精神の一択予想だけでほんとに大丈夫か……？　仮に、だけど。彼女には彼女なりの目的があって、一〇〇％完全にはキングスフォードも信じられない、として）

　ぎゃあぎゃあ、という鳴き声があった。

　鳥に似ているけど、でも多分違う。

　闇の奥を無理に見通して正体を知ってしまったら、多分上かみ条じようの魂くらいなら簡単に砕ける。こういう地獄ならそんな展開だって普通にありえる。

（……でも、なら今すぐキングスフォードから離れて一人であらぬ方向に走れるか？　もうすでに地獄の真ん中以上まで踏み込んじゃったこの状況から、改めて一人ぼっちで!?）

「気をつけよ」

　ＣＲＣが囁ささやいた。

　唇の動きすら、善なる達人には気取られないように。

「この老骨は目に見えて分かる危険な達人じゃが……。本当の本当におぞましきものは、一目でそうと分かるとは限らぬぞ？」
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　状況が変わってきた。

　アンナ＝キングスフォード。

　絶対の安全地帯そのものが揺らいでいるのだ。

　完全な人間なんかいない。

　完璧な人間なんかいない。

　……考えてみればそんなのは当たり前で、今まで『そう』見えていたのはキングスフォードが後ろ暗い何かを徹底して隠しているからだと考えた方が、むしろ普通で自然なのではないか？

　善しかない人間。

　善の側面しか見せてくれない人間。

　冷静になれ。それって危険で醜い自分を躊ちゆう躇ちよなくさらけ出すローゼンクロイツとは違った意味でヤバい存在じゃないのか。キングスフォードは明らかに自分の本音を隠している。ほんのわずかな汚点や失態すらも許さず、徹底してクリーンに。……何でそんなケミカル全開の漂白剤より怪しげなものを言われるがまま鵜う吞のみにしようとしたのだ？

　信じない信じないと上うわっ面つらでは考えておきながら、結局はキングスフォードに全部委ねてはいなかったか。

　キングスフォードやローゼンクロイツとの再会。

　そして地獄というこの現象全体も込みで。

　本当に、上かみ条じよう当とう麻まは自分自身の頭で情報を整理して説明をつける努力をしていたか？

　アンナ＝キングスフォードが実際、生きている間に何をしていたかだって上かみ条じようは詳しく知らない。何となく、渋しぶ谷やや学がく園えん都と市しではアレイスターやシュプレンゲル嬢と一緒にいて彼らに助言していたような印象はあるけど、でも、上かみ条じよう自じ身しんは直接的にはほとんど関わっていない。まして行動の裏に何があったかなんて推測できるはずもないのだ。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツとの戦いを勝利に導いただけ。

　アリス＝アナザーバイブルとの戦いを勝利に導いただけ。

　……でもキングスフォードが『何のために』手を貸して『何を得たのか』まできちんと全部説明できる人間なんて、そもそも存在するのか？

　本音の部分が一切見えない。

　だからわずかな陰りもない善人のようにしか見えない。

「ＣＲＣハ」

　アンナ＝キングスフォードは言う。

　常に一歩前を歩いて、こちらに背中を見せたまま。

　……言い換えれば、上かみ条じようには表情すら見せずに。

「×いえ、実際には自らそう名乗って伝説ト一体化していたヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエハ『よくある伝説』とは×ちがって、一〇六年モ◎いきられ×ず、死後一二〇年後ニ復活モでき〼×ませんでした。ローゼンクロイツとして延命措置ハ繰り返したものの限界ハ来て、一六五四年、人としてノ一生ヲ終えてしまい〼ます。結局ハ自分ノ手デ創ってしまった『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』なる幻想ヲ打ち砕く事モ○でき×ず、真実ヲ見ようともし×ない世界中ノ人々ニ失意ト恨みヲ抱きながら」

「……、」

「その後、持ち主ノ手ヲ完全ニ離れた『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』という単語ハ誰でも自由ニ使える素材化していき〼ました。新参ノ魔ま術じゆつ結けつ社しやハ、とにかく『自分ハ正当なる「薔ロー薇ゼン十クロ字イツ」ノ系譜だ末まつ裔えいだ』ト言ってしまえば箔はくガつき〼ましたし、◎しん×ぎニついてハ誰にも検証×ふ能のうでしたからね。中には『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』とは全く関係×ない結社モたくさん話ニ乗ってき〼ました。其それガ古今東西ノ術式ヤ霊れい装そうヲ片っ端～から集約する、巨大ナ魔ま術じゆつ様よう式しき複ふく合ごう体たいへと突然変異する原因でも○あるノですが。◎よくも×わるくも様々ナ結社ノ基盤ヤ土台として活用された事実があり〼ますね」

　すらすらと言葉が溢あふれてくる。

「神しん智ち学がく系けいヤヘルメス系ノソサエティニ英えい国こく式しき薔ば薇ら十じゆう字じ。そして己ノ弟子ノウェストコット、メイザースらガ創設し、世界最大ノ魔ま術じゆつ結けつ社しやト迄まで呼ばれる事ニなった『黄金』。是これらモまた程度ノ差こそ○あれ、いずれモ、ヨハンガ世ニ送り出してしまったＣＲＣノ影響ハ免まぬがれ〼×ません。シュプレンゲル嬢ハ自分自身ノ偽装生活ニずっと負い目ヲ感じていたようです×が、何ノ事ハ×ない。抑そも々そも『本物ノ薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』等など何ど処こにも×なかったノですよ。本物ノ末まつ裔えい等などト名乗る者こそすべからく知識×ぶ足そくなのです～から、本物ニなれ×ないという彼女ノ罪悪感ハ全くノ見当違いでした。……我らハ人ト世界さえ救えるので○あれば、根拠くらいハまやかし×でも一切構わ×ぬト信じて集った、虚うつろニ向けて力ヲ注ぎ続ける徒労ノ群れなのです～からね」

　それ自体は、上かみ条じよう当とう麻まの知らない情報だ。こんな事になって規格外の達人達と地獄で一いち蓮れん托たく生しようとならなければ、おそらく永遠に開示はされなかっただろうレベルの。

　そういえば『魔神』オティヌスは、道を極めた末にいったん自分の片目や命を犠牲に捧ささげてまで恐るべき叡えい智ちを授かろうとしたのだったか。

　僧そう正じよう、ネフテュス、娘ニヤン々ニヤンといった連中だって。

　ただし、

（……何で、なんだ？）

　上かみ条じようには疑問があった。

　この地獄では、上かみ条じよう当とう麻まの欲望が可視化される事はあった。ローゼンクロイツ、いやヨハンの過去の罪が暴かれる事だってあった。

　だけど、アンナ＝キングスフォードについては何もない。

　地獄が彼女の内面を映し出す事もなければ、彼女自身が己の過去や目的を明かす事もない。

（まさか、かわされている、のか？　ローゼンクロイツの意外な真実は確かに驚くような話だったけど、でもこれ、何で今開示されたのか理由がない……。地獄を抜け出して生き返る『脱獄』とは直接関係ないみたいだし）

　そういう意味では、キングスフォードこそ本来は深掘りされるべきなのだ。

　人の魂とやらを扱う巨大な装置、地獄の側だって（向こうからすれば）不正な『脱獄』を防ぎたいのなら、キングスフォードの心の奥を読み取ってトラウマでも呼び出した方が、よっぽど妨害できるだろう。

　なのに、そうならない。

　奇妙なくらいに。不自然に思えるほど。

　冷静になれば、上かみ条じよう当とう麻まはキングスフォードの大きな思惑どころか、例えば苦手な食べ物や合わない音楽のジャンルなど、ほんのわずかなキズすらも知らない。

　完全で完璧な善性。

　それしか見えないように徹底している。




　やはり、アンナ＝キングスフォードには『何か』がある。

　それが上かみ条じようにとって利となる『何か』か、害となる『何か』かはまだ分からないけど。




（でも……）

　だとしたら。

　ただただ知らない世界を奥深くまで案内されてきた上かみ条じようとしては、言葉も分からない外国で得体のしれないタクシーもどきに乗ってしまうとこんな気分になるのかなと思っていた。相手が危険なのは重々分かっているけど、でも密林や砂漠のど真ん中で今さら一人ぼっちで置き去りにされても超困る。やべー犯罪者であっても、もはや、ひとまず騙だまされたふりを続けて穏便に人里まで連れていってもらうしかないのだ。

　向かう先は地獄の底。

　そんな所まで上かみ条じよう当とう麻まの魂を誘導して、ではキングスフォードには一体どんな『利益』が発生するというのだろう？

　黙っていれば勝手に死んで終わったはずの上かみ条じように、さらにちょっかいを出してまで。

（……最終的な目的さえ分かれば、そこから逆算してキングスフォードが作っている『傾き』から脱する事もできそうなんだけど）

　達人の考えなんて高校生に分かる訳ないじゃないですか、にならない事を祈るばかりだ。

　その点については、唯一の切り札はこいつか。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツ。

　恐るべき性質であろうが、達人は達人。同格のキングスフォードがどういう理論に基づいて行動しているか、こいつであれば正しい読み解きもできるはず。
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　地面からいっぱい足が生えていた。

　一面である。

　びっしりだった。

「……あのうー」

「地獄ではそう珍しい光景でもあり〼×ませんよ。此こ処こハ特ニ、シモンノ弟子、聖職売買ヲ犯した罪人ガ専門的ニ裁かれる場所ですしね」

　メガネのお姉さんが説明してくれたが、そもそも聖職売買が何なのかも高校生には分からない。恐怖っていうよりとにかくシュールだった。犠牲者が逆さになって両足だけ出していると、何となく、超有名なあの推理映画のワンシーンを思い浮かべてしまう上かみ条じようだったが、何しろ数が数だ。ここまで来るとプールでやる水中演技のイメージすら超えて、もはやちょっとした畑っぽい。

「ちなみニ竪たて穴あなノ底では炎ガぼうぼう燃えてい〼ます～から、頭～から焼かれる罪人達ハ永えい劫ごうニ苦しめられたまま抜け出す事モでき〼×ませんよ」

「思ったよりもかなりえげつなかった……ッ!?」

「地獄ノ底ニ近づいてい〼ます～からね。其それだけ重い罪ヲ裁く施設ガ増えてくるノです」

　しかし上かみ条じようも叫ぶだけだ。

　ぱたぱたしてる足を摑つかんで大根みたいに両手で引っ張ってみるけど、途端に足が激しく暴れ回った。めりり、という、なんか薄いものが剝がれそうな震えが伝わってきて、それ以上何もできなくなる。助けるつもりで嫌な事態に陥りそうな気がする。

　そういえば右手で触ったけど、この人達が消え去る様子はない。

　結局何がどうなっているんだろう？

（……こう、残酷を極めた地獄の光景に慣れてしまってもまずいとも思うけど）

　夢の中のように、だんだん常識や前後の流れが崩れてきているような気もする。

　何もしてあげられない以上、とにかくこんな場所では罪悪感しかない。休憩もしていられないので、上かみ条じよう達たちは足早に聖職売買天罰ゾーンを越えていく。

「また川だ……」

　上かみ条じようは呟つぶやいていた。

　これもまた、何度か見たイメージだ。

「アケロン川、ステュクス川、プレゲトン川……。地獄には様々ナ川ガ流れてい〼ます。川ヲ◎せいト×しノ境トする考え方ハ、日本ノ三さん途ずノ川かわだけでは×ないトいう事ですね。此こ処こハプレゲトンだとは思い〼ます×が、やはり本来ノ川ノ流れとは×ちがい〼ますね。赤く煮えてもい〼×ませんし」

「ふうん」

　上かみ条じようは適当に相あい槌づちを打っていた。

　実は注意深く聞いていた。

　ローゼンクロイツからの警告があると、やっぱり感じ方は変わってくる。

（そういえば、キングスフォードはどうして地獄の構造にこんな詳しいんだろ？）

　地上で正しく生きて真まっ直すぐ天国を目指すだけなら、地獄の仕組みは勉強する必要ないはずだ。実際、ローゼンクロイツはこう言っていた。神様のいる天国とは違って、罪人が落ちるだけの地獄は大して重要視されてはいなかったから色んな想像図を思い描く事が許された、と。

　なのにキングスフォードは、詳しい。

　何な故ぜ？

『邪悪の樹クリフオト』は幽鬼や呪じゆ詛その領域を説明する、だったか。わざわざ詳しく学んだという事は、彼女はそういう分野も得意なのかもしれない。

　必要と感じたから覚えた。

　誰よりも詳しいのなら、実行した事だってあるのかも。

　気になるけど、それを今キングスフォードに直接ぶつけてもはぐらかされるだけか。特に、後ろ暗い過去を隠し持っているのなら。

　反応を引き出して確定を得るとか、そういうフェイズではない。なら無理に尋ねて相手を警戒させる必要はないか。

　上かみ条じようは川の対岸に目をやって、

「でもこれ……。どうやって渡るんだ？　泳ぐって言ってもかなりの広さがあるぞ」

「泳いで渡るのは自殺行為ですね。船ヲ作るしか×ないでしょう。簡単ナ構造ノ、イカダくらいならそんなニ難しくハあり〼×ませんよ」

　地獄といったら岩山や溶岩のイメージだった上かみ条じようだけど、実際には様々な顔を見せる。森もあれば草原もある。天気が変わって雨も降る。ただ、ふらっとどこか行ったキングスフォードが工具箱を拾ってきたのは流石さすがに驚いたけど。

　ていうか、

「……あのう、それ人間をＤＩＹしちゃうための拷問具とかじゃないよね？　ほら『グレムリン』にいたほらほら銀髪褐色のあの子みたいに!!」

　名前思い出せんのか貴様、と小さく呟つぶやくローゼンクロイツの方は見ない事にした。

　上かみ条じよう当とう麻ま、テレビの雑学番組観みている時のあのモードになっているのは絶対内緒だ。こんな扱いされてるの知ったら何だっけメガネで三つ編みでハダカにオーバーオールの子が多分泣いちゃうええと顔は出てんのよもう顔は！

「地獄にも船ヤ集落くらいハあり〼ますし、ギリシャ神話ノタルタロスガ混ざっているなら青銅ノ外壁デ守られた領域モ○ある筈はず。当然、其それらヲ造るためノ道具モ転がっているものですよ」

　何気に初耳だった。

　武器屋とか宿屋とかもあるんだろうか、地獄って？

「……余計な事考えるとまた地獄が反応するぞ。実際には存在すらしない伝説のオリハルコンシリーズで全身固めて殺傷力爆上げしたネトゲ廃人セレブ鬼に追い回されたいのかえ？」

　ボソッとＣＲＣがおっかない事を言った。ここならありえる。雪男と雪女みたいなもんで、おでこから小ちっちゃい角が生えてる虎柄ビキニ幼女鬼とかしっとり着物はだけ爆乳お姉さん鬼とかだったらまあありかもしれんが、これが何のひねりもなく殺傷力丸出しのムキムキおっさん鬼がただただ最強装備に手を出したりしたらほんと取り返しがつかない。

　ともあれイカダを作ろう。

　上かみ条じようの頭の中のイメージだと、イカダと言ったら丸太を何本か横に並べてロープで縛り上げる感じだけど、どうも違うらしい。

　キングスフォードは物もの干ほし竿ざおみたいに細長い棒をいくつか拾ってきたのだ。

　ロープで縛ったり釘くぎを打うったりする前に、丸太や竿さおを地面にざっくり並べて完成予想図を共有させてもらうと、イカダ本体から左右外側に長く竿さおが延びていた。しかも竿さおの先端には空っぽの壺つぼや水がめみたいなのも縛って固定するらしい。

「？　なにこれ」

「丸太ヲ横ニ並べただけだと浮力ヤ安定性ニ問題ガ生じ〼ます～からね。死者ノ川デひっくり返るト後ガ悲惨ですよ？　なので追加ノ腕木ガ○あった方ガ安全なんです」

　なるほど。

　壺つぼや水がめっていうのは、お風ふ呂ろに洗面器を沈めようとすると空気の力で強力に抵抗されるあの感じを利用して、浮き輪みたいに浮力を確保するつもりか。しかしほんとにどこから拾ってきたんだろう？

　なので全体の形はアメンボみたいになった。

「ではそっちノ丸太ヲ押さえておいてくださいね、己ノ方デ固定してしまい〼ます～から。よいしょ」

　クラフト系が始まった。

　キングスフォードはいくつか丸太を並べて朽ちたロープで縛り上げていたけど、どうもこれだけでは足りないらしく、メガネのお姉さんは丸太と竿さおを完全に固定するべく長い釘くぎをいくつか打ち込んでいく。ホームセンターとかで見かける普通の釘くぎじゃなくてＬ字を逆さにしたようなデカい釘くぎだ。汽車のレールとかで使うものだと言われた。素直に竿さおを貫くと縦に割れてしまうので、どうも逆さＬ字のでっぱり部分で細い竿さおを強く挟み込むつもりっぽい。

　が、

「あの、ちょっ、キングスフォードさん？　先生!?」

「？」

　揺れる。

　ただでさえ競泳水着のお姉さんがその場で屈かがんで、片手で釘くぎを押さえて片手でトンカチ持つと大きな胸がむぎゅっと二の腕で挟まりがちになるのに、そこからトンテンカンテンやられちゃうと弾むっ。とにかくでっかいおっぱいが大暴れしてる!?　目の前でだッ!!

「……し、正直見ていられないんですけどこれはそちらが勝手に始めた事ですので黙って見ていてもよろしいんですよね先生？　怒りませんね？」

「何ガでしょう？？？」

　きょとんとしていた。

　知らなかったとは言わせない。ひとまず本人の手で同意しますボタンは押してもらったので、しばらくは幸せな光景を眺めて心の健康を回復しよう。たとえ誰のものであっても大きなおっぱいは大きなおっぱいである。みなぎれ。

　ちなみにこのイカダ、ヨットみたいな帆はなかった。

　みんなで押して水辺に出す。

　見た感じ、地獄の川に流れは全くない。川っていうよりも澱よどんだ沼のようにも思える水面にイカダを浮かべると、三人で乗り込む。キングスフォードは余っていた長い竿さおを水面に突き刺してイカダを操る。

　冬休み、昼間雑に流れてる昔の時代劇とかで見かけるアレだ。

　水をかき回しているのではなく、川底を突いて自分の乗ってる船を前に送り出しているようだけど。

　あんなので川底に届くという事は、実はそんなに深くはないのだろうか？

「地獄ノ川ニ落ちたら相当悲惨ですよ？　他人ノ罪ノ汚れヲ被かぶって永えい劫ごうニ破滅したいなら止め〼×ません×けど」

　ゆっくりとだけど、プレゲトン？　ともかく着実に川を進む。

「……、」

　それにしても。

　川。

　生きるか死ぬかくらいなら分かりやすいが、地獄の中に引いてある境にはどういう意味があるのだろう？

　死んで地獄に落とされてなお、それでも越えてはいけない一線とは？

「……すでに何度か越えちゃっている気もするんだけど。大して考えもせずに」

「目的ハ『脱獄』ですよ？　其それハまあ、従っているだけでは達成でき×ないでしょう」

　それは違う。

　キングスフォードの目的は入口である『地獄の門』から離れて一番底、全体ですり鉢状になっている地獄の中心部へ向かう事だ。

　最終的に何をしたいかまではまだ分かっていないけど。

「川ノ水ハ奇麗ナものではあり〼×ません×が、風ヲ浴びる分には心地良いですわね。……ふうっ」

　ふと竿さおを操る手を止めて、キングスフォードは大きなエビフライ状になった長い髪を片手でかき上げた。

　やはり炎の地獄のせいか。

　宝石の粒みたいな汗あせの珠たまが散り、露あらわになったうなじの辺りから甘い香りがする。

「まったく、ロングヘアハこういう時不便です。是これデ意外ト空気を溜ため込こむ～から、結構背中側ハ断熱効果ガ○あるんですよねー」

「……今度は川のど真ん中から巨大なうなじが出てきそうだからお願いそれ自重して」

「？」

　渾こん身しんの力で上かみ条じよう当とう麻まは己の思春期と戦う。

　同じイカダに乗るクソ野郎がいつかのリベンジを始めた。

「表側と裏側で布面積が極端に違うからの。裸エプロン的というか管理人のお姉さん的というか。うなじにがっつり食いつくのも悪くないが、割と丸出しな肩けん甲こう骨こつや背骨のラインはもちろん、そこから視線を腰の後ろに下げれば水着の生地が薄いから尾てい骨の凹凸まで浮かｂ

「おっと失礼ですわ」

　ブおおおおおお!!　というＣＲＣの絶叫があった。どうもイカダがバランスを崩した拍子にやたらと長い銀の顎ひげを摑つかまれたらしい。何に？　どぷんどぷんの汚れた川から何か飛び出していた。ていうかデカい犬の頭が何個も出てきて青年ジジイのひげを嚙かんでる!?

「あらあら、また魔犬ケルベロスですよ。やっぱり犬かきなんですねえ。上ノ圏谷デ倒さ×ないデやり過ごしたのは間違いでしたかしら」

「ＣＲＣってわんこに懐なつかれる体質なのか……？」

　今のは流石さすがにバカ話だったはずだ。

　深い意味はなかったはず。

　ローゼンクロイツのあれ、特に暗号を隠していた訳ではなかったよな……？

「ぐぐぎぎぎ。のう若造」

　ご自慢のロングヒゲをデカい犬の顎でがぶがぶ嚙かんで引っ張られ、割と絶体絶命なクリスチャン＝ローゼンクロイツが言ってきた。

　修学旅行の夜みたいだった。

「結局貴様誰が好きなんだよ？」

「……、えーと」

「即答じゃ、ない……？　いやいやいやそこはアンナ＝キングスフォード一択じゃねえのかよ!?　じゃあ今までの巨大なおっぱいやお尻は何だったんじゃ……。裸エプロン装備の年上管理人お姉さんドリームは？　し、思春期とは残酷じゃ。まさかの純粋一〇〇％性欲要員かえ!!!???」

「ジジイさては何かしらのトラブルを期待しているな？　この三六〇度逃げ場のない川の上で、キングスフォードのヘイト値を吊つり上あげてこっちに向かって襲ってくるように!!」

「じゃが若造も特に否定はしｎぶごぶごご!?」

　巨大な陰謀を阻止するために上かみ条じよう当とう麻まは屈かがんで赤衣の青年の足首を二つ摑つかんだ。そのままひっくり返し、余計な事言わんようイカダの縁から逆さかさ吊づりジジイの顔だけ澱よどんだ川に沈めておく。世界は今日も平和だ。

　アンナ＝キングスフォードが長い竿さおを突いてイカダを進ませる。

「よっと」

　川の対岸に到着した。

　いつ何が起きて引き返す羽目になるかは分からないので、イカダについては川に流されないように陸地まで揚げておく。水に浮かべている間は軽そうに見えたけど、自分の手で引きずるとかなり重い。丸太を何本も組み合わせているのだから当然か。イカダの形にしてしまうと地面を転がす事もできないし。

　ふと、だ。

　上かみ条じようの頭にちょっとした疑問がよぎった。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツ。おぞましい達人が死ねばどこに向かうかは、ある意味では明白だった。上かみ条じよう当とう麻まだって納得はしている。これだけ好き勝手にやらかして少なくない人を哀かなしませれば、まあ地獄に落ちたって文句なしだろう。

　だけど、だ。

　善しかない善なる達人。冷静に考えれば、彼女は何で『ここ』にいるのだ？

　生きるか死ぬかの切り替えなら、確かに永久遺体のスイッチを切ればまたげるかもしれない。だけどそこまで善を極めた人間なら、死んだら天国とやらに旅立つものなんじゃないのか。




　そう。

　アンナ＝キングスフォードとて、死ねば地獄に落ちる側の人間なのでは？





３






　地獄というのは薄暗く、空虚で乾いたイメージだった。

　それから熱や炎という連想もあった。

　なのにアンナ＝キングスフォードの後をついて慎重に歩く上かみ条じようは、だんだん様子が変わってきた事に気づく。

　肌寒い。

　辺りを見回すと、吐く息が白くなってきた。

「……地獄の最下層が近づいておる」

　ローゼンクロイツが囁ささやいた。

　彼の吐息も白い。

「若造も、コキュートスというカタカナ用語くらいは聞いた事があるのではないかえ？」

「氷属性の魔法とか、魔剣とか、そういうの系？」

「逆に、現代人とやらは一体どこから拾って娯楽なんぞに組み込んでくるのかのう……？」

　銀髪に赤衣の青年は長い長い顎ひげを軽くさすりながら、

「コキュートスというのは地獄最下層全体の名前じゃ。さらにこのコキュートスも切り株の年輪のように、四つのエリアに分かれておる。カイーナ、アンテノーラ、トロメーア、ジュデッカ。外周から内周に向かうにつれて罪は重くなり、最下層の中心点・ジュデッカではこの世で最も罪深い三人の人間が世界が終わる日まで永えい劫ごうの罰を受けておる訳じゃな」

「……、待て。さんにん？」

「おや困った。……不思議と数が合ってしまうのが、老骨も気になるところではあるがの」

　上かみ条じようは凍える世界を歩き続けるキングスフォードの背中に目をやった。

　今地獄を歩いている三人と、この世で最も罪深い三人。

　この対応。

　ありえるか？

　いや、でも……。

（その理屈だと案内してるキングスフォード自身も大ダメージを喰くらいそうなんだよな。地獄の底まで連れていって罠わなにかけるなら、キングスフォードの他にもう一人必要っぽいけど）

　どれだけ考えても目的を読み切れない。

　それが分からない事には予防のしようもない。

　不安が募る。

　辺りはより一層暗くなり、これまでと違って切り裂くように寒く、明らかに何かしらの事態が進行していた。早く手を打たないとまずいのに、奥へ奥へと案内されるばかりだった上かみ条じようには今さら闇雲に走って逃げ出す事すらできない。

　それではガイドさんが信じられないからと言って、トラップだらけのピラミッドであらぬ方向に向かって全力で駆け出すようなものだ。

　もっと自分で考えるべきだった。

　せめて上かみ条じよう自じ身しんがこの手でマッピングくらいは行って、来た道をそのまま引き返せるようにしておくべきだった。そうすればひとまずは『地獄の門』までは無事に帰れたものを。

　レールを意識する。

　右にも左にも世界は広がっているのに、線路の上にいる上かみ条じようはどこにも逃げられない。

　それが余計に焦あせりを募らせる。

「ここは……」

　地獄の奥の奥にあったのは、一面の氷だった。

　巨大な地底湖が丸ごと凍りついたのと似ているが、分厚い層の下に『水』が存在するかどうかはここからでははっきりしない。思ったより透明度が高い。

　地獄の中心ならそれこそ黒々とした汚れが渦巻いていそうなものだが、まあ、異世界ファンタジーな魔界だって表は黒々としているけど魔王城の中はきらびやかにできているか。

　つまりそういう特別な場所だった。

　ヨーロッパ型の地獄の構造に詳しくない上かみ条じようでも、何となく分かってしまう。

　アンナ＝キングスフォードは立ち止まった。

　これまで延々と歩き続けた善なる達人が、ここにきて足を止めたのだ。

　こんな奥深くまで自信満々に先導しておいて、道に迷ってしまいましたーとか笑顔で言われたら別の意味で最悪も最悪だが、そういう話でもないらしい。

　アンナ＝キングスフォードが言った。

「此こ処こです」










　何か。

　いた。










　呼吸が詰まる。

　生きている世界にはあんなものいない。人が死んでしかも地獄に落ちなければ知る必要すらなかった怪物だ。あれは良くない。オティヌスとかアレイスターとか、そういう意味での強敵とは何かが違う。同じ場所にいたらただ破滅する、上かみ条じようにはそう分かる。

　まだ本質を捉える前、ぼんやりとしたシルエットだけでこれだ。

　直接目撃してしまったら何がどうなる？

　暗闇というのは基本的に、人の心に不安や恐怖を与えてくるものだと思う。上かみ条じよう一人の考えだけでなく、光と闇なら光の方が善玉っていうのは全世界で普遍的に存在する考え方でもあるはずだ。

　でも、ここでは違った。

　濃密な闇のなんと心強い事か。何の覚悟もなく、分厚いヴェールの向こうで蠢うごめく『何か』を目にする事だけは避けられたのだから。

　前にキングスフォードは、ギリシャ神話には『夜』を司つかさどる女神ニュクスがいるという話をしていた。

　つまりこういう安あん堵どが神と拝まれるほどにまで尊ばれた時代があったのか。

　見てはいけない。

　見たら破滅する。

　誰に説明された訳でもないのに、実際に自分自身で確かめた訳でもないのに、上かみ条じよう当とう麻まはそれが分かってしまった。右手にどんな力があろうが、そもそもあんなものの前には絶対立ってはならない、と。

「……悪魔大王、またハ地獄大王」

　アンナ＝キングスフォードがぽつりと呟つぶやいた。

　これが、彼女の目的なんだろうか？

　こんなものと接触する事が。

「その正体ハ『妨げる者サタン』、『蠅ノ王ベルゼブブ』、『光ヲ帯びた者ルシフエル』等など諸説分かれ〼ます×が、何ニせよ『彼』ノ役目ハ只ただ一つです。最も罪深い三人ヲ永えい劫ごうニわたって嚙かみ砕くだく、最高刑罰ノ執行者。この地獄像ニよれば、悪魔ノ頂点、魔王ハ神への反逆ヲ企てて地ノ底デ力ヲ蓄えているのも神ノ掌てのひらノ上デ○あり、神ガ決めた罪人ヲ責め続けている事ニなり〼ますね」

「何を……」

　上かみ条じようは絶句していた。

　キングスフォードは何がしたいのだ？　上かみ条じようは騙だまされてこんな地獄の底までやってきたが、彼女は自分の意志でここを目指してきた。闇の奥にあんな巨大な化け物が蠢うごめく超危険地帯に。もし上かみ条じようが場を全部コントロールできたとしたら、どんな目的や利益があってもこんな所には絶対来たくない。なのにキングスフォードは何な故ぜ自分から？

「こんな所まで来て俺達に何をさせるつもりなんだ、キングスフォード!?　俺達は地獄から現世へ戻るために旅をしてきたはずだろ!!」

「◎はい」

　善なる達人、そういう皮を被かぶった誰かはあっさり頷うなずいた。

　笑顔で。

　……暗闇の奥で蠢うごめく巨大な何か。あれに上かみ条じようとローゼンクロイツの魂でも捧ささげて自分だけ現世に戻してもらうつもりなのだろうか？　そんな益やく体たいもない想像まで上かみ条じようの脳裏によぎる。妄想まで並べてしまうのは、上かみ条じようの中で有効な答えや対抗策が思い浮かばないからだろう。

　しかし、だ。

「是これハ最初ニ説明し〼ましたね。地獄全体ハ、すり鉢状ノ構造です」

　アンナ＝キングスフォードは言う。

　……？

　変わらない？

　メガネのおっとりお姉さんはいつもと変わらない調子で言う。

　上かみ条じよう達たちを地獄の最下層まで連れていけば、もう善玉の演技をする必要はないはずなのに。

「故ニ、最短ノ距離デ地獄～から現世ニ向かうので○あれば、答えハ単純。一番底～から垂直ニ一本ノラインヲ確保し、真上ニ進む。是これしかあり〼×ません」

「あ」

「黙示録等などニ○あるわずかナ記述～から人々ガ地獄ノ構造ヲ考えた当時ハ、エレベーター、ヘリコプター、ロケットといった考え方ハあり〼×ませんでした。垂直ルートヲ使えるのは背中ニ翼ヲ持つ、地獄担当ノ天使達のみ。此こ処こハ管理された抜け道なのです」

　キラキラと何かが光っていた。

　細かい粒子のように見えた。

　でも違う。その正体は透明度の高いガラスか何かでできた、分厚い板だ。それが規則性をもって空中に浮かんでいる。上かみ条じよう当とう麻まにはそれが螺ら旋せん階かい段だんに見えた。どこまでもどこまでも垂直に伸びた透明な階段は、視線を上げていくと遠近法によってスケール感が崩れ、天から落ちてくる一条の細い光のようにも見えてくる。

「『地獄ノ門』という言葉ハよく目ニし〼ます×が、×しかし、その手前デ引き返せば現世ニ戻れるという記述ハ特ニあり〼×ません。すり鉢状ノ縁ニ立ったところデ、其そ処こ～からさらニ外側ヘ向かったとして何ニなるというノですか？　己ノ見立てでは、おそらく永えい劫ごうニ地獄上層ノ暗い森、辺獄近辺ヲさまようだけニなるかト」

　つまり。

　つまり、何だ……？

　アンナ＝キングスフォードが一番初めの『地獄の門』から地獄の底に向かって歩いていたのは、特に深い意味があったのではない。単純に、一番底から真上に脱出するルートがあったから、最短最速の道を選んでいた。

　裏も表もない。

　本当にそれだけ、だったのか？

「現世～から地獄ニかけてノ領域ヲ記述した『邪悪ノ樹クリフオト』。一般には、幽鬼ヤ呪じゆ詛そヲ専門的ニ説明する邪道トされ触れれば災いヲもたらすトされてい〼ます×が、クロウリー派では完全武装した達人ガ注意深く接触すれば、正攻法では○でき×ない裏技ヤ抜け道ヲ無数ニ取得する事ガ○できる、トされてい〼ますね」

　光の階段を眺めてキングスフォードは言う。

　さも当然のように、無償の奇跡を提示しながら。

「そしてそのクロウリー派ガ一般化した瞑めい想そう法ほうでは、既存ノ善悪論ニ惑わされて右にも左にも逸それる事×なく、只ただ只ただ垂直ニ上昇する事こそガ、世界ト世界ヲまたぐ唯一ノ方法トされてい〼ます。……現代ノ理論ヲ直接的ニ可視化してしまえば、まあ、ざっとこんなところでしょうか？」

　アンナ＝キングスフォードには何もなかった。

　彼女は本当にただ上かみ条じよう当とう麻まを助けるために自分の機能を止めて現世に別れを告げ、わざわざ地獄まで降りてきた。無償で。自分自身は得るものなど一つもなく。

　助けられる側でありながら、上かみ条じようはそこを疑った。

　まるで紫キャベツの溶液だ。

　あるいは地獄。

　真に善なるキングスフォードを見て何を思うかで、その人間の浅ましさが暴かれる。どれだけ隠したところで真なる達人の前では意味がない。究極の正しさの前では、恥じて隠そうとする行為そのものさえあっけなく浮き彫りにされ、突きつけられる。

　そう。

　アンナ＝キングスフォードに何もなかったとなると、上かみ条じようには新しい疑問が湧いて出る。

　そもそも、上かみ条じよう当とう麻まは何でキングスフォードを疑い始めた？

　何きっかけであろうが結局は上かみ条じよう自じ身しんの心の動きだ。少年は自分の醜さを他人に押しつけるつもりはない。だけど、あったはずだ。無償のボランティア精神で自分の命まで投げ出せる善なる達人を疑うように仕向けた、一番初めの方向性が。

　さほど難しい問題ではない。

　消去法で考えれば良い。

　善なるキングスフォードは違う。振り回された上かみ条じようは醜い心の持ち主だが、それだけだ。彼を外からつついて悪なる道へ誘った者はこの二人以外に存在する。

　今、この地獄には誰が残っている？

　三人から二人を引いたら誰が余る？

　上かみ条じよう当とう麻まは言った。

　元凶の名を。




「クリスチャン……ローゼンクロイツ？」





４






　時間が止まった。

　上かみ条じよう当とう麻まには信じられなかった。

　しかしそう思ってしまう事自体が、すでに取り込まれている証あかしでもあるのか。

　前提があったはずだ。

　善なる達人キングスフォードとは対極。ローゼンクロイツは『よくある伝説』と違って、実際には自じ儘ままで気き紛まぐれに死しを撒まく達人だったと。

　その危険性を忘れたのか？

　かつて学がく園えん都と市しで一体何が起きたかをもう忘れたのか？

　ただの正しさに従っているだけでは手に入る事のない真実。斜に構えたものの見方、裏技や抜け道を使えるかもしれない可能性。そんなものに踊らされていた。

　キングスフォードは言っていたではないか。

　幽鬼や呪じゆ詛その領域を専門的に説明する『邪悪の樹クリフオト』は、完全武装した達人でなければまともに扱う事はできない。常人が触れてもただ災いに吞のまれるだけだと。

　典型的だった。

　……もし上かみ条じようがキングスフォードを疑ったまま離反していたら、この地獄で一体何が起きていた？

　悪魔は分かりやすく腕力に頼ったり、口から炎を吐き出したりはしない。上うわっ面つらは優しく、言葉で誘って、そして人を間違った結末へと全力で突っ走らせる。危険な存在だという前提は誰でも知っているはずなのに、でも、自分だけは例外的に世界の水面下に横たわる裏ルールまで無傷で活用できるのではないかと思い込む。

　外側からそう仕向けて、己の手を汚さずに、最短最速で破滅させる。

　アンナ＝キングスフォードが上かみ条じようへの対応とは違い、クリスチャン＝ローゼンクロイツには冷たい対応を徹底してきたのも、つまりはそういう事か？

「あなた程ほどノ達人ガ、×しノ外～から刺激されたとはいえ再び動き始めたノです。たった一回×ころされてハイおしまいだなんて話ハ×ないでしょう？　ＣＲＣ」

　てっきり、素しろ人うとの高校生とプロの達人の違いかと思っていたが。

　……もっとシンプルに、ＣＲＣは最初の最初から黒幕だった。上かみ条じようがすっかり忘れていた事を、善なる達人は常に見透かしていたのだ。

　アンナ＝キングスフォード。

　地獄とはまた違う形で人の本性を表すもの。

　それは紫キャベツの溶液のように上かみ条じよう当とう麻まの浅ましさを浮き彫りにするばかりか、優しげで小奇麗な悪魔の化粧を剝ぎ取り、その本性を露あらわにしたのだ。

　たった一人の黒幕。

　最初の最初から分かり切っていた、クリスチャン＝ローゼンクロイツ。

「この、地獄は……」

　狼狽うろたえていた。銀髪に赤衣の青年は、わなわなと震えながらもこう叫んだのだ。

　これは何かの皮肉か？

　あるいは地獄では全てがひっくり返るとでも？

　死しを撒まく存在が自分の正しさを訴えていた。

「老骨のためにある巨大な装置じゃ。老骨自身が拵こしらえた!!　後から勝手にやってきたのは嬢ちゃん達の方ではないかえ!?」

「？」

　上かみ条じようには言われた意味が分からなかった。

「◎はい」

　が、善なる達人は違う。

　基本的にアンナ＝キングスフォードに知らない事はない。正しさからも踏み外さない。こいつと敵対してしまうというのは最悪も最悪だ。単純な腕力勝負ではない。たとえ何者であろうが、キングスフォードと対立してしまったその瞬間に、ただそれだけで、お前の存在や考えは絶対に正しくないという証明が完了してしまうからだ。

「この地獄ハ、『そのもの』ではあり〼×ません」

　善なる達人が言い放った。

「『地獄』という単語～から想起する複数人ノイメージヲ統合して作られた仮初めノ領域。死した筈はずノ魂ヲ作り物デ覆い隠し、行き先ヲシャッフルして、結果、◎せいト×しすら曖昧ナ臨死という形ヘ強引ニでも属性ヲ切り替える。×しした魂ニ再び現世ヘ舞い戻る資格ヲ捏ねつ造ぞうするだけノ場所。九死ニ一生ヲ後出しデもぎ取る。言ってしまえば其それだけです」

　この地獄は『そのもの』ではない。

　上かみ条じようはこれまで暗闇の奥を横切る人影や、地面から逆さに飛び出た両足などを何度か目撃している。しかしその割には苦しむ人々を助けるでもなく、地獄の光景の一部として素通りしていた。今にして思えば不自然だったが、つまりこれもそういう事か？

　人影も含めて全ては空虚なかきわりに過ぎなかった。だから当たり前の感情を刺激されなかった。

　ただ、

「？　つまり、キングスフォードがそういう敗者復活ゾーンを作ったんだろ？」

「×いいえ」

　キングスフォードは即座に否定した。

　かつての『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』運動に流された大衆と違い、彼女は自分の利になるという理由では真実を曲げない。

「この地獄ヲ隙間ニ差し込んだのはクリスチャン＝ローゼンクロイツ、そう名乗っていたヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエですよ」

「まさか……」

　そういえば、だ。

　ここがキングスフォードの作った自分好みの地獄なら、何でローゼンクロイツが迷い込んでいるんだ？　キングスフォードが上かみ条じようを助けたいというだけなら、二人で旅をすれば済む話なのに。

　謎の余剰部分。

　ではなく、

「ローゼンクロイツは、『地獄の門』にいた。地獄全体のスタート地点。でも俺達は見てないぞ。こいつが地獄にやってくる瞬間そのものを……」

「当然じゃ。この老骨の方が先にいた。後から紛れ込んできた異物、余剰部分は若造と嬢ちゃん、そちらの二人じゃった!!」

「ええまあ」

　即答だった。

　正しき人は基本的に隠す素振りすら見せない。

「是これでも一つ、アレイスタート約束ヲしているノですよ。己ハどんな反則ヲ使ってでも、必ず上かみ条じよう当とう麻まヲ助けてみせるト。故ニ約束ハ守らなくてハなり〼×ません。ＣＲＣ、あなたノ純粋かつ破滅的ナ野望ヲ砕き、踏み台ニしてでもです」

「……この老骨は、生きて返る」

「今○ある世界～から『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』ノ芽ヲ全て摘み取るためニ？」

「老骨には現世で遂げるべき事がある!!　故にこんな所には留とどまっておれんのだ!!」

「その結果、今○ある世界ノ半分。魔術サイドニ星ノ数程ほど○ある魔ま術じゆつ結けつ社しやヲ直接的ニ全て滅ぼし、間接的ナ混乱ニよって科学サイド迄まで瓦が解かいさせる事ニなってでも？」

　上かみ条じよう達たちが今まで歩いてきたこの地獄は、ローゼンクロイツが自分の死んだ魂を現世に戻すために用意した、仮初めの空間だ。

　そこに上かみ条じようとキングスフォードが横よこ槍やりを入れた。

　この構図が正解。

　だから道中ではヨハンの過去や罪が暴かれた。ここは全部、初めから彼のために調整された順路だったから。

　そしてローゼンクロイツは自分さえ『脱獄』できればそれで構わないと考えていたはずだ。この地獄のために最短コストしか支払っていないのなら、一つの予想が出来上がる。

　つまり、

「この地獄ノ構成では、現世ニ戻せる魂ノ数ハ一つだけ」

「……奪うつもりかえ」

「元々、満まん身しん創そう痍いノ学がく園えん都と市しハ二度目ノＣＲＣ襲来ニ耐えられる程ほどノ余力ヲ残してハい〼×ませんでした。次ガ○あれば本当ニおしまいです。ヨハン、あなたノ復活だけハ何としても阻止しなければなら×なかったノです」

「この老骨から椅子を奪う気かえ!?　都合良く死した上かみ条じよう当とう麻まを復活枠にあてがう事で、嬢ちゃんはたった一枚しかないチケットを無駄に消費させ、結果、この老骨の復活を永劫に阻止しようとした!!!!!!」

「少年ノ×しハ必然でした。其それ自体ハどうやっても回避×ふ能のうだった。で○あれば、その×しすらモ全体ノ作戦ニ組み込んだ上デ全てヲ救うのがベストノ回答でしょう？　利用した者ノ責任として、×まだ×まだやり残した事ガ山やま程ほど○ある若き魂ヲ現世ニ返すくらいハ当然です」

　全て。

　だけどそこには計上されていないものが二つある。

　アンナ＝キングスフォードとクリスチャン＝ローゼンクロイツ。

「たとえどれだけノ力ヲ有していようとも、我らハ所詮既すでニ×しせる魔術師。今ヲ◎いきる少年ヲ押しのけて迄まで復活するような浅ましき愚行ヲ、己ハ認める訳にはいき〼×ません。生存ノ空席とは◎いきるべき者ノためニこそ使い切るべきなのですよ、ＣＲＣ。チケットガ一枚○あるならば、迷わ×ず少年ニ渡すべきです。我らガでしゃばるべきではあり〼×ません」

　断言だった。

　最初の最初から、キングスフォードは自分が生き返る可能性など考慮していない。

「嬢ちゃんは……それで満足する気かえ？」

「◎はい」

「そんな奇麗ごとでッッッ!!!???　こ、この老骨に限った話ではない。何しろ本当に手が届くのじゃぞ、現世の蓋に。嬢ちゃんとて、そこの若造を捨てて自分自身が復活してしまった方が、より多くの人を救えるだろう。達人を名乗るというのであれば具体的な計算までできるはずじゃ。だというのに何な故ぜ譲る!?　そんな愚行に命を投げ出せるッ!?」

「周囲ヘ奉仕ヲするためニ。全てハあなたガたわむれニ悪いた戯ずらデ書いたラクガキだったとしても、薔ば薇らト十字ヲ名乗る団体ノほとんどハ冠ヲ借りただけノ別物だったトしても、其それでも、其そ処こニ書かれた理想ヲ本気デ信じて命ヤ人生ヲなげうった達人モまた確かにいた。……彼ら本物ノ達人ガ人知れ×ず救い、笑顔ヲ返してくれた大勢ノ人々ガいる。己ハ只ただその列ニ加わるのみですわ。目ノ前ニ迷い子ガいる限り、そしてこの手ヲ差し伸べられる機会ニ恵まれたので○あれば、始まりガ◎しんか×ぎか等などもはや大した問題では×ないノです」

「……、」

「ＣＲＣ等など存在し×ない？　『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』ハ作り話だった？　たとえ誰ニそう言われたところデ、余計ナ細工ヲ弄する必要ハあり〼×ません。己ハ只ただこう返すのみ。……其それでも己ハ、ローゼンクロイツノ伝説ガもたらした多大ナ功績ヲ曇り×なく信じてい〼ますト。クリスチャン＝ローゼンクロイツハ、その幻想ハ、現実ニ多くノ魔術師ノ心ヲ動かしてたくさんノ人々ヲ救い〼ました。だから己モまた、そうした一部トなり先達ノ列ニ加わりたいト」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　黙った。

　さしものローゼンクロイツさえも。

　恵まれた、とキングスフォードは言っていた。上かみ条じようなんていう余計なお荷物さえなければ、騒ぎに乗じて自分自身が復活だってできたはず。いや地獄に来る必要すらなかった。

　躊ちゆう躇ちよも未練もなく。

　彼女は本当に本気で上かみ条じよう当とう麻まの生還しか見据えていない。

　そしてＣＲＣ復活をここで確実に阻止し、学がく園えん都と市しや大きな世界まで守ろうとしている。

　巧みに誘われたとはいえ、だ。

　こんな人に疑いの目を向けていたのかと、上かみ条じようは改めて自分の愚かさを突きつけられる。

「させぬぞ」

　死と破壊を撒まく達人は失敗した。

　死んでいる人間は死んでいる状態の方が正しいとか、善なる達人キングスフォードには何か裏の顔があるとか。色々囁ささやいていたけど、結局蓋を開けてみればこうだった。

　ローゼンクロイツは、自分の利になる話しかしない。

　これさえ分かっていれば、今までの情報の真偽を整理する事などあまりにも容易たやすい。

「この地獄はこの老骨が用意したのじゃ!!　であれば誰が何と言おうともこの老骨が一人で使い切る！　浅ましき盗ぬす人つとどもめ。どれほど善人を気取ろうが、正当なる権利は常にこちらの掌てのひらにあるのだからなあッ!!」

「既すでニ言った筈はずですよ、ＣＲＣ」

「っ」

「……今回己ハ、『反則技』ヲ使ってでも上かみ条じよう当とう麻まヲ必ず助けるト」

　ＣＲＣ、クリスチャン＝ローゼンクロイツ。

　またはヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエ。

　こいつの性質は徹底して危険だ。学がく園えん都と市しで何が起きたかは忘れるはずもない。でも一方で、銀髪に赤衣の青年は今まで一度だって、自分自身にだけは噓うそをついてはこなかった。結果、それで不利益を被こうむって身を滅ぼす羽目になってでも。

　実に、四〇〇年以上も生と死の世界をさまよって。

　彼の目的は一つだけだった。




　自分でしでかしてしまった事の、責任を取りたい。




　それだけ、なのだ。

　だからかつて一五歳の少年だった誰かは、自ら怪物と化した。

　苦難の果てに成し遂げたから、だから一体何なのか。彼自身に富や財産が集まってくる訳でもないのに。

　構わなかった。

　幸せになるためではなかった。

　自分で自分を罰する事だけ考えて歩き続けていた。

　ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエという自分の名前すら捨てて、己が最も忌いみ嫌きらう架空のクリスチャン＝ローゼンクロイツを着こなして。そうやって巷ちまたに広まり続ける『薔ロー薇ゼン十クロ字イツ』伝説を根絶しようと全力を注ぎ、それでも人の口から口へと伝わる作り話の自己増殖速度に追い着く事ができず、結局は捏ねつ造ぞう作さく者しやこそが屍しかばねとなって歴史から消え去る事となって……。

「老骨は、蘇よみがえる……」

　その正体も。

　罪も。

　全てを善なる鏡に暴かれて、歯は嚙がみしながらローゼンクロイツはなお吼ほえる。

「何としても、どのような汚名を被かぶってでも、自分自身を捨て去ってでも!!　貴様にはあるのかえ、若造？　将来なりたい職業も創りたい未来も描けぬ若造ごときに。この四〇〇年を超える後悔と怨えん嗟さを上回るほどのッ、復活を渇かつ望ぼうする強き理由でもあると言うのかあああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　言葉が押し寄せてきた。

　それは目には見えない高波だった。

　実際、上かみ条じよう当とう麻まは進学するか就職するかも決めてはいないちっぽけな高校生だった。一個の伝説そのものと融合したクリスチャン＝ローゼンクロイツの、四〇〇年を越える執念と正当性を叩たたきつけられてしまえば、たちまちに己の立ち位置を見失って魂を砕かれても何らおかしくはなかった。




「ふざけんな」




　しかし、一言だった。

　右手の拳を使うまでもなかった。上かみ条じよう当とう麻まはたったの一言で四〇〇年の幻想を打ち砕いた。

　もう惑わされない。

　歪ゆがんだ言葉に耳を傾けるのは簡単だ。善人と同じように信じるよりも、危険な誰かと一緒になって疑った方が利口に見える時もあるだろう。でも違う。真実は真っ直ぐにできているものだし、利口で姑こ息そくな道を選び続けたところでその先に必ず幸せな未来が待っているなんて話は誰も保証していない。後ろ暗い達人は信じれば馬鹿を見るとは笑いかけてくるが、じゃあ逆に、何もかもを疑い続けた結果どんな幸せを獲得するのかなんて説明は一切しない。無理して斜に構えたところで、得るものなんか何もないからだ。

　自分で決めろ。

　そう強く望めば、胸の真ん中に強い力を感じられるはずだ。

　分厚いかどうか、利口かどうか、賢いかどうか、そんな基準は誰も掲げていない。

　逆に質問する。

　ちっぽけで薄っぺらで間抜けな選択の、一体何が悪いか言ってみろ。

　だから。

　上かみ条じよう当とう麻まの口から、自然と言葉が溢あふれた。

　少年は俯うつむかなかった。

　正面を見据えて死しを撒まく達人クリスチャン＝ローゼンクロイツの眼光を受け止めていた。

　真まっ直すぐに。




「……インデックスと、もう一度話をしたい」




「学がく園えん都と市しに帰って、色々心配かけた御み坂さか達たちにもきちんと謝りたい。きちんと許してもらえるまで何度でも」




「いつもの学校で三学期にみんなと顔を合わせて、青あお髪がみピアスや吹ふき寄よせ達たちと当たり前の冬休みの話で盛り上がりたい。二年生になって、三年生になって、みんなと一緒に学校で楽しく過ごしていきたい！」




「この手で、この指先でっ、アリス＝アナザーバイブルの涙を拭いたい!!　俺が死んだのは俺が自分で選んだ選択の結果であって、別にお前のせいなんかじゃないってきちんと伝えたい！　四〇〇年の後悔、怨えん嗟さ？　ああ確かに御大層な理由だろうな。でもそれが、俺の持っている『目的』を引っ込める理由になんかならねえぞ、ＣＲＣ!!!!!!」




　アンナ＝キングスフォードは声もなく、しかし小さく笑っているようだった。

　淡く小さな光でも見たのかもしれない。

　どんな人間にだって、今を生きたいと願う権利はある。

　どんな人間にだって、前に進みたいと望む資格はある。

　上かみ条じよう当とう麻まが持っている権利や資格はここで全部使わせてもらう。まだ何もする前から、順位だの序列だのを決めて自粛や諦めを促すだなんて、そんな傲慢な考えには応じられない。上かみ条じよう当とう麻まは何としても現世へ帰るし、ローゼンクロイツが再び学がく園えん都と市しやその外に広がる大きな世界に破滅をもたらそうとしているのであれば、これは何としても必ず食い止める。

　ＣＲＣ。

　前の時とは違う。

　学がく園えん都と市しの皆には頼れない。

　今度はちっぽけな少年が挑んで勝つしかない。




　だから何だ。

　やるしかないなら、今ここにいる人間だけで世界を救うしかないのだ。




　強く、だ。

　上かみ条じよう当とう麻まは己の右拳を強く強く握り締める。

「……クリスチャン＝ローゼンクロイツ」

「何な故ぜ、その力は貴様みたいなのを選んだ……？　何の目的も指向性もなく、ただ持っていられる……？」

　しかしそこで、おかしな反応があった。

　ＣＲＣの表情だ。

　くしゃりと歪ゆがんだその顔には、怒りや恨みだけではない。何か、ほんのわずかに、羨むような色が見て取れたのだ。

「もしもテメェが、自分の願いは他の全てを踏みつけにできるだなんて信じているのなら」

「それさえあれば、この老骨、たった一つの異能さえこの手に有していれば」

「もしもテメェが、舞い戻った先の現世で再び世界を壊し続けるっていうのなら」

「こんな四〇〇年の迷走などせずとも、あの時あの時点で薔ば薇らと十字のくだらぬ幻想など打ち砕けたものをオオオおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　少年は構わず宣告した。

　この右手にまだ残っていると、信じていた。

　多分こいつも、上かみ条じよう当とう麻まはまだ死なないと踏ふみ止とどまってくれたのだ。

　だからこその断言だった。




「まずは、その幻想をぶち殺すッッッ!!!!!!」
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　上かみ条じよう当とう麻まとクリスチャン＝ローゼンクロイツ。

　普通に考えれば正面から戦えばどうなるかなんて、火を見るより明らかだ。かつては学がく園えん都と市しが総力を挙げて抵抗し、右腕から飛び出した反則的な『竜王の顎ドラゴンストライク』に頼って、それでも倒し切れず、結局は規格外のアリス＝アナザーバイブルの手でようやくトドメを刺せたのだから。

　それほどまでの怪物。

　単なる高校生が立ち向かったところで、一秒も保もたずに挽ひき肉にくにされるのがもう分かり切っている対決。

　なのに。




　パンッッッ!!!!!!　と。

　上かみ条じようが右手を水平に振るった瞬間、虚こ空くうで何かが弾はじけて消えた。




　全てがねじ曲がったこの地獄で。

　基準点たるその右手は負の世界そのものからすれば異物と化した生者の魔術を打ち消し、破壊する。

　その時。

　驚きに目を見開いているのは上かみ条じよう当とう麻まではなかった。離れた位置から掌てのひらを真まっ直すぐ前に突きつけるクリスチャン＝ローゼンクロイツの方だった。

　ちっぽけな少年がＣＲＣの予想を一個だけ上回る。

　すでにありえない事態だった。

「ッ!!」

　さらに二度、三度と五指で空気を切り裂くローゼンクロイツだが、やはり当たらない。

　同じように右手を振るう上かみ条じようが、直撃前に極大の魔術を打ち消してしまう。

　互角だった。

　渡り合っていた。

『幻想殺しイマジンブレイカー』。

　いいや、それだけでは説明がつかない。

　少年の側から叫んだのだ。

「次は何だ、ＣＲＣ。キトリニタスか、それとも『プネウマなき外殻』か!?」

「っ!?」

　ズンッ!!　と赤衣の青年の背後で、銀色の巨大な球体が落ちた。上かみ条じようの言った通りになった。つまり先読みされている事に、ローゼンクロイツ側もようやく自覚した。焦あせりながらも後ろ手で丸いハンドルをガリリと回し、世界最古の死因、その一つをランダムに取り出そうとする。

　細い木の枝だった。

　それは世界最古の鞭むち。しかしウランやプルトニウムと比べれば隙の多い『死因』のはずだ。

　持っていない時は重なるのか。

　逆に上かみ条じようの側は流れや傾きを感じる。『不幸』な彼にしては珍しく。

　つまり運以外の何かが場を持っていきつつある。

　舌打ちして木の枝を脇に捨てるＣＲＣは、

「何をした……？　若造、その体は特に変調しておらんはず。それとも魔術も知らぬ俗物が、この地獄全体を操作して自分の利になる何かを生み出しておるとでも言うのか!?」

　そんな話ではない。

　地獄の操作なんてできるはずない。

　答えはもっとシンプルで、だからこそ考え過ぎる危険な達人は見逃しているのか。




「一緒にこの地獄を歩いただろ？」




　一言だった。

　即答。

「忘れてんじゃねえのか、ローゼンクロイツ。学がく園えん都と市しでお前とぶつかった時は、全部が全部初めてだったんだ。伝説のＣＲＣがどんな人間でどう動くか誰も知らなかった。見た事なかった。だから俺達は無防備に全部直撃するしかなかったんだ！　……でももう違うぞ。お前の扱う術式は全部見ている。それに何よりヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエが剝き出しになったんだ！　食い散らかすようなその手口も、既知の攻撃をどう利用して俺達を罠わなにかけるかも!!　お前がどれだけ強くたって、前の戦いとは違うんだよ!!!!!!」

　そして現世の学がく園えん都と市しで、ローゼンクロイツから様々な攻撃手段を引き出したのは上かみ条じよう一人ではない。

　警アン備チス員キルがいた、風紀委員ジヤツジメントがいた。

　御み坂さか美み琴ことがいた、アラディアがいた、インデックスがいた、アレイスターがいた。

　帰るべき場所を思い出せ。

　まだまだ広がる人生。

　学がく園えん都と市しで待っていてくれる人達を。

　彼らが一枚一枚伏せたカードをめくってくれたから、上かみ条じようは今こうして立っていられる。

　ＣＲＣの戦術にヨハンの考え方。今ならどっちも分かる。

　神経衰弱で悩むのはもう終わりだ。

　一度でもこちらのターンになれば、後は全部のカードをかっさらう!!

「そんな……」

　ごくりと、ＣＲＣの唾つばを吞のむ音があった。

　信じられない、が、起きた現象を否定する事もできないのだろう。

　世界の誰よりも聡そう明めい故に。

「そんな理屈で彼我の実力が埋まるものか。ただの高校生と伝説の奥に潜むクリスチャン＝ローゼンクロイツじゃぞ。その絶対的な差が埋まる日など来るものか!?」

　ぎょっとした顔の銀髪に赤衣の青年に、キングスフォードが告げる。

　少年の起点となった一言と重ねるように。

「お忘れですか、ＣＲＣ」

「……、」

「あなたハアリスニ殺されて其それっきり、後ハ復活ニ備えてずっと自作ノ地獄ニこもっていたノでしょう×が、彼ハ×ちがい〼ます。◎いきていたんですよ、その後モ。彼ガ◎いきていたのは僅わずかナ時間でした×が、その間ニ、上かみ条じよう当とう麻まハアリス＝アナザーバイブルヲ撃破しているノです」

「な、んじゃと……？」

「単独デ。『竜王ノ顎ドラゴンストライク』にも頼ら×ずニ」

　ついに、黙った。

　ありふれた現実が赤衣に銀髪の青年の想像すら超えた。

「既すでニ、上かみ条じよう当とう麻まハ一つだけＣＲＣにも成し遂げられ×なかった事ヲ果たしているノです。彼ガ、其そ処こ～から何モ得てい×ないトでも？」

　善なる達人は揺るがない。

　生きている事はそれだけで尊い。

　並の人間が口に出しても歯が浮きそうなこんな言葉でも、キングスフォードはその意味を正しく理解している。だから生と死の境を軽々と飛び越えながら、アンナ＝キングスフォードは決して命や魂といったものを粗末には扱わない。

「×しんだ人間ハ只ただその場ニ留とどまるのみです×が、◎いきる人間ハ常ニ成長ヲ続け〼ます。ちっぽけナ少年？　彼ヲ、自分ガ戦っていた頃ノ彼だとハ思わ×ない事です」

　上かみ条じよう当とう麻ま一人では、頭で分かっていても体がついてこなかったかもしれない。

　だけど善なる達人がいる。

　未熟な少年の思い描いたものは、キングスフォードが支えて実現すれば良い。

　対極。

　死と破壊をもたらす達人が言った。

　皮肉げに、わざわざ言葉の起点を合わせて。




「……そちらこそ忘れたかえ、若造？」
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　低い音があった。

　そして揺れ。

　闇に包まれた地獄全体が縦に震動していた。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツは両手を広げて宣言した。

　強く。

「この地獄は老骨が意図して一人で組み上げたもの。嬢ちゃん達は横よこ槍やりを入れた不正来訪者に過ぎぬ。であればこの偽りの地獄、全ては老骨の意のままであるともナア!!」

　キングスフォードによれば、この地獄は『そのもの』ではない、という話だったか。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツ。またはヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエが、死した魂を無理矢理にでも現世側へ押し出すために構築した、仮初めのイメージの集合体。そういう意味での地獄。

　であれば、この場にある全てをヤツは意のままに操れると考えるべき。

　そうなると、だ。




　ゴッッッ!!!!!!　と、天から地へ、垂直に何かが落ちた。




　一瞬、上かみ条じようは聖なる天罰か何かかと思った。

　でも地獄にそれは似合わない。

　正体は超高水圧のウォータージェットみたいなものだった。

　とっさにキングスフォードが横から突き飛ばしていなければ、上かみ条じよう当とう麻まは考える暇もなく両断されていた。しかも縦に。

「アケロン川、ステュクス川、プレゲトン川……。地獄ノ各階層ヲ流れ落ちていく水ノ流れヲ切り替えて攻撃ニ転化し〼ましたか。◎せいト×しノ境ヲ分けて不正侵入ヲ阻はばむ特別ナ川の水です。無理矢理ニ超高水圧ヲかけて直撃させれば、標的ノ体ニ深く食い込んで～から『二つニ分ける』力としても有効ニ機能ハするでしょう」

「ごめんなさいキングスフォード先生つまり俺はこれから何に気をつけて戦えば良いのかだけサクッと教えてもらえます!?　あんなの一発当たったらおしまいだし、ナニきっかけで回避すりゃ良いいのか予備動作も分かんねえ。早くせんせい!!」

「こんなのハ序ノ口ですよ。×まだ×まだ来〼ます」

「ああもちろん序の口だノオ!!」

「このクソ馬鹿天才どもめ話が早すぎるんだよっ、頭の中で三段飛ばしはやめて一個一個処理させろよう!!」

　上かみ条じようが泣いて叫ぶとキングスフォードがそっと息を吐いた。

　メガネのお姉さんが言う。

「分かり〼×ませんか？」

「何がッ!?」

「地獄全体ノ構造ハ中心ニ向かって窄すぼまっていくすり鉢状なのです。詰つまり地獄全体ガ激しく震動すれば、斜面ニ○ある全てノ圏谷～からこぼれ落ちた巨塊ハ底ノ底ニ向かって転がり落ちる」

「マジかオイ……」

「今いま迄まで見てきた地獄ノ全階層、全圏谷ガ同時ニ敵ニ回る。そう考えて問題×ないかト」

　一個じゃなかった。

　隕いん石せきみたいに降ってくるゴツい石の門は、最初に見た『地獄の門』か？　あんなのでもついうっかりで直撃したら上かみ条じようくらい粉砕されてしまう。構造物だけとは限らなかった。人身牛頭のミノタウロスとか赤みを帯びた白が漆黒のデロデロを振り回す夜の女神ニュクスちゃんなども転がり落ちてくる。

　落石どころじゃない。

　あんなの一発でもぶつかったら即死だ。

　……いや、ぐしゃぐしゃにひしゃげても意識は途切れないんだったか？　でも身動き取れなくなれば、それこそ後はＣＲＣの手で徹底的に嬲なぶられる。

　現世への螺ら旋せん階かい段だんをヤツが上っていくのを、止められなくなる。

「うわあ!?」

　大量の落下物を前に、思わず叫ぶ上かみ条じよう。

　またもやすり鉢状の地獄を何かが転がってきた。上の圏谷から落ちてくる以上、それらは全て上かみ条じようが一度踏破した場所にあって実際にこの目で見てきているはずのものだ。

　巨大なおっぱいだった。

「てんばーつッッッ!!!???」

　大地に跳んで避ける。

　そういえば上かみ条じよう当とう麻まの煩ぼん悩のうのせいで、地獄の上の層ではあんなのが実体化していたか。しかも冷静に思い返すとデカいおっぱいそのまま放置してない？

　危うく、だ。

　かつて自分が犯した罪に殺されるところであった。

　一度ダイブしたくらいでは安全とは言えなかった。上かみ条じようは慌てて起き上がると全力で走って距離を取るが、何しろまん丸のサッカーボールとは違う。山みたいなサイズの巨大おっぱいはあっちこっちにバインバイン飛び跳ねて危なっかしい事この上ない。

　殺される。

　巨大なおっぱいに殺される。

　しかし走るとなったら上かみ条じようだっていつまでも大地に立ってはいられない。ここはすり鉢状の地獄の底で、つまり面積は限られているのだ。

　さらに中心側、凍った湖、分厚い氷の層の頑丈さを信じて進むしかなくなる。

　こんな徹底して人間に優しくない地獄で何かを信じるなんて皮肉も良いいトコだけど。

「いっ、行くしかねえ……。どうせまだなんか色々上の層に引っかかってんだろ？　そうだッあれ忘れてたキングスフォードの腋わきの下したや馬鹿デカいお尻に押し潰されて死にたくなけりゃ怖くてもやっぱり分厚い氷の上を行くしかねえんだッ!!　そうだよな先生ッッッ!!!???」

「……、───」

　命や勝敗に直接かかわる極めて真面目な話をしているはずなのに、片手を頰に当ててにこにこ笑ったまま一切の表情が停止している善き達人は何な故ぜか賛同してくれない。見た目は穏やかでも圧が怖い。

　そしてこんなものではなかった。

　すり鉢状の地獄の上から色々降ってくるなら、外周部分、いわゆる岸の部分にいつまでも留とどまっているのは危険だ。だから中心、分厚く凍った湖に足を踏み入れなければならない。ここまでは分かる。

　でも氷の層はただの氷ではない。

　より具体的には、王がいる。

「……おいキングスフォード」

「◎はい何でしょう？」

「じゃあ何か。地獄の全てがローゼンクロイツに操られて襲ってくるって事は、あの闇の奥にいるでっかいあいつ、まさかあれも普通にこっち向かってくるってのか!?」

「氷ノ中央ニいるのは悪魔大王またハ地獄大王ですね。六枚ノ翼ヲ持つその正体ハ、『妨げる者サタン』、『蠅ノ王ベルゼブブ』、『光ヲ帯びた者ルシフエル』ト諸説ハあり〼ます×が」

「名前はどれでも良いいよ何にしたって超絶スター選手ばっかりじゃねえかッッッ!!!???」

「そりゃまあ地獄ノ底ノ大ボスです～からねえ」

　そうでした。

　こんな底の底まで来て最後に待っているのが小ちっちゃいゴブリンとかピクシーとかだったら、逆に、それはそれでなんか無茶なレベルアップしていそうでおっかないけど。

　みしみしみしみしし……、という低い音が響いた。

　暗闇のヴェールの奥。

　地獄全体の中心。主というより核そのもの。

　見たら死ぬ。

　全身を焼かれても串刺しにされても死ぬに死ねない地獄にありながら、上かみ条じよう当とう麻まは何の根拠もなくそう思う。死のない地獄においてもあれを見てしまった場合だけは例外、一撃で魂とやらを砕かれると。

　そして何な故ぜかクリスチャン＝ローゼンクロイツは両手を大きく広げ、闇の奥に向かって力強く跳躍していた。

　奥から大声が聞こえる。




「合☆体」

「うわあああ!!　あの大人気ないジジイを誰か止めろオオオおおおおおおおおおおお!!!???」




　キングスフォードが虚こ空くうにゲンコツを落とし、空中、悪魔大王まで一メートル地点にまで肉薄していたローゼンクロイツを（どういう訳か）真下の凍った湖に強く叩たたき落おとした。

　ギリギリであった。

　全てを脱ぎ捨てての変身シーンは途中で遮断した。

　年齢も性別も全てを超越した魔王少女ベルゼビューたんの爆誕だけは何とか阻止である。
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　ひとまず悪魔大王は闇の奥だ。

　あれがゆっくりと動き出すより早く、キングスフォードとローゼンクロイツの激突が始まる。爆発があった。キングスフォードは時に指先を虚こ空くうに走らせ、時に頭上から降り注ぐ大木や城壁を片手で摑つかんで振り回し、ローゼンクロイツと互角に渡り合う。

　上かみ条じようは見ている事しかできなかった。

「ひひっ、まだじゃ!!」

　二歩、三歩とＣＲＣは後ろへ下がって距離を取る。

　これだけやってもクリーンヒットとはいかないが、射程の外に相手を逃がしてもキングスフォードの表情に焦あせりはない。

　彼女はそもそもいきなりの決着になど拘こう泥でいしていない。

　ひとまず悪魔大王の近くからローゼンクロイツを引き剝がす方を優先したのだろう。

「それで掌握したつもりかえ」

「やはりそう甘くハあり〼×ませんか」

「この地獄、誰が作ったものか忘れたとは言わさぬぞ」

　突然だった。分厚い闇が牙きばを剝むき、キングスフォードへ頭から覆おおい被かぶさってきた。視界を遮って上かみ条じよう達たちを守ってくれる、優しい闇のヴェールとは絶対に違った。

　ニュクスだった。

　すり鉢状の地獄の上層から転がり落ちてくるのは、構造物だけとは限らない。

「アドナイ、メレク、ナーメン」

　アンナ＝キングスフォードは胸元で十字を切った。

　それだけだった。

　こんなのは術式ですらない、と鼻で笑う自称専門家もいるだろう。十じゆう字じ教きよう圏けんではいただきますではなく食前の祈りを捧ささげるのだから、胸元で十字を切るくらいは小学生でも知っている神秘だと。

　しかし真なる達人は決して基本を疎おろそかにはしない。

　そして極めに極めた結果、手持ちのありとあらゆる術式は必殺にまで昇華される。

　ボバッッッ!!　と。

　赤みを帯びた白やデロデロ漆黒の不定形なシルエットが接触の直前で逆に吹っ飛ばされ、キングスフォードを嫌うように蠢うごめきながら距離を取った。まるで清めの盛り塩に向かって飛びかかってしまった事にようやく気づいたなめくじのように。

「地獄ト魔界ハ似ているようでも違い〼ます」

　善なる達人は告げた。

　この暗闇の底にいて、未いまだにその光を失わぬキングスフォードが。

「地獄とは悪魔達ガ力ヲ蓄えて叛はん逆ぎやくノ機会ヲ窺うかがうだけでは×なく、抑そも々そもハ神ガ定めた罪人ヲ永えい劫ごうニ責せめ苛さいなむためニ用意した、正常なる装置ですわ。地獄ノ底ノ底ニ位置するジュデッカ、その主人たる悪魔大王すらモ、やっている事ハ世界デ最も罪深い罪人ヲ嚙かみ砕くだいて罰する行為です。……詰つまり全てハ神ノ計画ノ中ニ○あり、地獄ノ底デ○あっても通じるノですよ。神ノ御威光というものハ」

　頭上で赤が瞬またたいた。

　無数に。

　肌に触れればそれだけで体を焼き尽くしにかかる炎の雪だが、何な故ぜか不思議なくらいキングスフォードには当たらない。彼女が何かをしているのではない。炎の雪の方が善き達人を避けている。

「地獄ハ神ノ計画ノ中ニ○ある、ト言った筈はずです。自殺者ノ森ヲ越えた先ニ○ある熱砂ノ荒野。其そ処こハ神ヤ自然ノ摂理ニ×はんした罪人ガ専門的ニ裁かれる炎ノ雪ノ地獄です。詰つまり邪道ニ手さえ染め×なければ罰せられる恐れモ×ない」

　そして無知であるが故に邪道の術式など思いつく事もできない上かみ条じようもまた、知らずに素通りであった。

　そうなると、だ。

「ＣＲＣ」

「っ」

　風向きが変わる。

　炎の雪が向かう先は、自ら仕掛けたはずのローゼンクロイツ側だった。

（まさか、コントロールが……？）

　上かみ条じようは呻うめく。

　善なる達人と死しを撒まく達人。

　まるで巨大な装置のようだった。水面下では地獄の奪い合いでも始めているのか。

「この地獄ハ『そのもの』では×なく、間違い×なくあなたガ無理矢理差し込んだ位相ではあり〼ます×が……。実際ニ創造したあなたとて、注意ハし×ないトいけ〼×ませんよ？　自分デ創った何かニ牙きばを剝むかれる経験等など、長い人生デ一度○あれば十分なのです～からね」

「よりにもよって老骨を愚弄するかっ、妄信の果てに澱よどみが凝り固まってできた偽りの達人ごときがアアアああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　銀髪に赤衣の青年の咆ほう哮こうがあった。

　何かが呼応した。

　キングスフォードは動じない。巨大な斧おので横から切りかかってきたミノタウロスを指二本で押さえ込み、逆に振り回して、三つの頭を持つ魔犬ケルベロスを巻き込む形で放り投げる。

　圧倒的な優勢。

　しかしそれで事態が動いた。

　上かみ条じよう達たちの足元で分厚い氷が割れたのだ。

「くっ!!」

　上かみ条じようは慌ててその場に留とどまろうとし、何かに気づいたローゼンクロイツが離れた場所からこちらに掌てのひらをかざす。

　爆発がいくつか連続した。

　直撃コースの光弾くらいなら何とか上かみ条じようは右手で打ち消す事に成功するが、それだけでは足りない。

　ここは分厚い氷の上。

　直撃コースから外れた？

　だったら何だ。流れ弾の一発が凍った湖の分厚い氷へまともに落ちれば何が起きると思っている？

（まずいッ）

「っつ!!」

　上かみ条じようは必死に両足で踏ん張る。

　足場全体が斜めに傾いていた。

　迂う闊かつに足を止める訳にもいかないので、上かみ条じようは巨大な亀裂の走る足場から足場へ跳んで移動を続けていく。その気になれば大空くらい飛んでしまいそうなキングスフォードとは違って、地に足の着いた上かみ条じようにとってはこんなのでも死活問題になる。

　足元の分厚い氷は刻一刻と砕け、不規則に沈んだり突き出たりする。

　あんなの迂う闊かつに接触したら足を挟まれて砕かれかねない。

　亀裂によって『幅』ができるのも怖いが、崖のような『高低差』が生まれてしまったらそれこそ致命的となる。立ち位置を間違えれば前後左右どこにも移動できない行き止まりに陥り、そうなれば後はローゼンクロイツから集中攻撃を受けておしまいだ。

　地獄の底も底、ジュデッカ。

　もちろんこの凍った湖はただの氷ではない。ここは、世界で最も罪深い三人の罪人をこの世の終わりまで永えい劫ごうに責め続けるために用意された負の聖地だ。

　仮初めの足場。

　分厚い氷の端からさらに下へ落ちてしまえばどうなるかなど上かみ条じようには想像もつかなかった。上下に蠢うごめく氷塊と氷塊に嚙かみ砕くだかれるくらいでは済まないだろう。凍った湖に落ちればただ水が冷たいなんて話じゃ済まないはず。

　分からない、という恐怖。

　これなら溶岩の上で戦った方がまだ安心できる。

　しかも、

（くそっ、キングスフォードはどこだ!?　この暗闇の中ではぐれた!!）

　焦あせるが、しかし状況は待ってくれない。

　敵は目の前にいる。

　周囲に視線を走らせる事さえ、ＣＲＣ側に余計な情報を流してしまいそうで恐ろしい。

　迷いを見せた一瞬だった。

「っ!!」

　頭のすぐ横を何かが高速で擦過した。

　灼しやく熱ねつがあった。

　意識を切り替えろ。キングスフォードがいないのなら上かみ条じようが一人でやるしかない。

　そもそも耳など持っていかれても良い。

　心臓を抉えぐられても頭を吹っ飛ばされても、多分地獄では死なない。人間に対して徹底的に優しくないこの領域では、死ねば楽になれる、といった逃げ道さえ用意されていない。

　だから、上かみ条じようが考えるべきは一点だけだ。

　体をぐしゃぐしゃにされてしまえば、間違った人間が現世への螺ら旋せん階かい段だんを上ってしまう。指を咥くわえて見ている事しかできなくなる。そういえば、アリスが殺したＣＲＣの肉体はどこへ行った？　あるいはローゼンクロイツの魂は上かみ条じよう当とう麻まの肉体に入って蘇よみがえるのか？　何にしてもクリスチャン＝ローゼンクロイツという脅威が再び学がく園えん都と市しに顕現する。すでに疲弊してズタボロになっている今の学がく園えん都と市しでは、おそらく二度目の襲撃は抑え込めない。

　現世にはインデックスがいる。

　御み坂さか美み琴ことがいる、青あお髪がみピアスや小こ萌もえ先生がいる、アラディアがいる、アレイスターがいる、一方通行アクセラレータがいる。

　放置などできるか。

　死んでこんな目に遭うのは、自分だけで十分だ。

　たとえこの体だか魂だかが砕かれても、ローゼンクロイツはここで食い止める。

　必ず。

　上かみ条じよう当とう麻まが一歩でも先にあの螺ら旋せん階かい段だんを上ってしまえば、ＣＲＣの復活は阻止できる!!

「ひひっ。正攻法の打撃では早々に決着はつかぬか、若造」

「っ」

「しかし搦からめ手てならどうかのう？　その右手、触れずして幻想を砕くほどの力はあるまい!!」

　ＣＲＣは掌てのひらを頭上に向けた。

　その手にあるのは、決して光が消える事のない永えい劫ごうのランプ。

　強い光が虚こ空くうに放たれた。とはいえ別に集中豪雨のように一面へ炎の雪が降り注ぐ訳でもないし、一発の巨大な爆発が周辺の酸素をごっそりと奪っていく訳でもない。

　それどころではなかった。

　忘れたか。

　分厚い暗闇のヴェールが優しく守ってくれるから、地獄の底も底にいながら上かみ条じようは今まで正気を保てていたのだ。悪魔大王に地獄大王、『妨げる者サタン』、『蠅の王ベルゼブブ』、『光を帯びた者ルシフエル』。色々言っているけど結局正体は何なのか、名前すらはっきり固定されていない『何か』をこの目にしないで済むから。

　もし仮に、だ。威力のない信号弾なり照明弾なりをこの場で放たれたら？　でもそれは全くの無害なんて呼べるのか。それは強く柔らかい光でしかなかったとしても、よりにもよってこんな地獄の底で分厚い暗闇を考えなしに拭い去り、隠されていたものを無遠慮に全てさらけ出してしまったら何が起きるッ!?

「喰くらえ俗物!!　触れるより前、見聞きし口に出すだけで罪とされた世界の汚点。悪なる本質を知る事で己の存在そのものを強く腐食させるがよいわ!!!!!!」
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　闇がめくれる。

　全てが白日の下にさらされる。

　悪魔大王に地獄大王、『妨げる者サタン』、『蠅の王ベルゼブブ』、『光を帯びた者ルシフエル』。大仰な呼び名は色々あっても結局それは何なのか。知らないでいられるなら絶対にその方が良かったはずの存在が、上かみ条じよう本ほん人にんの意志とは無関係に、強制的に突きつけられる。

「ッッッ!!!???」

　何かが起きる前に、自分の両目を潰すか否いなかを本気で悩んだ。

　しかし結局は時間も覚悟も足りなかった。まだ生きていた頃の常識が邪魔をしてしまった。

　邪悪な光が優しい闇を消し去る方が早い。

　そう。




　何も、ない？




「な」

　驚いた声を出したのは、むしろローゼンクロイツ側だった。

　轟ごう音おんがあった。

　震動が響き渡り、分厚い氷が連鎖的に砕けていく。

　ただしＣＲＣが計算を間違えたのではない。明らかな不自然が横たわっていた、凍った湖の中心には空白があった。正体不明の激突の音源はもっと奥。巨大な氷の中心点からさえ、あまりにも離れた不自然極まりない場所であった。

　誰がやったかなど、いちいち論じるまでもない。

　最強最悪、目にしただけで魂を砕かれるような正真正銘地獄の『王』を相手にして、真っ向勝負ができる達人など最初から限られている。

　体一つで。

　素手のまま、左右の手だけ大きく開いて。

　躊ちゆう躇ちよなく。

「アンナ＝キングスフォード!?　まさか、考えなしに、真正面から挑んでおるとでも言うのかえ？　全知全能たる神の計画、その裏側に位置する地獄の核も核へと!!」

　そして究極の必殺が不発に終わったのであれば、上かみ条じようを止めるものなど本当に何もない。

　ザン!!　と上かみ条じようは改めてＣＲＣの懐ふところへと踏み込む。

　強く。

　とっさにローゼンクロイツは五指の爪を振るう。

　上かみ条じようの方が早い。

　右拳に魔術は砕かれ、逆に赤衣に銀髪の青年の爪の先が小さく割れる。一滴の血。

　一対一。

　しかも上かみ条じよう当とう麻まは自分の腕を自分で切断しての、自暴自棄な『竜王の顎ドラゴンストライク』にも頼らない。それでもここまで喰くらいついてきた。その事実に顔を歪ゆがめる青年に、上かみ条じよう当とう麻まはこう囁ささやいた。

「お前が、クリスチャン＝ローゼンクロイツだったら勝てなかったかもな……」

「若造、貴様」

「でも今のお前は、かつて学がく園えん都と市しでぶつかったＣＲＣじゃない」

　そう。

　そうだ。

　何か違和感はあると思っていた。地獄にはそれだけ希望がなく何ら楽しみが存在しないのかとも考えたのだが、でもやっぱりおかしい。

　ＣＲＣは学がく園えん都と市しで戦っていた時とは何かが違う。

「何にでも興味を持って、あちこちふらふら寄り道しまくる。簡単に泣いて感情移入してそのために呆あつ気けなく国や世界を滅ぼしていく」

「っ」

「それが誰の手にも負えない災厄クリスチャン＝ローゼンクロイツだったはずだろ!!　だけど地獄を旅するアンタは常に前を見ていた。ガイド役のキングスフォードに文句も言わず、黙々と正しい道を歩くだけ。アンタにしても地獄まで落ちたんじゃ流石さすがに余裕がなくなってきたか？　自じ儘ままで気き紛まぐれな、だからこそ一秒先すら読めなくて怖いローゼンクロイツ像が剝がれ落ちているぞヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエ!!」

　ヒントは全て地獄の中にある。

　どんな事であれ無駄にはならない。自分は自分に噓うそをつかない。

　これまでの道のりが上かみ条じよう当とう麻まに活路を開いてくれる。

「切ってくる札は一緒でも、根っこは真面目なヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエが全てを舵かじ取とりしているんだ。読みやすいんだよ、お前。手札は全部暴かれてポーカーフェイスも苦手じゃあ、勝負に勝てる道理なんかねえだろ!!」

　もう逃がさない。

　もう悲劇など許さない。

　もう誰も泣かせたりはしない。




　この一発で、自分も世界も救ってやる。




　強き拳があった。

　すでに射程に収まっていた。

　あるいはその事実に何を思ったのか。

　ＣＲＣから咆ほう哮こうがあった。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　いいや、そこにいたのはクリスチャン＝ローゼンクロイツではなかった。

　ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエがいた。

　自じ儘ままで気き紛まぐれ、先の行動を読みにくいＣＲＣの演技を徹底していれば、上かみ条じよう当とう麻まに勝つ確率も上がる事は危険な達人も熟知していただろう。

　にも拘かかわらず、最後の瞬間、彼はローゼンクロイツではなかった。

　ヨハンが前に出た。

　全てをさらけ出してぶつかってくる上かみ条じよう当とう麻まに対し、かつて一五歳の少年だった誰かもまた『自分』をぶつけたくなったのかもしれない。

　たとえ。

　それが冷たい計算の中では勝率を下げてしまうと分かっていても、それでも。

　片方が言った。

「帰りたい……」

　ああ、ともう片方も同意した。

「帰りたい」

　そして二人は同時に叫んだ。

　交差する。




「「帰りたいッッッ!!!!!!」」




　ゴッッッ!!!!!!　と、鈍い音が炸さく裂れつした。

　上かみ条じよう当とう麻まの右拳が、銀髪に赤衣の青年の頰骨を捉えてめり込んだ音だった。














終　章　儀式の結末　Flat_Line...









　銀髪に赤衣の青年は仰向けに倒れていた。

　バキバキに砕けた凍った湖だった。




　ぼんやりと視線を上げる。

　すでに螺ら旋せん階かい段だんは使用されている。まるで細い細い一条のみの救いの光だ。螺ら旋せん階かい段だん全ぜん体たいで、今までにない光が放たれているのが分かる。

　試練が始まったのだろう。

　ローゼンクロイツはゆっくりと身を起こす。

　未練がない？

　噓うそに決まっている。

「うふふ」

　そんなクリスチャン＝ローゼンクロイツに、後ろから覆おおい被かぶさる影があった。

　アンナ＝キングスフォードだった。

　彼女も頭上を見上げながら、

「いやあー、あの少年には無事ニ階段ヲ上ってもらったようデ何よりですわ。此こ処こ迄まできて、俺には誰モ犠牲ニでき×ない～からキングスフォードニ譲るよ（ビシッ）なーんて真顔デ言われちゃったら、今いま迄まで頑張った己モ大ピンチでした～からねえ☆　……まあそうなったら、流石さすがニ拳デ〆しめて気絶させてでも階段側ニ押し上げ〼ましたけど」

「きさま。……まさか、『誘導』したのかえ？　悪魔が人を誘うようにして、あの若造の考え方に偏りを与えたと!?」

「◎はい」

　笑顔だった。

　上かみ条じよう当とう麻まにキングスフォードを疑わせるよう、ローゼンクロイツが仕掛けたやり方と全く一緒だ。

　幽鬼や呪じゆ詛その領域を専門的に解説する『邪悪の樹クリフオト』は、常人が触れれば災いをもたらす。が、十分な知識を持つ達人が完全武装した場合だけは話が変わる。通り一遍の基本をはるかに超えた、裏技や抜け道も使いたい放題になる。

　つまりアンナ＝キングスフォードであれば、悪魔や地獄に類する秘術であっても自由自在に振りかざせる。例えば、悪魔の甘いお誘いとかも。

　そして今回だけはいかなる反則技を使ってでも上かみ条じよう当とう麻まを助け出すと、ある『人間』と約束していた。

　しかし、それでもだ。

　ローゼンクロイツには信じられなかった。

「そうまでして、一体何な故ぜ……？　それで一体何が得られるというのじゃ。一つきりの階段を上れぬ以上、嬢ちゃんとてこれからこの老骨らに何が待っておるかは分かっておるはずなのに」

「既すでニ言った筈はずですよ、ＣＲＣ」

　やはりアンナ＝キングスフォードは即答だった。

　善き達人は間違えない。

　たとえ全てはヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエのくだらん悪いた戯ずらから広まってしまったお伽とぎ噺ばなしだとしても、一生をかけて貫き通せばやはりそこには正しさが宿る。

　事実、だ。

「己ハ、全体ノ作戦ニ組み込んだ全てヲ救う、ト」

「……、」

「是これ～から始まるのは、こんな紛まがい物ものノ位相ではあり〼×ません。×ですが、達人ガ二人モいれば多少ハ永えい劫ごうノ苦しみとやらモ和らぐ事でしょう。違い〼ますか、ＣＲＣ？」

「きさま」

「さぁて。本物ノ地獄とやらガどれほどノものか、二人デ見聞してみようではあり〼×ませんか、ＣＲＣ。何しろ逆方向～からとはいえ、今度ハ本当ニ本物ノ神話ノ世界ニ立ち会えるノですよ？　ふふー、拍子抜けで×ない事ヲ期待するばかりではあり〼ます×が」

　その小さな救いは、全てを創ったヨハンの想像すらも超えたところにあったのだから。

　ビシッ、と硬い亀裂の音があった。

　それは最初は一つだったが、徐々にその頻度が上がっていく。

　地獄の底、ジュデッカにある広大な凍った湖がいよいよ本当に砕けようとしているのだ。ただしそれは表面に張った分厚い氷の話ではない。そんな上うわっ面つらであれば、上かみ条じよう当とう麻まとクリスチャン＝ローゼンクロイツが衝突した時点でバッキバキに割れている。

　しかしもっと根本的な話だ。

　この地獄は『そのもの』ではないという話はすでに何度もしている。

　そういう話だった。

　死と破壊をばら撒まく達人ローゼンクロイツはもちろん、善なる達人キングスフォードもまた目的のために邪道の力を振るった。

　それに、『何か』が反応した。

　だから、ついに『そのもの』の出番がやってきたのだ。

　クリスチャン＝ローゼンクロイツは後ろから女にしがみつかれたまま、視線を高く上げた。長い長い一本の螺ら旋せん階かい段だん。まるで天から降り注ぐ一条の光。もはや拳を交わした相手がどこにいるのかさえここからでは見えない。

　ぽつりと呟つぶやいた。

「……周囲へ奉仕をするために、か」

「◎ええ。他なら×ぬあなたガ世界ヘ送り出した、一つノ思想すくいです」

　見上げる視線の意味が変わる。

　そこにいたのは、クリスチャン＝ローゼンクロイツではなかった。

　ヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエが言ったのだ。

　善なる達人アンナ＝キングスフォードと重ね。

　同じ場所に追い着いた瞬間だった。

「「……幸せに生きろよ、上かみ条じよう当とう麻ま」」










　凍った湖が完全に砕け散った。

　作り物の底が抜ける。

　死しを撒まく達人が強引に差し込んだ位相が砕け、薄い膜を一枚めくった所にあった別の階層が露あらわとなる。それは正真正銘、本当に本物の地獄が口を大きく開けた瞬間でもあった。




　地獄第一圏谷・アケロン川の向こう側へようこそ。
















「はあ……」

　一方、だ。

　上かみ条じよう当とう麻まは荒い息を吐いていた。

　ガラガラと崩れる音がする。下はどうなっているのか。確かめる余裕すらなかった。しかし崩壊の震動が近づいてくる。おそらくだけど、放っておけば透明な螺ら旋せん階かい段だんも下から順に崩れていく。

　全部吞のまれる。

　何か凄すさまじく大きな口が開いた。

　本物の地獄。

　そういう位相も実際あったのか。

「……ハア、はあ……」

　透明な分厚いガラス板でできた螺ら旋せん階かい段だん。そう見えた。でもおそらく実際には違う。たとえどんなに果てしない階段であったとしても、ただ足を動かして上っているだけではこんな現象には襲われない。

　抜ける。

　力が。

「ぐっ!!」

　一段一段踏み締めていくたびに、自分の体力が半減でもしていくようだった。最初の内はそれでも問題なく上を目指していたが、確実に着実に力は失われていく。まるで長い長い髪の毛が全身に絡からみつき、水の中でもがいているようだった。元の力が強い弱いは関係ない。たとえどれほどの力を蓄えていたとしても、半減に次ぐ半減に次ぐ半減、の永えい劫ごうなる繰り返しによっていつかは必ず崩れ落ちる時はやってくる。そういう仕掛けだ。

　やはり、一度死した人間が蘇よみがえるというのはそれだけの無茶なのか。

　普通に考えたらあってはいけない事。

　故に、絶対そんな展開にはならないようあらかじめ強固にプログラムでもされていると。




（帰るんだ……）




　膝をつく。

　道半ばにして、もう立ち上がる気力はないと分かる。

　それでも上かみ条じようは腕を前に伸ばした。

　次の段を無理矢理にでも摑つかみ取とる。体を上に押し上げる。




「帰るんだ、絶対に」




　口に出す。

　足が動かなくなっても構わない。両手を使ってでも、何なら階段に嚙かみついてでも先へ進む。そういう力を絞り出すために、敢あえて上かみ条じようは自分で自分に語りかける。

　しかし半減は絶対だ。

　まだ使っていなかった力を引き出しから取り出せば、今度はその力を半分にされる。たった一段上っただけで。




「インデックスに、また会って話をするんだ」




　声に出した。

　一段上に。




「がくえんとしに帰って、御み坂さかたちにあたまをさげて」




　声が崩れた。

　一段上に。




（学校のみ……と、顔を合わせて……ピアスやこもえせん……と、バカばな……）




　声が出なかった。

　一段上に。




（アリス＝アナ……バイ……に、俺ｇａ死……のハお前……、ｉじゃ……、───）




　思考さえも散らばった。

　それでもまた一段上に。

「───、……」

　……終わらない。この螺ら旋せん階かい段だんは永遠に終わらない。そのあまりの苦痛と疲労に、上かみ条じようの心の隅で怪しげな妄念と疑心がくすぶり始める。一見救いの手を差し伸べるようでありながら、実際には人の心や決意を砕くための悪趣味な仕掛けでしかない。最初から全ての出口を埋め立ててしまうのではなく、一つだけ出口を用意した上でなお人間が失敗して潰れていく様を眺めるための、そんな地獄。もがき苦しむ人間にとっては何一つとして優しくはない、飢餓と苦痛と疲労にまみれた魂こん魄ぱく廃はい棄き処しよ分ぶん装そう置ち。キングスフォードを疑う愚はすでに経験済みだ。こんなのは意図的に計算されたそういう妨害に過ぎないと思う。思うけど。




　ここはどこだ？

　自分は一体何をしている？




　それすら時折忘れそうになりながら、濡ぬれた雑巾のように階段にくっついて離れようとしない体を無理矢理に引きずって、上かみ条じよう当とう麻まは両手の力だけでさらに段を上る。

　指先が痙けい攣れんする。

　目玉の力まで奪われつつあるのか、視界が暗くなってきた。

　地上には近づいている、はずだ。

　そこは光で溢あふれている、はずだ。

　なのに世界はどんどん闇で覆われていく。

「帰　　だ」

　即座に奪われる事を知りつつも、上かみ条じよう当とう麻まはまた絞り出した。

　もう目は見えない。

　音もない。

　それでも痙けい攣れんする指先の感覚だけを頼りに、次の段を摑つかんで。




「俺　現世にっ、帰るんだアあああああああ　　　　あああああああああああああああああああああああ　　　　　　　あああああああああああああああああああああああああああああああああああ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あああああああッッッ!!!!!!」














あとがき









　一冊ずつご購入いただいているあなたはお久しぶり。全巻まとめてのあなたは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　創そう約やく10のしんみりしたあとがきでドキドキしたみんなー☆　作家さんによっても考え方は色々だとは思うのですが、私個人としては、あとがきは映画のスタッフロールみたいなもので、ここも含めて作品全体の一部、特に雰囲気作りにおいて重要なパーツであると考えています。なので空気感を作るのに必要ならやりますよ。油断大敵です。

　そんな訳で今回はアンナ＝キングスフォード無双っ!!　反則技満載の創そう約やく11、いかがでしたでしょうか？　彼女は善しかない善人という本当にとんでもないキャラクターなのですが、でも、そんな奇麗ごと本当に信じられる？　というのがこの巻の大きなテーマ。皆様はローゼンクロイツから色々囁ささやかれた時、ぐらつかずにキングスフォードを信じ続ける事はできましたでしょうか。もう二〇年以上も私の作品に付き合ってくれている方ならとっくに丸分かりとは思いますが、私には絶対ムリです。ええそうです、世界って斜めに見たいじゃん？







　死んで地獄に落とされる、というウルトラ絶望モードな言葉の響きとは裏腹に、全編を通してどこか奇妙で明るい空気感を徹底させています。『ヘヴィーオブジェクト』などが顕著ですが、私の書く世界観だと恐怖や悲壮感が上限を超えるとかえって笑いが込み上げてくる、というのも働いているのかもしれません。

　……最初は上かみ条じようが死んで迷子になってローゼンクロイツと二人ぼっちの地獄旅、も考えていたのですが、やっぱりジジイと二人より誰かしら女の子が欲しい!!　という訳で、最初から最後までキングスフォード先生には地獄のバスガイドさんを務めてもらいました。でっかいおっぱいとでっかいお尻ではリアクションが違うなど、アレイスター達と接していた頃の達人像とはまた違った側面を出せたのは収穫だったかなと。

『そのもの』ではなくローゼンクロイツが創った、という設定ですので、地獄のイメージは単一ではなくいくつかの寄せ集めではありますが、『邪悪の樹クリフオト』についてはこれまでの巻でもすでに何度か顔を出していましたね。人造の悪魔クリファパズル５４５辺りが一番分かりやすいとは思います。並の魔術師が学ぼうとしても破滅するだけだが、十分な知識を持つ達人が完全武装で挑んだ場合に限り、裏技的な力がどっさり山ほど手に入る。……聞けば聞くほどなにこのホイホイ感？　という『邪悪の樹クリフオト』ではありますが、創そう約やく11では（結果として地獄という舞台そのものを創り出した）敵か味方か立ち位置がはっきりしないローゼンクロイツそのものに対応させてみました。優しげな悪魔の囁ささやきに対し、人はどう叡えい智ちを駆使して活用するべきか。そんな考えがどれほど危険かは本編をお読みいただければ分かるかと。

　また、創そう約やく10では『自分から右腕を切り落とす事で竜王の顎ドラゴンストライクに頼った上かみ条じようは、もうローゼンクロイツと肩を並べて笑い合う未来を選択できない。上かみ条じよう自じ身しんがそうやった』と散々繰り返していましたが、こちらは創そう約やく11で思う存分ピクニックするための前フリでした。右方のフィアンマや魔神オティヌスと比べてもったいないなーと思っていたそこのあなたを、もし今回満足させられたのなら幸いです。







　イラストのはいむらさんと伊い藤とうタテキさん、担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、浜はま村むらさんには感謝を。良くも悪くもシリアスもギャグもとにかくシュールな地獄の光景に、この状況でも脱ぎの精神を忘れないキングスフォードや煩ぼん悩のうに振り回される上かみ条じよう当とう麻ま。全体の空気感がぐっちゃぐちゃで大変だったと思います。今回もありがとうございました！

　それから読者の皆様にも感謝を。善なるキングスフォードを容赦なく疑ってかかり、死と破壊をばら撒まくローゼンクロイツと肩を並べて地獄のピクニック。こんな事ができるのも皆様が受け入れてくれるからです。本当にありがとうございます!!




　それではこの辺りで本を閉じてもらって。

　次の一冊も手に取ってもらえる事を願いつつ。

　今回はここで筆を置かせていただきます。




　……巨大なおっぱいに押し潰されて死ぬ人生なら、まあアリかなあ？


鎌かま池ち和かず馬ま


















　第七学区だった。

　具体的にはとある病院の、目立たない場所に用意された一室。




「先生」

「うん？」

「しかしこれも仕事だから毎回やっているけれど、やっぱり学がく園えん都と市しは働きづらいね。住民の八割が学生だから、こういうのにぶつかるケースも自然と増えるんだけどさ。この街じゃ働いている間に心をやられて、同業者は大体一〇年くらいでリタイアしちゃうみたいだし」

「苦労をかけているのは分かっているんだけどね？　でも必要な事だから」

「未成年の遺体ってキツいよなあ、やっぱり」

「彼の方は？」

「できたよ。これでエンバーミングは完了。お顔のお化粧は済んだし、両目が奥に落ちないようまぶたの裏に脱脂綿も詰めた。今は一月だし、防腐についてはドライアイスがなくても大丈夫だろ。喉や肺にこっそりウジやゴキブリが潜ってぬくぬくしているって感じもないし」

「ありがとう」

「何言ってんの。こんな損壊のひどかった遺体を全部繫つなぎ合あわせたのは先生でしょ。ぶっちゃけ、業者的には『空っぽの棺かん桶おけ』をオススメするべき状態だった。死人の縫い方はガワを整えるだけで良いいのに、わざわざ生きている人を治療するように丁寧に縫ってくれちゃってさ」

「見捨てる気になれなくてね？」

「分かるよ」

「……でも彼の心臓は動かない」

「それは先生のせいじゃない」




　カエル顔の医者と専門業者は冷たい霊安室の出口に向かう。

　一度だけ、医者は振り返った。




「……、」




　しかしそれだけだった。

　奇跡など起こらない。




























　パチンとスイッチを切る硬い音だけが響いた。

　一月七日、深夜。

　線香の煙がうっすらと漂う霊安室はただただ冷たく真っ暗だった。
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